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			勇者パーティーにかわいい子がいたので、告白してみた。③

			水星

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・金岡直樹＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第１話　厨二になってみた

			第２話　沈静してみた

			番外編①　チョコを貰ってみた

			第３話　ケーキ屋に行ってみた

			第４話　デートの秘密を知ってみた

			番外編②　飴を作ってみた

			第５話　友人と元部下と待ち合わせしてみた

			第６話　友人と元部下と調査をしてみた

			第７話　人魚の話を聞いてみた

			第８話　友人を決意させてみた

			第９話　人魚を救ってみた

			番外編③　好きな子と食事に行ってみた

		

	
		
			　

			第１話　厨(ちゆう)二(に)になってみた

			　

			　ガイの身体が治って数日が経った。

			　あの後、シークの薬はセシリアやソフィアさんの手伝いもあって完成し、ティールちゃんの具合もだいぶ良くなった。

			　クレイマンの方もほぼ無傷でロックイーターを倒したので、報(ほう)酬(しゆう)をかなりふんだくったらしいな。

			　今思えば、タリボーク商業ギルドは無傷でなんて無理だと思い、難(なん)癖(くせ)つけようとして無茶な条件をつけたんじゃないだろうか。

			　だとしたらドンマイとしか、言いようがないが……。そんな訳で一応騒ぎに収(しゆう)拾(しゆう)がついたのだが。

			「あー暇だな、ちくしょう……」

			　イライラしながら町を一人で歩いている。

			　別に誰かと約束事をしている訳ではない。ただ、宿部屋にいたくないから適当にぶらついているだけである。

			　部屋にいたくない理由はいたって単純だ。

			　ガイとティールちゃんのイチャつきに耐えられないのである。

			　シークの薬によってティールちゃんの具合が良くなり、ガイに会いに来た。そこまでは別に良いのだが……それで終わらないのがあの二人である。

			　お互いに死を感じ、相手のことを思っていたため、反動が凄(すさ)まじい。

			　完全に二人の世界に入っていて、部屋にいると俺が置物のように感じてしまうのだ。

			　それが最近ほぼ毎日で……耐えられねぇ。

			　ティールちゃんは仕事終わりと昼休みの間に来ている。

			　二人共あんなことがあったので、多少大目には見たいが……うん、無理。

			　それが原因で特に用事があるわけでもないのに、町をふらついているのである。

			「はぁ……ギルドで依頼でも受けてこようかな。……そういやクレイマンとあの時、ギルドランクＡにしてくれる約束してたっけ」

			　俺に押し付けようとしていた役目をソフィアさんが代わりに受けてくれたが……約束は約束だ。

			　俺だって一応依頼を手伝いはしたので、約束を守ったことにはなるだろう。

			　Ａランクの依頼を受けてみたいのでギルドに行くことにする。

			「ん、何だ何だ？」

			　ギルドに向かって歩いていると、通行人の人々が何やら騒いでいる。

			　気になり通行人の人を捕まえ、何かあったのか聞いてみると、どうやら各地から商人が来ていて市場を開いているとのこと。

			　本来は年に何回か行われていたらしいが、魔王との戦いのせいで、最近は商人の集まりが悪かったみたいだ。

			　しかし、魔王が討(とう)伐(ばつ)されたおかげか商人が集まり、久々に大規模な市場が開かれているのだとか。

			「各地からいろいろな商人が来ているということは、珍しい物もたくさんあるんだろうなぁ」

			　正直、Ａランクの依頼よりも興味がある。

			「ああ、珍しい物がたくさんあるぞ。俺もちょうど向かっている所だからな。良かったら一緒に行くか？」

			「あ、じゃあ、すみませんけどよろしくお願いします」

			　ちなみに俺が捕まえて話を聞いていたのは、いつだかに知り合いになった狼の獣(じゆう)人(じん)さんだ。

			　後ろ姿だけしか見えなかったので、普通の大柄な人だと思い話しかけてしまった。

			　相変わらず笑った顔が怖い。

			　にぃ……と笑うと鋭い牙(きば)が見えてしまう。

			　でも、悪い獣(じゆう)人(じん)ではないようでちゃんと市場が開かれている所まで一緒に行ってくれた。

			「おお、すごいな」

			　そこにはたくさんの人や亜人がひしめき合っていた。

			　商人もその場で露店を開いている者や、テントを張っている者もいる。ちらほらと見える商品には、俺が見たことのない物がたくさんあるし……。

			「ふっ、やはり今回の市場はなかなか大規模だな。では俺は行くぞ。今度会う機会があれば依頼にでも行こう」

			「あ、はい。案内してくれてありがとうございました。機会があれば是非ともお願いします」

			「何、俺もここに用があったんだ。ついでだ、ついで。だからそんな畏(かしこ)まらなくてもいいんだぞ。じゃあな」

			　一度だけ手を振り、俺を案内してくれた狼の獣(じゆう)人(じん)は人混みの中に消えていった。獣(じゆう)人(じん)は見かけによらないみたいだ。

			「さて、せっかくだしいろいろ見て楽しむか。良い気分転換になりそうだし」

			　面白そうな物があったら買おう。

			　俺も人混みの中に混じり、露店に出ている商品を眺めていく。

			　普段使いそうな日常品から、何に使うのか用途がまったくわからない物までいろいろある。

			　商品を見ながらうろうろしていると、見知った顔が見えた。

			　商品を品定めするようにじっくりと見ているが……クレイマンだよな、あれ。
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			「クレイマンじゃないか。こんなところで何しているんだ」

			「あー、お前か。まぁ、ちょっとな、買い物だ買い物」

			「ふーん……というかギルドの仕事はいいのか？」

			「ソフィアに内緒で今日は休暇とったんだよ。ロックイーターの依頼成功に貢(こう)献(けん)してたとか理由つけてな」

			　ソフィアさんに内緒で仕事をサボって呑(のん)気(き)に買い物とは……何をしているんだかこの男。

			　ばれたら怒られるんじゃないだろうか……まあ、人の家庭事情など知らないけど。

			「ソフィアさんに怒られても俺は知らないぞ」

			「まあ、怒られたら怒られただ。それでも俺は後悔しねぇよ」

			　無駄にかっこいいことを言っているんだが。

			　何か理由があるっぽいので、問いただしてみる。

			　すると、ソフィアさんにあげるプレゼントを買いに来ていたとのことだった。

			「結局、結婚記念日には何も買っていかなかったからな、俺」

			「いまだに買ってなかったのかよ。……でもここならいろんな物が売っているしプレゼント選びにはうってつけだろうな」

			「だろ？　だからこうやって選んでんだよ」

			「へぇ、俺も気分転換にここに来たんだ。手伝ってやるよ」

			　誰かと見て回るのも面白そうだしな。

			　クレイマンも勝手にしろって感じなので、二人でうろうろする。

			　露店やテントを何カ所かうろうろしていると、思わず一つの商品に目がいく。

			「おっ、これいいんじゃないか？」

			「どれどれ……いや、お前、正気か？」

			　俺がクレイマンに勧めた物は猫耳カチューシャだ。メイド服と相性が良いし、クレイマンにはピッタリ……。

			「買いだろ！」

			「買いだろって、お前……結婚記念日に渡す予定だった物を選んでんだぞ。完全に悪ふざけになるだろうが！」

			「あ、考えてみたらそうだよな。悪い悪い……」

			「おいおい……いつもと何だか違わねぇか？　大丈夫かよ」

			　先程までイライラしていたが、今は珍しい物をたくさん見れて気分が良いからな。

			　ついボケてしまった……でも、良いと思うんだよなぁ、猫耳カチューシャ。

			　俺はこっそり猫耳カチューシャを買って、気づかれないようにクレイマンの荷物に紛れ込ませた。

			　今日の俺はだいぶおかしいのかもしれんな、普段こんなことしないのに。

			　変にテンションが上がっているような気がする。

			　その後、クレイマンと真面目にプレゼント選びを続けていると俺の厨(ちゆう)二(に)心をくすぐるような物に出会った。

			「おお！　かっけぇなこれ」

			　俺が目を輝かせて見ているのは、あるロングコートだ。

			　黒が基本色のシンプルな造りだが、何らかの主人公が着ていそうな厨(ちゆう)二(に)っぽさ溢(あふ)れたロングコートである。

			「兄ちゃんお目が高いねぇ。こいつは素材にもこっている代物で防具としての性能も保証するぞ」

			「よし、買った」

			「毎度、良い買い物したね、兄ちゃん！」

			　まったくその通りだと思いほくほく顔で店主と別れる。

			　たまには買い物も悪くないな。

			　厨(ちゆう)二(に)スイッチが入りそうだ。

			　というか、もう入っているかもしれない。

			　その後、いろんな店を回って、つい衝動買いしてしまった。

			「おいおい……お前、いろいろ買いすぎだろ」

			　買い物を終えて市場からの帰り道。

			　買った物でパンパンになっている風呂敷を担いで歩く俺を見て、クレイマンが呟(つぶや)く。

			「今まで自分の物とか買ってなかったし、別にいいだろ。市場で年に何回しかやらないって聞いたしさ。後悔しないよう、今のうちに買っとかないとな」

			「いや、でもよ。俺が見ていた限りだとお前、変な物しか買ってなかったように見えたぞ」

			「何を言いやがる。俺は心を奪われた物しか買ってないぞ」

			「お前の心はどうなってんだか……ま、俺はちゃんと目当ての物が買えたからいいけどな」

			　クレイマンは結局、異国の調味料とエプロンを買った。

			　家庭的で料理好きなソフィアが喜ぶであろうと考えた結果らしい。

			　クレイマンにしてはなかなか良いセンスをしていると思う。

			「それにしても、これからどうしようかな……」

			　今はちょうど昼なので、ティールちゃんが来ているだろうから、宿には帰りたくない。

			　市場でいろいろと食べてきたから、腹も減っていないし。

			「ギルドで依頼でも受けに行ったらどうだ？　さっき買ったもんつけてよ」

			「それだ！」

			「はぁ!?」

			　最初は半笑いをしていたクレイマンの表情が強(こわ)張(ば)る。自分で提案していたのに、何でそんな顔をしているのか理解出来ないな。

			　何はともあれ、これからの今日の予定は決まったな。

			「おい、ちょっと待て！　本当に今日買った装備で依頼に行くのか!?」

			「クレイマンが言ったんじゃないか。じゃあ、早速……ちょっと裏路地の隅っこで着替えてくるから待っててくれ」

			　俺はクレイマンをその場に待たせて、誰も来なさそうな裏路地に入っていった。

			　

			「ふっふっふっ……どうだ、いいだろ？」

			「いいだろって、お前……本当に言ってんのか？」

			　裏路地で着替えを済ませた俺はクレイマンの下に戻ったなり、ポーズを決める。これも久しぶりな気がして気分が高(こう)揚(よう)するな。

			「無論だ。久々に血が騒ぐぜ……もう誰にも俺を止められんぞ！」

			「あーもうダメだ。相手すんの面倒くせぇ」

			　クレイマンは厨(ちゆう)二(に)スイッチの入った俺に対して呆れているみたいだ。

			　だが、俺は気にしない。

			　なぜなら、今の俺は気分が最高潮に達しているからである。

			「よし、ギルドに行って依頼を受けるぞクレイマン。俺の中の何かが暴れ出す前にな」

			「あーわかった、わかった。……つーか、本当にその格好で行くのか？　一回鏡見てこい。ギルドに行くのは鏡見てからでも遅くねーだろ」

			「……何を言っているんだ、クレイマン。鏡なんて見てきたに決まっているじゃないか」

			　どんな感じになるかはある程度予想していたが、実際に見ないと素晴らしさがわからないからな。

			　適当な店の前の鏡で姿を見てきたのだ。

			　黒のロングコートに同色のズボンに指抜きグローブ。全身黒はなぁと思ったのでシャツは紫色にした。

			　そして銀盤が足の甲を覆(おお)っているブーツに極めつけがヘルメットだ。

			　ヘルメットを買った店の店主は鉄(てつ)兜(かぶと)の方が防御力があるので、悪ふざけで作った商品だと言っていた。

			　なんでも、買う人は買うらしいな。

			　実質俺もそのうちの一人だし。

			　あと、鞘(さや)つきの剣も買ったので背中に挿している。

			　剣なんて使ったことないが、面白い形をしていたので買ってしまったのだ。

			　異国にいる武器屋には様々な物が売っているようで、売れればいいな感覚で仕入れていたらしい。

			　こんな素晴らしい一品に対して何を言っているんだか。

			　俺からしたら売れていなくて良かったけどな。

			「あー、鏡見てきてその感じなんだな。なら俺はもう何も言わねぇよ。言ったって無駄だろうしな」

			「どうしたんだ、クレイマン。男なら一度は憧れそうな装備だろうに」

			「憧れはしても実際にはしねぇよ、その格好」

			「そうか、憧れはするよな。さすがクレイマンだ、わかっているじゃないか」

			「……本当に今のお前には何言っても無駄だな」

			　諦(あきら)めたようにため息をついているクレイマンを連れ、俺はギルドに向かった。

			「あれ、副ギルドマスターじゃないですか。今日は休むと言っていませんでしたか？」

			　ギルドに着き、中に入るとクレイマンの隣で受付をしている女性職員が迎えてくれた。

			　口ぶりからしてなぜか俺のことは目に入っていないっぽい、なぜだ。

			「おう、休みだ、休み。ただギルドの依頼を受けたい奴がいてな、Ａランクの」

			「Ａランクの依頼ですか。ちょうど依頼が来ているんですよ。副ギルドマスターがタリボーク商業ギルドの依頼を完(かん)璧(ぺき)に達成してくれたおかげで、私達のギルドの信用が高まったからかもしれませんね」

			　女性職員はニコニコしながら嬉しそうに話している。自分の働いているギルドが有名になるのは良いことだ。

			　その分仕事は増えるだろうけど。

			　というか依頼はクレイマンだけではなく、俺やセシリア、ソフィアさんも協力したんだがな。

			　まあ、今の俺にとっては些(さ)細(さい)なことだし気にする必要もないか。

			「近場での依頼ってあるか？」

			「はい、四、五件ほどありますが……まさか副ギルドマスターが直々に行ってくれるんですか？」

			「んなわけねーだろ。俺がわざわざ休みの日にギルドの依頼受けるかよ」

			　確かにクレイマンの性格上行くわけないよな。

			　聞いた本人も苦笑いしているし。

			「あはは……そうですよね。副ギルドマスター今は勤務中じゃありませんでした。いつもは何だかんだで仕事をしてくださるので、つい……」

			「まったく……俺のこと何だと思ってんだか」

			　意外とクレイマンて人望が厚いんだな。

			　頭をボリボリかいているのは照れ隠しのつもりなのか？

			　微妙ににやついているのはごまかされないぞ。

			　いや、いつもはごまかせているけど今日は別のことで機嫌がいいんだろう。

			　ソフィアさんに満足いくプレゼントを選ぶことが出来たみたいだったし。

			「ではいったい誰が依頼を受けるんですか？」

			「こいつだ、こいつ」

			　クレイマンが後ろにいる俺を指差す。

			「えっと……それって副ギルドマスターの新しい式神じゃないんですか？」

			　女性職員は一度首を傾げてから、恐る恐るクレイマンに質問した。

			　どうやら、あらぬ勘違いをされていたらしい。

			　だから、後ろにいるのに一切話しかけられなかったのか。

			「俺の式神はこんな形してねぇよ。こいつが依頼を受ける。Ａランクじゃねぇけどな」

			「え……規則上Ａランクの依頼はＡランクの冒険者しか受けられないはずでは」

			「実力は大丈夫だ、俺が保証する」

			　クレイマンはそう言っているが、女性職員はかなり困惑している。

			　いつも笑顔でテキパキ受付の仕事をしているのにな。

			「えっと……お名前は……？」

			「あー、そうだったな。お前名前どうする。Ａランクだし二つ名っぽいのでもいいぞ」

			「じゃあ、黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)で頼む」

			　どこから出てきたとツッコミをいれられそうな厨(ちゆう)二(に)ネームだ。

			　ヨウキでいいかもしれないが、今は顔が隠れているしクレイマンも二つ名っぽいのでいいって言っているからな。

			　厨(ちゆう)二(に)全開でいかせてもらおう。

			　ちなみに名前の由来は全体的に黒っぽい格好をしていることと、剣の形からとってみた。

			「……だそうだ。それで登録しておいてくれ」

			「あの、私が聞いたのは本名……」

			「じゃあ、俺帰るわ。これ以上はもう面倒くせぇ。手続きやっといてくれ」

			「あ、ちょっと待ってください……副ギルドマスター、クレイマンさーん！」

			　女性職員の呼び止めもむなしくクレイマンは去っていった。

			　今日はもう疲れたんだろう。

			　普段だらけ気味のクレイマンにしては、ツッコミやら何やらとなれないことをしていたからな。

			　回復力の元になるソフィアさんもいなかったし。

			　残ったのはうろたえまくっている女性職員と俺である。

			　クレイマンは帰ってしまったし、俺のテンションはうなぎ登りでもう待てない。そろそろ本領発揮といこう。

			「ふっ、では早速依頼を受けたいんだが……どんな依頼があるか見せてくれるか？」

			「あ、は、はい！」

			　女性職員は急いでカウンターに行き、依頼書を持ってきた。

			　先程クレイマンと会話していた時に言っていた依頼だろう。

			　ほとんど近場の依頼だ。

			　冒険者崩れの盗(とう)賊(ぞく)退治に、危険な魔物が住み着いている山脈から採れる、薬草が欲しいだのといったものがある。

			　他の依頼も見てみると、割と近い地域に密集している。

			　これだと移動にも苦労はしなさそうだ。

			　……頑張れば十日くらいで四件ほど回れる計算になる。

			　宿にも帰りたくないし、十日ほど空けても大丈夫だろう。

			　依頼で何日か部屋を空けたことがあるので、俺が帰らなくてもガイは不(ふ)審(しん)に思わないし。

			「じゃあ、これらの依頼を受けよう」

			　俺は受けることにした依頼書を女性職員に見せる。

			「えっ……一気に四件もですか!?　Ａランクの依頼ですよ」

			「ああ、任せてくれ。十日くらいで戻ってくるから。期待して待っていろ！」

			「えっ、ええっ!?」

			　困惑する女性職員を残し、ギルドを出る。

			　もちろん出る前にポーズを決めるのは忘れない。

			　いつもとは違う格好なので、違うポーズを即興で考えキメてきた。

			　一回最強主人公の気分を味わってみたかったんだよ。今、黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)の伝説が始まる……みたいな。

			　高笑いをしそうになるのをぐっと堪(た)えて空を見上げる……冒険への第一歩を踏む主人公の気持ちはこんな感じなのだろうか。

			　この清(すが)々(すが)しい青空に暗雲ををもたらすわけにはいかない。

			　そう、これは俺の使命なのだ。

			「くっくっく……俺がすべて解決してやるぜ！」

			　厨(ちゆう)二(に)全開で俺は駆け出す。周りの人の目など気にしない。

			　俺には今、自由という名の翼が背中に生えているはずだ。

			　恐れるものなど、何もない。

			　この時はそう思っていた。

			　

			　ミネルバを飛び出して早八日。

			　今は危険な魔物が多く生息しているケベック山脈に俺はいる。

			　もちろん依頼のためであり、山脈の頂上付近に生えている薬草を採るためだ。

			　この依頼で三件目なので後一件残っている。

			　十日以内に終わらせると言った建前上さっさと終わらせなければならない。

			「ふむ、さすがはＡランクの依頼だな。ただ実力があれば簡単に終わると思っていたけど甘かったか」

			　独り言を呟(つぶや)きながら俺は頂上に続く道を歩く。

			　これの前に達成した二件の依頼は単純な魔物退治や収集クエストではなかったので、時間がかかってしまった。

			　とっとと山脈を登って目当ての薬草を見つけなければならない。

			　それなのに魔物はどんどんやってくる、なぜだ。

			　俺はいまだ扱いになれない剣を抜く。

			　構えは完全にデュークやレイヴンの見よう見真似。

			　剣術なんてまったく知らない俺の戦いぶりを見たら、普通の剣士に笑われてしまうかもしれない。

			　だが、今の俺は厨(ちゆう)二(に)全開。たとえ剣術初心者だろうが恐れるものなど何もない。

			「この俺の前に現れたことを後悔するがいい」

			　襲ってきた魔物であるマッスルエイプの群れに剣を向ける。

			　筋肉が異常発達した猿の魔物で個体のランクはＢだが、群れとなると話は違う。意外と頭が良い魔物で連携をとってくるのである。

			　案の定、群れからまず数匹が雄(お)叫(たけ)びをあげて俺に向かってきた。

			「ふっ……愚(おろ)かな」

			　俺は肉体強化を施(ほどこ)し、さらに剣に雷を纏(まと)わせる。

			　黒雷とか言っているが普通の色の雷だ。

			　残念とか言われるかもしれないが知らんな。

			　出せないものは仕方ない。

			　ケベック山脈の生態系が壊すわけにはいかないので、殺しはしない。

			　……というか殺さずって何となくかっこいい感じがするんだ、俺は。

			「ギィィィイー！」

			「安心しろ、殺しはしない……ただ、少しの間眠ってもらうだけだ」

			　普段なら絶対使わないような厨(ちゆう)二(に)台詞(せりふ)を恥ずかしげもなく言い放ち、切り付ける。

			　剣に纏(まと)わせている雷は調整しているので、死にはしないはずだ。

			　俺の計算通り、切り付けたマッスルエイプは次々と身体を痙(けい)攣(れん)させて倒れていく。

			　仲間のそのような姿を見て激(げつ)昂(こう)したのか、さらに数匹が襲い掛かってきたが結果は同じ。

			　俺の拙(つたな)い剣術の前に倒れていった。

			　力の差がわかったのか、逃げ出していくマッスルエイプの群れ。

			　どうやら一番後ろにいた奴が指示したっぽい。

			　おそらく群れのボスだろう、良い判断をしたな。

			「逃げる者を俺は追わん。見逃してやろう！」

			　逃げまどうマッスルエイプに踏ん反り返り、高笑いをする。

			　戦いを終えた俺は剣を納めて再び歩き出した。

			　そこからは似たような展開が続いたが、俺の厨(ちゆう)二(に)は止まることを知らない。

			　一人で高笑いをしながらあっという間に頂上付近にたどり着き、薬草を手に入れることが出来た。

			　薬草が手に入ればこんな魔物が出る場所に用はない。時間も限られているので、依頼主の下に急いで向かった。

			「これが依頼の品だ、受け取れ」

			「あ、ああ。ありがとう、これで娘の命が助かる……」

			　今回の依頼主はある貴族だった。

			　何でも娘が重い病気にかかり、治療するために薬草が必要だったらしい。

			　貴族の屋敷に着くなり薬草を渡した瞬間、おいおいと泣き出したから驚きだ。

			　……親としては当然の反応か。

			　宿部屋でイチャついていたあの二人も、お互いが助かったと知った時は嬉しそうにしてたな。

			　そんな思考をするが、俺はすぐに黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)に戻る。

			　今の俺はヨウキではない……黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)だ。

			「ふん、依頼を無事遂行しただけだ。俺は失礼させてもらおう。次の依頼があるんでな……」

			「ま、待ってくれ！　まず、最初に会った時の無礼を謝らせてほしい。あと、出来れば娘に一度会っていってくれ……」

			「それは出来ない相談だ……俺は黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)。たとえ誤解を受けようとも依頼は必ず遂行する。あと、ここでの依頼は果たしたからな、留まる理由はない、じゃあな」

			　止める貴族をよそに俺はその場から立ち去った。

			　ちなみに今の貴族、初対面の時は俺に対して嫌悪感ばりばりだった。

			　怪しいだの何だのとぼろくそに言っていたくせにあの手の平の返しようはすごいな。

			　前の二件の依頼主も同じような反応だったけど。

			　どうもこの格好は誤解を生みやすいな、止める気はないが。

			「さて、最後は盗(とう)賊(ぞく)退治か、楽勝だな。くっくっく……俺の剣の錆(さび)にしてやる……」

			　まだまだ絶好調な俺は、最後の依頼である盗(とう)賊(ぞく)を狩るために移動を開始した。

			　目的地はもちろん、盗(とう)賊(ぞく)が良く活動しているというポイントだ。

			　依頼書にはある程度盗(とう)賊(ぞく)が出やすい場所が記載されている。

			　後はそこらへんをうろついて感覚強化をして、片っ端から血の臭いや人の声やらを頼りに無作為に探し回ればいい。

			　発見したら有無を言わさずに殲(せん)滅(めつ)。

			　近くの町に駐(ちゆう)屯(とん)している騎士団に渡せば依頼終了だ。……といった作戦で一日を浪費して探したが、まったく尻尾(しつぽ)を掴むことが出来なかった。

			「ぬうう……なぜ見つからん!?　ちっ、流石(さすが)は冒険者崩れの集まりといったところか。一筋縄ではいかないな」

			　おそらく自分達に対する討(とう)伐(ばつ)依頼が出された情報を入手して、危険察知でもしたのだろう。

			　ギルドの人間が来ることを見越して、移動しやがったな。

			「黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)から逃げられると思うなよ……」

			　俺は休もうともせずにその場から駆け出した。

			　もう時間がない、明日で十日目だ。

			　まだそこまで遠くには行っていないはず。

			　俺は近隣の町村で聞き込みをしまくり、情報を集めまくった。

			　全員、怪しそうな視線を送っていたが無視。

			　目撃情報や助かった被害者の証言を元に駆けずり回った。

			　そしてようやく、盗(とう)賊(ぞく)達を見つけたのは夜になる頃だった。

			「ふはははは！　ようやく見つけたぞ、この盗(とう)賊(ぞく)共」

			「ちっ、ギルドの犬か。情報を掴んで移動したっていうのに見つかるのが早すぎるぜ」

			　俺に見つかったためか、盗(とう)賊(ぞく)達は悪態をついている。しかし、また盗(とう)賊(ぞく)という割にはちゃんとした装備を身につけているな。

			　どれだけ盗(とう)賊(ぞく)稼業で稼いだのかと呆れてしまう。

			　野蛮そうな顔付きをしている者も少ないし……元冒険者の集まりだからか？

			「大人しくすれば怪(け)我(が)をする必要もないが……どうする？」

			　一応戦闘をするかを聞く。答えはわかりきっているが、こちらも実力者として忠告をしているのだ。

			　その方がかっこいいからな。

			「馬鹿じゃねぇのか、お前。俺達より怪しい格好しやがって。どこのギルドのやつか知らねーが、お前ら、相手は一人だ。やっちまうぞ！」

			　リーダーらしき男が指示を出し、盗(とう)賊(ぞく)達が襲い掛かってきた。

			　敵の数は十人程度、感覚強化で調べたところ隠れている奴はいなさそうだ。

			　俺は実力を計るため、お遊び程度に戦う。

			　各々が得意としている武器を使っているのだろう。

			　武器の熟練度は全員なかなか高そうだ。

			　仲間同士で連携もなかなか取れているし、流石(さすが)は元冒険者といったところ。

			　だが……甘い、このような連携は最近戦ったマッスルエイプで慣れている。

			　実力を計り終えたところで俺はいったん跳(ちよう)躍(やく)し、盗(とう)賊(ぞく)達から少し離れた位置に着地。剣を抜き、盗(とう)賊(ぞく)達に向けて高々に宣言する。

			「ふっ、武器を向けてきたからには覚悟しろ。そして後悔するがいい。この黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)の前に降伏しなかったことをな！」

			　決まった……演出としてバックに中級魔法のサンダーボルトを落としても良かったかもしれない。

			　今度やってみよう。

			　俺の宣言にうろたえている盗(とう)賊(ぞく)が何人かおり、ぶつぶつと何かを言い出した。

			「何だあいつ。リーダー、俺達変な奴に捕まっちまったな」

			「黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)……？　聞いたことのねぇ二つ名だ」

			「一人のくせして何はったりかましてやがる！　とっとと片付けちまおうぜ！」

			　ふむ……ずいぶんと俺のことを嘗(な)めているようだ。

			　この格好を怪しいと侮(ぶ)辱(じよく)もしていたしな、もう許さん。

			「さあ、ショータイムの始まりだ。精一杯足(あ)掻(が)いてみせろ！」

			　挨(あい)拶(さつ)と言わんばかりにサンダーボルトを盗(とう)賊(ぞく)達の周りに連発する。

			　突然の魔法に慌てているが、すぐに冷静さを取り戻し、こちらに向かってきた。

			　対抗するため剣に雷を纏(まと)わせ構える。

			「妙な形の剣を使っていやがるな。そんなもんじゃ切れねぇぜ」

			　盗(とう)賊(ぞく)の一人が俺の剣を見て罵(ば)倒(とう)する。

			　確かに普通の剣の形はしていない。

			　刃が稲妻のようにギザギザになっているのだ。

			「ふん、馬鹿め。この剣のかっこ良さがわからないとはな！」

			　俺は盗(とう)賊(ぞく)の攻撃を難なくかわし、切り付けた。

			　盗(とう)賊(ぞく)は纏(まと)わせた雷によって痺(しび)れて気絶する。

			　確かに少し切りづらい……だが、雷を纏(まと)わせているので関係ない。

			　相手を倒せているのだからいいだろう。

			　そのまま、剣と魔法を織り交ぜて盗(とう)賊(ぞく)を殲(せん)滅(めつ)していく。

			　人数が半分以上になったところで盗(とう)賊(ぞく)達が逃げ出し始めた。

			　もともとそういう作戦を立てていたのだろうが……逃がさん。

			　マッスルエイプの時とは訳が違う。

			　一人残らず気絶させて、拘(こう)束(そく)した。

			「ふう、後は近くの町の騎士団にでも渡せば依頼終了だな」

			　そう思っていると足音を察知した。

			　どうやら一人ではないっぽい。

			「誰だ、貴様は!?」

			　夜の闇(やみ)から姿を現したのは、鎧(よろい)を纏(まと)った騎士だった。派手に戦いすぎたせいだろうか。

			　移動中の騎士団に見つかってしまったらしい。

			「ふっ、俺の名は黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)……ん？」

			　わらわらと騎士団の連中が姿を現していくと、知り合いが見える。

			　レイヴンに……隣にいるのはデュークだろうな。

			　全員鎧(よろい)に鉄(てつ)兜(かぶと)だが、デュークのだけ良く見ると、鉄(てつ)兜(かぶと)と鎧(よろい)を繋ぐ金具がついているのだ。
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			「むっ、こいつらは……貴様がやったのか!?」

			　どうやら騎士の一人があらぬ勘違いをしているようだ。

			　俺が盗(とう)賊(ぞく)で、こいつらを襲ったと思っているらしい。

			　この格好だと勘違いされるというのは今までの依頼でわかっているので仕方ないことだが。

			　このまま、関わると余計な面倒を起こしそうだな。

			　さっさと消えるとしようか。

			「何を勘違いしているのか知らないが……俺の名は黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)！　こいつらは盗(とう)賊(ぞく)で俺は討(とう)伐(ばつ)依頼を受けたギルドの者だ。依頼は果たしたからな、処理は諸君に任せよう……では、さらばだ！」

			「なっ!?　おい、ちょっと待て、貴様！」

			　一方的に用件だけを言い、後ろに高く跳(ちよう)躍(やく)する。

			　そのまま夜の闇(やみ)に溶け込むようにバニッシュウェイブを発動し、俺は宣言通り消えた。

			「くそっ……探せ。まだ遠くには行っていないはずだ」

			　確かに消えているだけで、遠くには行っていない。

			　俺を最初に見つけた騎士は指示を出しているが、騎士団はパニック状態だ。

			　突然人が消えたのだから、無理もないな。

			　このまま帰らせてもらおう。そう思いこの場から離脱しようとしたら、突然ハンドベルの音が響いた。

			　音の発生源はレイヴンだ。

			　……パニックを沈めるためにやったのか？

			　騎士達が静かになったのを確認すると、デュークに何やら耳打ちしだした。

			「レイヴン……団長からの命令っす。今の人物に関しては追わなくてもいいそうっす。そこに縛(しば)られている連中はレイヴンが見た盗(とう)賊(ぞく)リストに載っていたらしいので連行するっすよ」

			　レイヴンの代わりに指示を出しているデューク。

			　……騎士団て普段こんな風に動いていたのか。

			　デュークが騎士団に入る前はどうやって意思疎(そ)通(つう)していたんだレイヴンよ。

			　デューク……いやレイヴンか、の指示に従い動き出した騎士達。

			　俺を追いかけようとしていた騎士は少し不満ありげだ。

			　騎士達が盗(とう)賊(ぞく)達を連行していく中、デュークとレイヴンは少しこの辺りを見回っていくと言い、残った。

			　俺は移動せずにバニッシュウェイブで消えたままだ。つい、騎士団のデュークの働きぶりが見たくて居座ってしまった。

			「……済まない、デューク。代わりに指示を出してもらって。こう暗いとメモじゃ指示が出来なくてな」

			「本当っすよ。そろそろ俺とハンドベルから卒業してほしいっす」

			　デュークがやれやれといった感じで首を横に振っている。

			　まあ、暗闇じゃメモは使えないし、とっさの指示をいちいち紙に書いていたんじゃ、非効率だしな。

			　せめて、騎士団の前くらいでは出せないとだめだろ。

			「……わかってはいるんだがな。本当に済まない……」

			「謝るくらいならちゃんとしてほしいっす。このままじゃ恋愛の方も進展しないっすよ？」

			　レイヴンの顔が引き攣(つ)っている。

			　今の一言がだいぶ効いたのだろう。

			　その通りなのかもしれないが……デュークも痛いところついてくるなあ。

			「……努力する」

			「ならいいっすよ。さ、見回りは俺がぱぱっと終わらせとくんでレイヴンは先に帰るっすよ」

			「ああ……頼むな。そういえばさっきの黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)……だったか。なんだか……」

			「あー、さっさと帰るっすよ。さっき連行した盗(とう)賊(ぞく)達の書類も出てくるっすから」

			「そうだったな。じゃあ先に帰っているから。……はぁ」

			　レイヴンは肩を落として帰っていった。

			　……なんとも悲しい後ろ姿だ。

			　夜の闇(やみ)に消えていく感じが悲しさをより引き立てている。

			　今度レイヴンを誘ってどこか行くか。

			「さて、まだいるっすよね、隊長？」

			　いきなりデュークが周りを見渡すようにキョロキョロしだした。

			　なぜ、まだいることが……それに、なんで黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)が俺だとわかったんだ。

			　中途半端な魔族化で体つきを変えている。

			　声もヘルメットを被っているのでいつもと違うように聞こえているはずだ。

			　まあ、姿さえ見せなければ完全にはばれないだろう。隠す必要はないが……このまま謎(なぞ)の男で終わった方がかっこいい。

			「出て来ないなら来ないでいいっすけど……そろそろ正気に戻った方がいいっすよ。いつから黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)だかをやってんのか知らないっすけど……こういうことはいつも後悔してたっすからね、隊長って。じゃ、忠告はしたし俺は帰るっすよー」

			　俺がどこにいるかわからないからか、大きく手を振ってデュークは去っていって。

			　俺はバニッシュウェイブを解除し考える。

			　盗(とう)賊(ぞく)達はレイヴン達が連行していったので、依頼は解決ということになる。

			　いろいろと終了だ……うん。

			「ぎゃああああああああああああぁぁぁぁあー！」

			　依頼が終了したことと、レイヴンとデュークの会話で日常に戻った感じになってしまった。

			　そしてとどめの一撃がデュークの言葉。

			　いつも後悔している……しているよね。

			　そう結論づけてしまったら叫ばずにはいられない。

			　着ている物を素早く脱ぎ、いつもの装備に着替える。脱いだ厨(ちゆう)二(に)衣装をかばんに無作為に突っ込み叫びながら無我夢中になり走り出した。

			「俺まじで何やってんの―――!?」

			　後日聞いたところ、俺の声はばっちりデュークに聞こえていたらしい。

			　救いがあるとしたら、レイヴンは落ち込んでいたせいか、心ここにあらずの状態になっていたため聞こえてなかったことぐらいだ。

		

	
		
			　

			第２話　沈静してみた

			　

			「本当にもう……何をやっているんですか？」

			「えっと、何のことかな。いまいち状況が把(は)握(あく)出来ないんだけど……」

			　目の前には仁王立ちするセシリア、俺は空気を読んで正座中。

			　以前にもこのような絵図が出来た記憶がある。

			　どうしてこうなったのか、俺はここに来るまでの経緯を思い出す。

			　十日前、厨(ちゆう)二(に)スイッチが俺の厨(ちゆう)二(に)を呼び覚まし、溜まっていたストレスのせいか厨(ちゆう)二(に)が大爆発した。

			　結果、黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)などと、どこぞの物語りからとったと思われても仕方ないような厨(ちゆう)二(に)ネームを名乗り、Ａランクの依頼を四件も受けたのだ。

			　厨(ちゆう)二(に)全開、気力マックスな俺は高笑いと共に次々と依頼をこなした。

			　しかし、デュークの忠告により正気に戻った俺に激しい羞(しゆう)恥(ち)と後悔が襲い掛かった。

			　そして意味不明な悲鳴をあげつつ徹夜で激走してミネルバに帰ってきたんだったな。

			　一応報告のために重い足取りでギルドに行こうとしていたら、アクアレイン家の馬車が来て俺は捕(ほ)獲(かく)された。

			　そのまま訳もわからずに屋敷に連行され、案内された部屋には大層ご立腹なセシリアが待っていたというわけだ。

			「わかりませんか？　黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)ことヨウキさん」

			「うっ……なぜ俺だと？」

			　俺はここ十日間、ヘルメットを外していない。

			　正体不明、謎(なぞ)のＡランク冒険者かっこいいとか思っていたからだ。

			　今思うと、ただの怪しい奴だよな。

			「ミネルバ内は噂(うわさ)で持ち切りですよ。突然現れた謎(なぞ)のＡランク冒険者、黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)。もちろん私の耳にも噂(うわさ)が入ってきました。それですぐにヨウキさんだとわかりましたよ」

			「顔はちゃんと隠していたし、体型だってちょっとした細工をしていたはずなんだが……」

			　黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)を名乗って暴走していた時でも、そういう部分で気を使わないといけないのは頭にあった。

			　だから、中途半端に魔族化をして行く先、行く先で体型を変えていたのだ。

			　噂(うわさ)が流れることを見越しての行動である。

			「確かに体型についてすらっとした優(やさ)男(おとこ)だという噂(うわさ)や、豪快な豪(ごう)傑(けつ)だという噂(うわさ)があり撹(かく)乱(らん)はされていました。……ですが、私はごまかせませんよ」

			「いや……だから何で？」

			「実際には見ていませんが噂(うわさ)通りの格好をするような人はヨウキさんぐらいですから。……それに特徴的な台詞(せりふ)を依頼先でたくさん言っていましたね？」

			　どうやら俺の厨(ちゆう)二(に)台詞(せりふ)がいろいろなところで噂(うわさ)になっているらしい……地(じ)獄(ごく)だ。しかもそれをセシリアが知っているとか。

			　もともと厨(ちゆう)二(に)なのは認めるけど、好きな子にここまで恥ずかしい厨(ちゆう)二(に)台詞(せりふ)を知られるのは耐えられないな。

			　まじで心折れる……昨日折れたばかりなのに。

			「だからデュークは黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)が俺だって気づいたのか」

			「デュークさんに会ったんですか？」

			「俺が依頼の盗(とう)賊(ぞく)退治していたところに騎士団が来てな。正気に戻るように勧めてくれた」

			「……流石(さすが)デュークさんですね」

			　本当にデュークには頭が上がらなくなるな。

			　あのまま暴走していたら悔やんでも悔やみきれないようなことになっていたかもしれないし。

			　今度何かおごらないと。

			　……それにしてもそれだけで黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)が俺だとわかるとはなぁ。

			「待てよ？　デュークが俺だと気づいていたってことは」

			「もちろん。シークくんやハピネスちゃんも気づいていますよ。噂(うわさ)を聞いて二人とも笑っていましたし……」

			「あいつら……」

			　後で少しお話しした方が良さそう……いや、止めよう。

			　今、あいつらと会話するなど自ら傷口をえぐられに行くようなものだ。

			　これ以上はもう精神が持たない。

			「それよりも……ヨウキさんは今どういう状況かわかっているんですか？」

			「え、いや、わからない」

			　好きな子の前で正座中だが……ふざけるのはよそう。明らかにそういう空気じゃないし。

			「以前説明したはずですよね。名をあげて有名になるのがどういうことに繋がるか」

			「えっと……何だっけ？」

			　そんなことを話したような記憶はあるが、思い出せない。

			　かなり重要なことだった気がする。

			「各国で優秀な人材を集めている動きがあると話をしたじゃないですか」

			「あ……そういえば！」

			　最初にこの屋敷に来た時、そんな話をしたっけか。

			　人同士の戦争がどうとかで政略結婚やらで人材引き抜きをしようとしている……だったか。

			「思い出したみたいですね。私もあまりヨウキさんの束(そく)縛(ばく)はしたくないのですが…目立ちすぎです。お願いですから少し控えてください……」

			　セシリアの話は尤(もつと)もだ。

			　Ａランクの冒険者ならまだ許せるのだろう。

			　しかし、顔を隠して奇妙な格好をし、黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)と意味不明な名を名乗り素(す)性(じよう)を知らせないが加わると話は別だ。

			　おまけになぜか体型や性格についての情報があやふやときたものだ。悪目立ちにもほどがある。

			「本当に今回は俺が馬鹿だったよ。後先考えないで暴走しちまった」

			「いえ……ヨウキさんがＡランクの依頼を受けて救われた方もいると思いますので。ただ、黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)は控えて頂ければなと……」

			「うん、もうやらない、絶対。普通にヨウキで依頼受けるよ」

			　あの厨(ちゆう)二(に)衣装はタンスの奥底に封印だな。

			　あと、この十日間のことも心の奥底に封印しよう。

			　黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)……君とはたった十日間の付き合いだったな、ありがとう。

			　心の中で黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)に別れを告げる。

			「そうですか……何だかすみません。ヨウキさんが何をしようと私がとやかく言う筋合いはないのに……」

			「いやいや、そんな謝る必要ないよ。暴走していたのは俺だから」

			　むしろ忠告してくれて感謝しているぐらいだ。

			　心配してくれたみたいだし……うん、やっぱりセシリアはいいね。

			「そう言ってもらえると幸いです。……あと、ハピネスちゃんとシークくんには黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)がヨウキさんだということは誰にも言わないようにと念入りに口止めをしておきましたので……」

			「あ、ありがとう。あいつらなら注意しないと言い触らしそうだからな。助かったよ」

			　デュークはともかく、あの二人なら話のネタにしていただろうな。

			「あと、ソフィアさんやお母様も感づいているようでしたので、なんとかごまかしておきました」

			「……本当にいろいろと迷惑かけたみたいだな」

			「いえいえ、別にたいしたことはしていませんから。……ところで、他に誰か正体を知っていそうな方に心当たりはありませんか？　いるなら口止めをしないと」

			「えっと……あとはクレイマンかな。あいつは最初から知っているから。俺だってばれていないってことは秘密にしてくれているんだと思う」

			　どちらにしろ依頼完了の手続きに行かないといけないので、その時に一応口止めすればいいだろう。

			「そうですか……クレイマンさんなら大丈夫そうですね。先日の依頼の時、悪い方には見えませんでしたし……何よりソフィアさんの夫ですから」

			「あー、そう言われるとすごく納得出来る」

			　ソフィアさんが悪い男にひっかかるようには見えない。

			　クレイマンは駄目人間だけど……何だかんだ仕事はきっちりこなしているからな。

			　普段からだらけすぎてて、マイナスなイメージが強いけど。

			「こんな言い方クレイマンさんには悪い気がしますが……私はソフィアさんと長い付き合いなので」

			「いやいや、クレイマンに気なんか使わなくていいよ。いつも怠(なま)けてばっかだからな。俺がギルドの依頼受ける時にクレイマンの受付行った時なんて怒ったんだ。隣の受付行けよってさ」

			　皆綺(き)麗(れい)なお姉さんのところに行ってるだろとか言ってたな。

			　懐かしい記憶だ。

			「えっ……そんなことがあったんですか？」

			「本人は怠(なま)けてたいんだろうけど……職員の人望は厚いからさ。結構仕事を頼まれたりしているみたいだ」

			「初めて聞きました……あっ、よければ紅茶飲みますか？」

			「飲む飲む！　セシリアの入れる紅茶は美(う)味(ま)いからな。楽しみだよ」

			「ふふっ、そう言って頂けると嬉しいですね」

			　そう言って紅茶を用意するセシリアの後ろ姿を見て、なんだか楽しい気分になる。

			　黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)なんてやらなくても、いくらでもストレスなんて発散すること出来るじゃないか。

			　その後、セシリアの入れた紅茶を飲みながら談笑をした。

			　途中から休憩に入ったハピネスや暇になったシークも参加してからは笑いが絶えなくなった。

			　一通り談笑を済ませ、ハピネスが仕事に戻るとギルドに行く用事があったので帰ることに。

			　セシリアとシークに見送られ俺は屋敷をあとにし、ギルドに向かった。

			「いやぁ、俺気づいたよ。癒(いや)しって案外自分の近くにあるんだなってさ」

			「あー、良かったな」

			　受付に行くとなぜかふて腐れているクレイマン。

			　ギルドに入り、俺を見つけた途端にこれだ。

			　……何かしただろうか、俺。

			「でさ、話があるんだけど……」

			「わかってる、わかってる。……悪い俺ちょっと席はずすからよ。すぐに戻る」

			　クレイマンは隣の女性職員に断りを入れてから俺をギルドの裏口に引っ張っていく。

			　出てから周りに誰もいないか確認もしている。

			　誰もいないとわかると、ポケットをごそごそと探り何かが入った袋を渡してきた。

			「これって……」

			「報(ほう)酬(しゆう)だよ。お前が達成した依頼のな。Ａランクの依頼四件分は結構な大金だろ？」

			　確かにジャラジャラと音を立てている。

			　今まで依頼でこんなに報(ほう)酬(しゆう)はもらったことはないので、少し感動だ。

			「でも、何でこんなところで？」

			「あんなに噂(うわさ)になってんだ。受付で素のお前に渡したら騒ぎになるだろうが！　ただでさえ、黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)は誰だって聞いてくる奴が殺到してんだからよ……」

			　クレイマンは怠そうにため息をついている。

			　そうとう質問攻めにあったのだろう。

			「もちろん俺だって言ってないよな!?」

			「ああ……謎(なぞ)の男の方がかっこいいとか言ってたからな。ロックイーターの時に手伝ってもらったし……面倒だったけど約束は守らねーと」

			「助かった。これからも秘密にしておいてくれ、頼む」

			「まあ、お前が嫌だって言うなら黙っておいてやるよ……」

			　クレイマンの言葉を聞き、安心した。

			　これで黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)は誰だかわからなくなったな。

			　活動さえしなければ噂(うわさ)も少しずつ消えていくだろう……たぶん。

			　何はともあれ、これでこの騒動は解決だな。

			「いやぁ、助かったよ。迷惑かけて悪かったな、それじゃ……」

			「待てや」

			　用事も済んだし、今日は依頼を受ける気にもならないので、帰ろうとしたら腕を掴まれた。

			　他に何か俺に用があるのだろうか。

			　表情を窺うと、あまりいい話ではなさそうだが。

			「えっと、まだ俺何かやらかしたっけ？」

			「……確証はないけどよ。確実にお前がやったとしか思えねーことがあんだよ」

			「俺が……？」

			　クレイマンも知っているはずだが、俺はミネルバに十日間いなかったはずだ。

			　何かしようにも出来るわけがない。

			「おい、一緒に市場で買い物したことを覚えてねーのか」

			「覚えているさ……だけど消したい過去だから封印しようかと」

			　市場に行っていなかったら、あの装備達に出会っていなかったからな。

			　疲れとストレスを溜め込んでいたとはいえ、はしゃぎすぎたし。

			　そういえばクレイマンはソフィアさんにプレゼントを買っていたっけ。

			　確か猫耳カチューシャ……いや違うな。

			　エプロンと異国の調味料だったはずだ。

			　猫耳カチューシャはどこから……あ、思い出した。

			「おい、今何か思い出したろ。あの時俺の荷物に何か入れたよな!?」

			「……入れたわ」

			「やっぱりお前か！　まあ、わかってたけどよ。お前のせいで……」

			　クレイマンの話によると、俺が意気揚々とミネルバから出て依頼に向かって行った日の夜。

			　買ったプレゼントをソフィアさんに渡したらしい。

			　最初に異国の調味料を渡すと喜んでいたとか。

			　しかし、最後にエプロンを渡そうとかばんから出した時に、猫耳カチューシャも引っ掛かって出てきた。

			　お互いに訳がわからなくなり、固まったらしいがいち早く回復したソフィアさんが一言言ったそうだ。

			「ありがとうございます、あなた」と微妙な顔で。

			「むしろいつも通り殴られた方が良かっただろうに」

			「当たり前だ。ソフィアからあんな目で見られたのは久しぶりだったぞ！　息子にも冷ややかな視線を浴びせられるしな」
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			　あの時の俺はどうかしていたからな。

			　すっかり忘れてしまっていた。

			　それにしてもソフィアさんにそういう反応をされたということは、つけてもらえなかったのか。

			「それで猫耳カチューシャは捨てたのか？」

			「娘が気に入っちまって捨てるに捨てられねーんだよ。あれ見る度に家庭が凍りついた記憶が蘇(よみがえ)るっつーのに」

			「気に入るって……」

			　クレイマンの娘さんもなかなかだな。

			　猫耳カチューシャを自らつけるとは……一度会ってみたいものだ。

			「……はぁ、じゃあ俺は仕事に戻るわ」

			「ああ、またな」

			　こうして俺の厨(ちゆう)二(に)爆発、黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)騒動は幕を閉じたのであった……。

			「……ああ、言い忘れてたことがあったわ」

			「なんだよ、人がもう終わった的な空気を出して帰ろうとしてたのに」

			　黒歴史として封印したいので、もう終了だと思ったのに。

			　帰ろうとしたら、いきなり呼び止めやがった。

			「言っとくけど、ギルドで素のお前はまだＢランク扱いだからな。Ａランクの依頼を受けたかったら、黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)の格好で来いよ」

			「……え、何それ？」

			　今とんでもないことを言われた気がする。

			　Ａランクの依頼を受けるには黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)の格好で来いだと。

			　俺が脳内で情報処理しきれずに固まっていると、クレイマンが理由を話し始めた。

			「実はいきなり来た奴に勝手にＡランク冒険者にしたことで説教されちまってよ。悪いけどお前自体をＡランクにするのは無理になっちまった」

			「いやいやいやいや！　嘘だろ、おい！　じゃあ俺はまだＢランクのまま……？」

			「お前もＡランクの依頼を受けたからわかったと思うが、ただ実力があるってだけでＡランクには出来ねぇんだよ。ま、もっと経験を積めば上がれんだろ。適当に頑張れや」

			　クレイマンはアドバイスにならないアドバイスを残して、ギルドに戻っていった。

			　この時、俺は我を見失い軽はずみな行動を起こすのが、どういう結果に繋がるかを学ぶことが出来た。

			　……感想文じゃないかこれじゃ。

			　そんなことを考えて俺はその場で佇(たたず)んでいた。

			　黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)……俺にとっては黒歴史でしかないが、忘れることは出来なさそうである。

		

	
		
			　

			番外編①　チョコを貰ってみた

			　

			「ん？　珍しいな、ソフィアさんじゃないか」

			　依頼を受けるためにギルドに来てみたが、なぜかクレイマンの受付にソフィアさんがいる。

			　まさか依頼を受けに来たのか？

			　何の用事で来たのか気になり、近づく。

			「あなた、どうぞ」

			「おう。悪いな」

			「では、仕事がありますので、失礼します」

			　ソフィアさんは紙袋をクレイマンに渡してすたすたとギルドを去って行った。

			　クレイマンが弁当でも忘れたのか？

			「今、ソフィアさん来てたよな。何かあったのか？」

			「ん？　ああ。今日はバレンタインだろ。だからだよ」

			「バレンタイン？」

			　なぜこの世界にバレンタインがあるんだ。

			　異世界じゃないのか、ここは。

			　俺以外に転生者がいて広めたとかか？

			　……この世界はよくわからないな、偶然かもしれないし深く考えるのは止めよう。

			「ふーん。じゃあ、ソフィアさんはクレイマンに渡しに来たのか。その割にそっけない感じだったな」

			　仕事あるからと言って、すぐに帰っちゃったし。

			　クレイマンの奴、嫌われているんじゃないのか？

			「はっ、何を言うかと思えば。お前はソフィアのことわかってねーな」

			「何がだ……ってうお!?」

			　クレイマンが紙袋の中身を見せてきた。

			　中には包装されていたり、箱詰めにされたりとお菓子がぎっしり。

			「ちなみにこれは全部ソフィアの手作りだ。毎年そうだからな。量があれば良いってわけじゃねえかもしれないけどよ。この菓子ひとつひとつがソフィアからの愛だと俺は思うぜ」

			　臭い台詞(せりふ)を平気で言ってのけたクレイマンは、早速包装を開けてチョコを頬ばっている。

			「……」

			「なんだ、欲しいのか？　言っておくがやらねーぞ」

			「いらねーよ。ちくしょー」

			　俺はギルドから飛び出した。

			　とりあえずクレイマンは爆発すればいいと思う。

			　今度鏡の前で呪言を唱えてやろうと固く心に誓った。

			　クレイマンに嫉(しつ)妬(と)するという醜(みにく)い感情が出たせいか、黒いオーラが出始めた気がする俺は、なんとなくデュークの下へ。騎士団の宿舎に入り、デュークの部屋に行く許可をもらおうとしたが。

			「あれ、隊長じゃないっすか。どうしたんすか、そんな魔族みたいなオーラ出して。下手したら捕まるっすよ」

			　オーラは別に見えていないはずなので、捕まる訳がない。

			　角や翼だって生やしていないはずだ。

			「……別に捕まる理由がないぞ？」

			「いやいや、今すごい顔しているっすよ。気づいてないんすか？」

			「そうなのか？　じゃあ、無理矢理笑顔に……」

			「そっちの方が怖いっすよ。いったい何があったんすか？」

			「聞いてくれるか、ありがとうデューク。実はな……」

			「あ、あの……」

			　俺が先程あったことを説明しようとしたら、いきなり声が聞こえた。

			　誰だと思いキョロキョロすると、いつもデュークと行動しているエルフ騎士、イレーネちゃんがいる。

			「ああ、イレーネじゃないすか。何か用事っすか？」

			「はい、だけど……今、お邪魔じゃないですか？　えっと、私出直しますので……失礼します」

			　軽く会釈して、立ち去ろうとするイレーネさん。

			　俺は空気を読み、デュークに顎(あご)で行けと合図を送った。

			　俺の合図に従ってデュークはイレーネさんの下へ。

			「あ、待つっすよ。隊長が先に用事を足してこいって……どうかしたっすか？」

			「あの、デュークさん。これ……」

			「ん、ああチョコっすか。ありがとうっす。でも何で俺に？」

			　イレーネさんは顔を真っ赤にし、勇気を出して渡しているようなのにデュークは軽い感じだ。

			　おいおい、お前はそれでいいのか。

			　しかも、渡してきた理由聞くとか……普通は聞かないだろ。

			「あ、えっと……いつもデュークさんには仕事でお世話になっているので、感謝していますし……尊敬もしているので」

			　案の定恥ずかしそうに理由をぽつぽつと話している。そりゃあ、あんな風になるよな。

			　デュークって虐(いじ)めるのが好きだとか、そういう趣味あったっけ。

			「あー、そうだったんすか。気を使わせて悪いっすね。お返しは絶対するんで……でも期待はしないでほしいっすよ」

			「あっ、はい。ありがとうございます。それじゃあ私は失礼します。お話し中にすみませんでした」

			「隊長が良いって言ってくれたんで、気にしなくていいっす。……ああ。また、今度買い物に付き合ってほしかったら言うっすよ。いつでも付き合うっすから」

			　イレーネさんはこくこくと首を縦に振り、帰っていった。

			「……ふぅ」

			「いやぁ、待たせたっす。それで用事って……」

			「お前も爆発しろぉぉぉ！」

			　俺は嫉(しつ)妬(と)の感情をデュークにも向け、心の底から叫んだ。

			　そこからデュークに口を塞(ふさ)がれ、部屋に連行され事情説明。

			　モテない男の醜(みにく)い嫉(しつ)妬(と)が原因で俺が全部悪かったと、逆恨みからの犯行だったと自供した。

			「……なるほど。隊長の言い分はわかったっす。なんとも、また下らないなと」

			「その言い方、酷(ひど)くないか!?　というか、お前のさっきの態度何？」

			「俺何かしてたっすか。自分の思ったことを口にしていただけっすけど……」

			　こいつは思ったことをストレートに言いすぎだ。

			　それが結果的に幸を招いているみたいだが。

			「いや、何でもない。それにしても、俺の周りはリア充が多いなぁ。嫉(しつ)妬(と)で狂いそうだ」

			「何言ってんすか。隊長よりある意味不幸な奴だっているっす。付いて来るっすよ」

			「……そんな奴、俺の知り合いにはいなかったと思うが」

			　デュークに引っ張られて連れて来られた場所はレイヴンの部屋だった。

			　レイヴンは別に不幸ではないと思うが。

			　騎士団長としていろいろ国のために働いているし、勇者パーティーだったという知名度もある。

			　たくさんチョコを貰っているに違いない。

			　間違いなくリア充のはずだ。

			「中をこっそり覗いてみるっす。今ならばれないっすから」

			　なぜ今ならばれないのか、理由はわからないがドアを開けてこっそり中を覗いてみる。

			　中にはベッドにレイヴン、椅子にハピネスが向かい合うように座っている。

			　ハピネスは袋を大事そうに抱えているが……。

			「あの状態でもう一時間は経つっすよ」

			「はぁ!?」

			「声がでかいっすよ！」

			「っ！　……悪い悪い」

			　デュークに注意され、小声で謝る。

			　しかし、あの状態で一時間とはどういうことだ。

			「ハピネスが訪ねて来たんでレイヴンも良かったなぁと思ったんすけどね」

			　デュークがハピネスをレイヴンの部屋まで案内したらしい。

			　しかし、そこから雑談しては沈黙、雑談しては沈黙が繰り返し行われ持ってきた手荷物に関しては一切触れていないのだという。

			　ハピネスが渡せば終わるし、レイヴンがそれとなく荷物のことを聞けば終わるだろうに。

			　お互いが言い出すのを待っている状態みたいだ。

			　何をしているんだか、時間が経てば経つほど気まずくなるだけだろうに。

			「あの二人の距離感は独特すぎてわからないな。ハピネスが渡せなかったらお互いにダメージが残るぞ」

			「一応、見張ってるんで、ハピネスが渡さずに帰ろうとしたら最悪、俺が間に入ってなんとかするっす」

			「……お前も大変だな」

			　先程デュークに嫉(しつ)妬(と)してしまったが、訂正しよう。

			　デュークは苦労人みたいだし、少しくらい御(ご)褒(ほう)美(び)があって良いと思う。

			　むしろ足りないぐらいじゃないかな。

			「隊長、そんな目で俺を見ないでほしいっすよ」

			　デュークを哀れむような視線を送って俺は騎士団宿舎を出た。

			　気分転換にと外をぶらついてみたが。

			「くそっ、甘いな……」

			　店の中もそうだが、外でも甘い臭いがする。

			　俺の気のせいだと思いたいが……街中でチョコ渡している奴を見かけるので違うのだろう。

			　もう甘いのはうんざりだと思っていたら、さらにうっとうしい光景が目の前に広がっていた。

			　町の広場に謎(なぞ)の行列が出来ていて、並んでいるのは全員女性。

			　アイドルでも来ているのかと錯(さつ)覚(かく)しそうなほどだ。

			　全員、袋やら包装された箱やらを持っているので、バレンタインが関係しているのだと思うが。

			「あら、一般人じゃない、久しぶり。奇遇ね」

			「げっ……」

			　行列に目を取られていたら、面倒な奴に捕まってしまった。

			「ちょっと、話しかけて来た相手にげっ……て失礼じゃない、あんた」

			「人のことを一般人て呼ぶお前の方が、よっぽど失礼だと俺は思う」

			「仕方ないじゃない。私、あんたの名前知らないんだから」

			　そういえばミカナに名乗っていなかったっけ。

			　ユウガですら知っているというのに……まあ別に、ミカナと親しくなる必要もないか。

			　名前呼びされるほどの間柄になる気はないし、俺より付き合いが長いレイヴンすら剣士扱いされている。

			　一般人でも問題ないな。

			「細かいことを気にして悪かった。俺は一般人でいいわ。それよりこの行列はなんなんだ？」

			「いや、気にしなさいよ。まあ、あんたが良いなら構わないけどね。この行列はユウガにチョコを渡す女の子の行列よ」

			「あ、そう。一気に興味が失せたわ。せいぜい、他の女に幼(おさな)馴(な)染(じ)みを取られないように頑張れよ。じゃあな」

			　俺は後ろ手をひらひらと振り、その場を去ることに。

			　なぜこんな行列を作ったのか、ユウガがそんなにモテているのかとか疑問はある。

			　しかし、そんなことを聞いているならその辺を歩いていた方がはるかにましである。

			　ただでさえ、甘い臭いと雰囲気で胸やけ寸前でいらついているのだ。

			　これ以上ストレスの要因を作りたくない。

			「ちょ、待ちなさいよ。いくら何でも帰るの早すぎでしょ」

			「だってこれっぽっちも興味がないんだぜ。ここにいたって時間の無駄だし、この行列さっきから進んでないみたいだしよ」

			　何も起こる気がしなくてつまらない。

			　起こったら起こったで面倒臭い。

			　ここにいても俺は何の得もせずに損するだけだ。

			「肝心のユウガが来てないからこんな行列になっているのよね。いたらもっと騒ぎになっているだろうし」

			「つーかお前は並ばなくていいのか。渡すんだろ、ユウガに」

			　散々好き好きと言っておいて、こういうイベント時に何の行動も起こさないなんてありえない。

			　確かにこの行列に並んでユウガに渡すのは大変だろうし、女性達は血気盛んな様子なので並ぶのも相当勇気がいるとは思うけどさ。

			「……作ってはきたわよ。でも私、料理がそんなに得意じゃないから」

			　ミカナが取り出した物は不器用に包装されたチョコレート。

			　作った本人が言うのだから味にあまり自信がないのだろう。

			　気持ちがあれば大丈夫なんて言葉をかければ良いのか？

			　どう対処すればわからずに黙ったままでいると顔をフードで隠した怪しげな奴が近づいてきた。

			「やあ、久しぶりだね」

			「悪い、俺にお前みたいな怪しい格好した知り合いはいないんだ。それに今立て込んでいるから他を当たってくれ」

			　今はこの落ち込んだ様子の魔法使いにどう慰めの言葉をかけようか迷っているのだ。

			　こんな知らない奴と呑(のん)気(き)に話す時間はない。

			「僕だよ僕。わからない？」

			「だから忙しいんだって。僕僕詐(さ)欺(ぎ)なら違う奴にやってくれ」

			「いやだから……あれ、ミカナもいるじゃないか。待ち合わせ場所、ここだったっけ？」

			　このフードをかぶった奴はミカナを知っているみたいだ。

			　俺としたことがとんだ失態だ、いつもなら声で気づけたはずなのに。

			　考え事に夢中になりすぎて気づけなかった。

			「あれ……ユウガ？」

			　沈んでいたミカナの顔が一気に明るくなった。

			　なんともまあ、現金な奴である。

			「イベントの場所ってもっと向こうだったよね。だから待ち合わせ場所も向こうだった気がするんだけど」

			「ユウガが時間通りに来なかったから探していたのよ。まったく……」

			「ごめんごめん。何だか人が多いし、やたら絡まれるしでいったん帰って顔を隠すためのローブを取りに行ってたんだ。探してくれてありがとう」

			　最初は顔を隠さずに来ようとしていたのか。

			　いい加減自分の知名度の高さに気づけよ。

			　ローブを取りに帰っただけましと思うしかないか。

			「ううん、別に気にしてないから。それより早く会場に行くわよ。主役が遅れているんだから」

			「わかったよ……あれ、ミカナが持ってるそれってチョコ？」

			　ユウガがミカナの持ち物に気づいた。

			　いつも鈍感なのに今日は鋭いんだな。

			「え、そ、そうだけど。ユウガにあげようと思って……」

			「本当!?　ありがとう！」

			　ユウガは包装紙を破って、その場でチョコを食べ始めた。

			　行儀悪いなと思うが、それ以前におかしいと思うことがある。

			　ミカナはいかにも失敗したかのように言っていたが、ユウガはチョコを美味(おい)しそうに食べているのだ。

			　残さずに綺(き)麗(れい)に食べたようで満足げな感じだ。

			「ユ、ユウガ、その……美味(おい)しくなかったでしょ。私、料理があまり……」

			「何言っているのさ、美味(おい)しいよ。それにミカナは毎年チョコくれていたからさ、ミカナのチョコを食べないとこの日が来たって感じがしないんだよね」

			　フードで隠れてわからないが、おそらく今のユウガは数々の女性を虜(とりこ)にしてきたイケメンスマイルを発動していることだろう。

			　ミカナは今の台詞(せりふ)で完全に打ち抜かれただろうしな。

			　あんな言葉を言っておいて、好きなのはセシリアって……あいつ最低じゃないか？

			　いや、ミカナだけではなく他の女性にも勘違いを生むような発言をしているのだろう。

			　その結果があの行列でもあるのだろうし。

			　俺は少し離れた場所で成り行きを見守っていて、そう思った。

			　いつ離れたかというとユウガがミカナと話し始めてからだ。

			　そこからは聴力強化をして会話を聞いていたのである。

			　離れた理由は単純でユウガはフラグメイカーだからだ。

			　顔を隠しているとはいえ、行列に並ぶほどのファンの前であんなに会話をしていたら。

			「あれ、ユウガ様じゃない？」

			「近くにミカナ様もいるわよ」

			「え、本当!?」

			　ユウガの存在に気づいたファンが一気に押し寄せて大パニックになった。

			　アクセサリー店での騒動を俺は忘れていない。

			　もうあんな目に遭うのはごめんだからな。

			　人々に揉(も)みくちゃにされるユウガとミカナを見て、事前に離れておいて良かったと思う。

			「……帰るか」

			　騒ぎが起こっている場所に背を向けて俺は宿に向かった。

			　俺みたいな不幸な人間はいないのかと、暗い表情をした人間を探しているとまた、見知った顔を見つけた。

			「あれ、シークじゃないか。町中で歩いているなんて珍しいな」

			「あー、隊長だ。おひさー」

			　シークは相変わらず軽いノリだ。

			　なぜかハイタッチを求められたので、それに応える。

			　イェーイとか言って手を叩いた音が響く。

			　何だか少しテンション上がったな。

			　シークがムードメイカーで助かった。

			　フラグメイカーなユウガとは偉い違いだ。

			「どうした、何だかテンションが高いみたいじゃないか。何か良いことでもあったのか？」

			「セリアさんから、チョコ貰ったー」

			　一気にテンションが下がった。

			　まさかシークまで誰かに貰っているとはな。

			　もはや笑いが込み上げて来るレベルだ。

			「ははは……そっか、良かったな。大事に食べるんだぞ。決して粗末にしないようにな。あと暗くなってきたし、セリアさんが心配するだろうから、もう帰った方がいいぞ」

			「わかったー。じゃあ僕、そろそろ帰るね。じゃあね、隊長ー」

			「気をつけて帰るんだぞー」

			　人込みの中に消えていくシークを見て、さらに自分が惨(みじ)めに感じてしまった。

			　もうこんな想いをしたくないので、知り合いに会いませんようにと祈りながら歩く。

			　やっとの思いで着いた宿。考えてみたらそこにも俺の安らぎはないわけで……。宿に入って部屋を開けるとそこには、ごちそうさまと言ってしまうような光景が広がっていた。

			　ティールちゃんがガイにチョコを食べさせているという……いわゆるあ～ん、てやつだ。
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			「ただい……やっぱもう一度行ってくるわ」

			「待て小僧！　これは違っ」

			　俺は開けた扉を再度閉め、急いで宿を出た。

			　本当にあの石像が一番爆(は)ぜてほしい、切実に思う。

			　ティールちゃんはすごくニコニコして食べさせていたしさ。

			　俺の居場所はどこにあるんだろうか。

			「どうっするっかなー？」

			　外はもうすっかり夜で宿の飯は当てに出来そうにないし一人で外食しかない。

			　そんな状況になりおかしくなってしまったか、一人でふざけてしまった。

			　こうなったら厨(ちゆう)二(に)な格好して、飲食店回りまくるかな。

			「また、良からぬことを考えていませんか、ヨウキさん」

			　やけ食いを目論んでいたら、後ろから声が聞こえた。二重の意味でドキッとした俺はそーっと振り向く。

			　そこにはセシリアが立っていた。

			　今回は声で誰かわかっていたので、特別驚いたりはしない。

			　一つ気になるのは片手に持っている大袋のことぐらいだ。

			「いやぁ、俺は別に何にもモクロンデナンカイナイデスヨ？」

			「やっぱり何かやろうとしていましたね。わかりやすすぎですよ」

			　思わずカタコトになってしまったためか、すぐに嘘をついてることがばれた。

			　……動揺している分もあるが。

			　説教でこれ以上ライフを削られるのはきついので話題をそらそう。

			「あはは……それはそうとこんな時間にどうしたの？　見たところいつもの馬車もいないみたいだけど」

			「ごまかそうとしてますね。……まあ、いいでしょう。今日は歩きで一通り用事を済ませていたんですよ」

			「まじで？　変装しているといってもセシリア、貴族だし有名人だろ。大丈夫なのか？」

			　先程のユウガ達の有様を見たばかりなので心配になった。

			　あの二人とは違いセシリアは充分な注意を払っていたとは思うけどさ。

			　何よりセリアさんが一人歩きを許したことに驚きだ。

			「大丈夫でしたよ。町の皆さんは浮足立っていましたし、気づかれないよう深くローブを被っていましたから」

			「いや、セリアさんとかソフィアさんは反対しなかったの？」

			「ちゃんと許可はもらいましたよ。お母様はヨウキさんに娘をよろしくなんて言ってたくらいですから」

			「えっ……」

			　微笑(ほほえ)みながら話すセシリアだが、俺には状況がいまいち掴めていない。

			　とりあえずセリアさんにセシリアを頼まれたということはわかった。

			　しかし、これからどうすればいいんだ？

			　どうしようかと考えていたら、俺の腹がなった。

			　間抜けな音が場を支配し静(せい)寂(じやく)に包まれる。

			　そういえば夕食はおろか、昼飯も食ってなかったな。

			「夕食まだみたいですね。実は私も食べていないんですよ 良ければ一緒に食事でもどうですか？」

			　まさかのセシリアから食事の誘いが来た。

			　普通は男がそういう提案するものだが……先を越されるとは。

			　そういう問題じゃないな。驚きなのはセシリアから誘ってくれたことだろう。

			　こんなチャンスを断るはずがない。

			「よし、行こう！　俺すごく腹減ってるんだよな。ずっと町中をぶらついてたからさ」

			「そうだったんですか、それはお腹がすきますよね。では、私のオススメなお店があるのでそこでいいですか？　ここからそう遠くありませんので」

			　そんなセシリアの提案に乗り、オススメの店へ足を運んだ。

			　いつもセシリアとどこかに行く時は馬車移動がほぼなので、二人で歩くのは久しぶりだ。

			　夜ということもあり、かなりドキドキした。

			　そんな思春期みたいな精神を持つ俺は手を繋ぐなんて無理なわけで……。

			　ネタ重視の話題を振りまくって間をごまかした。

			　こんなんじゃ俺もデュークにヘタレって言われちまうかもしれない。

			　まあ、俺のしょうもない話をしっかり聞いて笑ってくれたセシリアは、まじで天使だと思う。

			　そんな感じで気まずくならない程度に、場を和(なご)ませながら歩いていると目的地に着いた。

			　必死に話題を振っていたので気が付かなかったが、普段なら絶対に来ないような、高級感溢(あふ)れる店が並んでいる通りに来ていた。

			「いやぁ……俺、場違い感がすごくするんだけども大丈夫かな」

			　店に入ってくのはほとんど高そうな服を着た紳士やマダム達だ。

			　それに比べて俺は平民丸出しなラフな服装。

			　こんな所に来るとわかっていたら、もう少し服装を考えたんだが。

			「大丈夫ですよ。今から行く店はお母様の行きつけですから。店の方々も気にしませんから」

			「セリアさんの行きつけ!?　何だか期待が膨(ふく)らむ……けどなぁ」

			　店員が気にしなくても客が気にするパターンだってあるかもしれないし。

			　陰口叩かれてセシリアまで悪く言われるのは嫌だしな。

			「そんなに心配しなくても大丈夫ですから、行きましょう！」

			　セシリアに腕を引っ張られて店内に連れ込まれてしまった。

			　セシリアってこんなに積極的だったっけと疑問に思ったが、俺としては悪くなかったので深く考えるのは止めた。

			　余計なことを言って雰囲気壊す必要もないだろう。

			　店内は予想通り広く、豪華な内装をしていて、見たことがない調度品が置いてある。

			　セシリアの屋敷に感覚が似ているが……こんな店来たことがない。

			　俺が店の中を見て驚いている内にセシリアが店員と話をつけたみたいだ。

			　何のかは知らない。

			　席が空いているかとかそういった類のことを聞いていたんだろう、たぶん。

			　店員に案内され、お互い向かい合うように座る。

			　メニューを見てみたが、俺にはどれが美味(おい)しいのかさっぱりだったのでセシリアにお任せした。

			　さっきから頼ってばかりだなぁと思うが、恥を忍んで頼むしかない。

			　セシリアが何とも慣れた様子で料理を注文し終えたので一息つく。

			「何だか違う世界に来たみたいでむず痒(がゆ)いな。そわそわする」

			「ヨウキさんはこういった店は初めてですか？」

			「まずここら辺の通りに来ないからさ。それに外食するにしても町中の飯屋で食べるくらいかな。あまり散財しないようにしているし」

			　将来を見据えて金を貯めている感じだ。

			　どんな将来かというと幸せな家庭を築くこと。

			　そのために貯金はしっかりしているのだ。

			「へぇ……ヨウキさんて意外としっかりしている面もあるんですね」

			「ちょっと待ってくれ、俺って普段どんな目で見られてんの!?」

			「それは……内緒です」

			　確かに暴走したりはしている自覚はあるけども。

			　ちゃんとやる時はやっているとは思うんだけどな。

			　……厨(ちゆう)二(に)スイッチがオンの時のイメージが強いのかもしれない。

			　真実はセシリアのみが知るということか。

			　雑談もそこそこに料理が運ばれてきたが、見たことがないような料理ばかりだった。

			　かろうじて見たことがあるものも高級食材が使われているようだったので、思わず食べるのを躊躇(ためら)ったくらいである。

			「では、頂きましょうか」

			「あ、そうだね。食べようか」

			　しかし、セシリアの言葉と腹ぺこのせいでスイッチが入った。

			　そこから俺は高級料理をあっているかわからないなんちゃってマナーで惜しみなく平らげた。

			　セシリアはそんな俺を見て静かに微笑(ほほえ)みながら、行儀よく食事をしていた。

			　会計は俺が払うと言ったが、なぜか頑(かたく)なにセシリアが譲らなかったので俺が折れることに。代わりに今度は俺の奢(おご)りで食事に行く約束をした。

			　勢いでデートに誘って、オーケー貰ったしやったぜ。先程までもやもやしていたのが嘘のように感じるな。

			「では、帰りましょうか」

			「ああ……ってセシリア、まさか歩きで帰るの？」

			「はい、そうですよ」

			　アクアレイン家の屋敷まで歩くとなるとかなり時間がかかる。

			　もう夜も遅いし……女性一人で歩くのは危ないだろう。

			　というわけでセシリアを屋敷まで送り届けることにした。

			　月の光を頼りに暗がりを二人きりで歩くというのもなかなかなシチュエーションである。

			　行きの時よりも緊張しておらずリラックス出来ていたので気の利いた会話が出来たと思う。

			　そんな楽しい時間はあっという間にすぎてしまい、屋敷が見えてきた。

			　何もなくて良かったと安心した。

			　しかし、同時に今日はこれでお別れなので少し残念だとも思い少々複雑な気持ちになる。

			「ヨウキさん、屋敷は目の前なのでもうここまででいいですよ。送ってくれてありがとうございました」

			「いや、当然のことをしたまでだよ。こんな夜道をセシリア一人で歩かせたら、セリアさんに怒られちゃうしね」

			　男なら好きな子を一人で帰らせるなんて薄情なことしたら駄目じゃない、とか言いそうだ。

			　セシリアも何か想像したのか、お互いに笑い合う。

			「あ、忘れるところでした。ヨウキさん、これどうぞ」

			　セシリアが俺がずっと気になっていた大袋から、箱を取り出し渡してきた。

			「これって、まさか……」

			「今日はバレンタインですから。日頃の感謝の印にと思いまして。受け取ってもらえますか？」

			　思わず叫び声をあげそうになった。

			　今日帰ったらリア充を対象とした呪言を徹夜で行おうと思っていたが、止めよう。

			　なぜかというと俺もリア充だからである。

			　好きな子からお菓子貰えるとか……俺にも春が来たんじゃねと勘違いしてしまいそうだ。

			「俺甘い物大好きなんだ。もちろん受け取るよ、ありがとう」

			　思うことはこれ以外にもたくさんあるが、表情に出してはいけない。

			　嬉しいくせに、自分を殺して平常心のふりをして受け取る。

			　中身は何が入っているのだろうか。

			　重さ的にただのチョコレートが入っているわけではないと思うが。

			　何にしろセシリアがくれた物だから何でもいいけどな。

			　早く帰って中身を見てみたい。

			　セシリアと別れるのは名残惜しいが、屋敷の前に来た訳だし長く引き止める理由もないか。

			　挨(あい)拶(さつ)を済ませて帰ろうと思ったら、セシリアが爆弾を投下してきた。

			「喜んでもらえてよかったです。これで全員に配り終えることが出来ました」

			「えっ、全員？」

			　今何だか良からぬ言葉を聞いた気がする。

			　セシリアがなぜか安心した表情をしているし。

			　気のせいだと思うが、念のためどういうことかさりげなく説明を求めた。

			　どうやら朝から日頃の感謝の気持ちとして、知り合いにチョコを配っていたらしい。

			　夕食はセリアさんの提案だったそうだ。

			　俺に気を使ってくれたんだろうな。

			　まあ、セシリアが楽しそうにしていたのでナイスアシストといったところだ。

			「今日は付き合って頂いてありがとうございました。また、一緒に食事しに行きましょうね。それでは失礼します」

			「あ、うん……また行こう。じゃあ、俺も帰るわ」

			　セシリアと別れた俺は寄り道せずに真っすぐ宿に帰った。

			　宿に着いたのはすっかり夜遅くになっていて、ティールちゃんも帰っていた。

			　ガイは疲れたのか、もう就寝していたので腹いせに翼だけ形を変えた。

			　テーマは飛行機の翼にしてみたが、悪魔像に機械っぽい翼は予想以上にミスマッチしていた。

			　今までより、笑える姿になったが俺は憔(しよう)悴(すい)しているので笑えない。

			　ため息混じりでベッドに深々と座り、セシリアから貰った箱を見る。

			「全員に配っていたってことは義理だよなぁ」

			　贅(ぜい)沢(たく)を言ってはいけないことはわかっている。

			　義理すら貰えない輩(やから)もいるのだ。

			　しかし、何ともまあ……やりきれない気持ちだ。

			「せっかく貰ったし、とりあえず食べよう」

			　箱の中身は袋詰めされたクッキーとチョコレートケーキだった。

			　手作りなのだろう、ケーキには日頃の感謝をこめてとメッセージが書いてある。

			「ありがとう、セシリア……」

			　その夜、俺は泣きながらチョコレートケーキをワンホール丸々食べた。

			　クッキーはさすがにもったいない気がしたので、食べずに寝た。

			　そんなバレンタインの翌日……。

			「おい、小僧起きろ！　我輩の翼が変だ。貴様の仕業だな」

			　眠い目を擦るとガイが翼を動かして怒っている。

			　飛行機の翼が上下に動いていて気持ち悪い。

			「あー、おはよう。その翼はロリア充なガイへ俺からのプレゼントだよ。その翼の方が愛しのティールちゃんの下にすぐ行けるぞ」

			　飛ぶ速度が数倍はパワーアップしていると思う。

			「ふざけるな、誰がロリア充だ！　さっさと元に戻せ！　あと我輩とティールはそんな関係では……」

			「はいはい、ごちそうさまっと」

			　ぎゃーぎゃー喚(わめ)くガイを放置して俺は部屋を出た。

			　ガイは絶対ロリア充、それ以外は認めない。

			　……ロリア充って何だ？

			　どうやら俺の脳内は相当暇らしい。

			　さっさと朝飯を食べて出かけようと思ったら、ロビーにデュークがいた。

			「ちーっす、隊長」

			「朝から何の用事だ、デューク」

			「いや、たいした用事じゃないっすよ。俺今日は騎士団の仕事あるんで、ちょっと話をしに来ただけっすよ」

			　仕事があるなら無理して来なくてもいいと思うが、急ぎの話なのだろうか。

			「何だ、昨日のハピネスとレイヴンがどう決着がついたかの話とかか？」

			　結局、あの二人がどうなったのか気になっていたので、教えに来てくれたなら助かったな。

			　違う用事だとしても聞き出したい。

			「あ～、その話すか。隊長が帰った後も沈黙は続いてたんすけど……急に町で騒動が起こっていたんで鎮圧するように出動命令が来たんすよ」

			「その騒動にものっすごい心当たりがあるな」

			　あいつらレイヴンに迷惑かけんなよ。

			　レイヴンはハピネスと良い雰囲気にはなっていたのに台なしじゃねえか。

			　あの人数でごった返しになっていたから、鎮圧するのも一筋縄ではなかったろうに。

			「俺も駆り出されて行ったっけど大変だったっすよ。事態が終息して、勇者と魔法使いが何度もレイヴンに頭を下げていたっすね。正確には魔法使いが勇者の頭を下げさせていたっすけど」

			「ミカナも大変だな……それでハピネスのチョコはどうなったんだ？」

			「安心するっす。ハピネスも現場に同行してたんで、お疲れって言ってその勢いでチョコ渡してたっすから」

			　騎士団の連中にはその光景を見て、さぞ羨(うらや)ましがっていた奴もいただろうな。

			　二人のバレンタインが無事に終わって良かった。

			「そっか、デュークもほっとしただろ。最悪間に入らなきゃいけなくなるところだったんだもんな」

			「本当っすよ。もう二人の間を取り持つのはこれっきりにしたいっす」

			　そんなことをデュークは言っているが、こいつはホワイトデーがあることを忘れているのだろう。

			　バレンタインがあるのだから、ホワイトデーもあるに違いない。

			「お前も本当に苦労人だな……頑張れよ。俺も出来るだけサポートはするからさ」

			「いや、だからもう勘(かん)弁(べん)してほしいんすけど。……ああ、本題忘れてたっす。隊長良かったじゃないっすか！　バレンタイン貰ったっすよね」

			　触れてほしくない話題を振ってきやがった。

			　デュークの口ぶりから、こいつも貰ったのだろう。

			「ああ……まあ、な」

			「やっぱり！　俺やハピネスとレイヴンにもセシリアさん、くれたんすよ。だから隊長も貰っているだろうと思って聞きに来たんす」

			　どうやらいらない気を使ったみたいだ。

			　昨日の俺の態度を見て心配して来てくれたのかもしれないが……そっとしておいてほしかった。

			「そうだったのか、貰ったのかを聞きにね……」

			「いやぁ、クッキー美味(おい)しかったっすよね。レイヴンやハピネスも美味(おい)しいって言ってたっすよ」

			　俺がまだ食べていないクッキーの感想を言われてもなぁ。

			　昨日俺はケーキしか食べていないんだよ。

			　まあ、セシリアの手作りなんだから、美味(おい)しいに決まっていると思うけど。

			「ふぅん、そうなのか。食べるのが楽しみだな。ケーキも美味(おい)しかったから、期待はしていたけど」

			「……ケーキって何すか。隊長セシリアさん以外からも誰かから貰ったんすか？」

			「……へ？　いや、だからケーキだよケーキ。チョコレートケーキだって」

			「いや、だから知らないっすよ」

			　デュークがとぼけているのかと最初は思ったが、まじで知らないっぽいな。

			　ということはあのチョコレートケーキは俺だけが貰ったってことか。

			「……よっしゃああああああぁ！」

			「うわっ!?　どうしたんすか！」

			　俺は嬉しさのあまり全力でガッツポーズをした。

			　急な俺の行動にデュークが驚いているな。

			　ガッツポーズした理由は言わないぞ、断じて言わない。

			　ただ今日は機嫌が良くなったので、飯屋にでも連れていってやろう。

			「よし、俺の奢(おご)りで夕飯食いに行こうぜ。ハピネスとシークも誘っておいてくれ」

			「え、まじっすか。隊長がそんなこと言うなんて珍しいっすね。断る理由ないんで二人に声かけとくっすよ。それじゃあ、また夜に来るっす」

			「おう、じゃあな」

			　さっきとはまったく違うようなテンションで、爽(さわ)やかにデュークに別れを告げた。その夜、四人で久々に集まり飲み食いをして俺の財布が軽くなったことは言うまでもない。

		

	
		
			　

			第３話　ケーキ屋に行ってみた

			　

			「せっかくの休日に呼び出して何の用事すか、隊長。俺昼から約束があるんすけど……」

			「まあまあ。俺も午後から約束はあるんだ。でも、久しぶりにデュークと会いたいなーと思ってさ」

			「なんすかそれ、気持ち悪い」

			　酷(ひど)い言われようだが、今の言い方は確かに俺が悪いな。

			　俺に黒歴史が刻まれ、数日経った頃。

			　休みだというデュークを引き連れて行きつけのケーキ屋に俺は来ている。

			　理由はいろいろ相談にのってもらうためだ。

			　ここ最近、失敗やら何やらで右往左往しているからな。

			　デューク以外の相談役を考えられなかった。

			「まあまあ、俺にも考えがあってだな……」

			「というか、ここ男同士で来る場所じゃないっすよ。周りの客、女性だらけじゃないっすか。浮いてるっすよ、俺達」

			　デュークの言う通り、確かにカフェコーナーとして開放されている場所に俺達は座っているが、俺達以外は女性客ばかりだ。

			　甘いケーキを食べながら甘いガールズトークをしている。

			　……確かに浮いてるな。

			「まあ、いいだろ別に。そんなこと気にしてたら男はケーキ屋に行けねぇよ。それにここのケーキ作っているの男だぞ」

			「え、そうなんすか？　でも売り子は可愛らしい女の子だったじゃないっすか」

			　デュークはケーキを食べつつ驚いている。

			　ちなみに兜で顔を隠しているデュークがどうやってケーキ食べているかというと、口の部分が開くようにしていてそこから食べているのだ。

			　……とは言っても頭が安定していないため、微妙に顔が動いているのが見える。

			「いや……ここは兄妹で切り盛りしているからな。ケーキは兄が作っているはずだ」

			「へぇ……そうなんすか、すごいっすね。俺にはこんな美(う)味(ま)いケーキは作れないっすよ」

			　確かにあの兄はすごいよな、別の意味でだが。

			　デュークがケーキの味に満足している様子を見て、しみじみ思う。

			　今日は厨(ちゆう)房(ぼう)から出てこないだろうか？

			　出てきたら女性客が逃げだしそうな気がして怖い。

			　売り子の妹もしきりにちらちらと厨(ちゆう)房(ぼう)に繋がる入口を見ているし。

			「それなりに修業をつんでいるってことだろ」

			「そうっすねぇ……鍛(たん)練(れん)の賜(たま)物(もの)ってやつっすか」

			　その言い方をすると別のことを褒(ほ)めているように聞こえるので止めてほしい。

			　デュークは知らないから言っても無駄だろうけど。

			　あの兄はケーキ作りの修業と筋トレ、どちらを優先しているんだろうか。

			　俺の頭の中で白い歯を輝かせ親指をぐっと立てているのが思い浮か……っと危ない危ない。

			　白いフリフリエプロンまで出てきたら、せっかくのケーキを戻してしまう。

			「ははは……ま、そういうことだろうよ」

			「何で苦笑いしてるんすか？　俺変なこと言ったつもりないっすけど」

			　デュークは頭にクエスチョンマークを浮かべている。そのまま知らずにいた方が身のためだろう。

			　世の中には知らない方が良いこともある。

			「気にすんなって、こっちの話だからさ。それより、先日、正気に戻してくれたことについて礼を言わせてくれ」

			　俺はデュークに頭を下げた。あのまま黒(こく)雷(らい)の魔(ま)剣(けん)士(し)をやっていたら、黒歴史がどんどん重なって大変なことになるところだったからな。あの時のデュークの言葉は感謝してもしきれないぐらいのものだ。

			「ああ、あれっすか……別にたいしたことしてないっすよ。ただ、確証がなかったっすけど、消え方が不自然だったんでいると思ったんすよ。それに、あんな格好や言葉遣いするの隊長しかいないと思ったし……直後に悲鳴が聞こえたんでいたんだなと。んで、阿呆だなーって思ったっす」

			「一言多いわ！」

			　けらけらと笑い声をあげているデュークに突っ込む。まったく……シークに少し似てきたんじゃないか？

			　人を馬鹿にしやがって……確かに馬鹿なことしたけども。

			　反省も後悔もすごくしているんだぞ……いろいろと失ったからな。

			「だって事実じゃないっすかー」

			「デュークは少し思ったことを口に出さないようにすべきじゃないか」

			「いいじゃないっすか。別にその方が俺らしいと思っているし、直すつもりはないっすよ」

			「付き合い長いからそれはわかるさ。……ただ言ってみただけだよ」

			　実はこの世界で一番長い付き合いなのがデュークだ。だから、いざという時に頼りにしてしまうのかもしれない。

			「ところでそろそろ本題に入らないっすか。時間ないっすよ？」

			「ああそうだったな。じゃあまず……レイヴンて大丈夫なのか？」

			　これは俺が一番、最初に知りたかったことだ。

			　デュークとレイヴンの会話を盗み聞きしていたが、あまり元気がないようだった。

			　というかいろいろ駄目だったような気がした。

			「ああ、そういえばあの時いたってことは聞いてたんすね、俺達の会話」

			「ばっちり聞いてたよ……ハンドベルとかさ。そろそろ喋(しやべ)れるようになろうぜ……。あれじゃあ、対応出来ないことに遭(そう)遇(ぐう)したらやばいだろ」

			　レイヴンのトラウマという事情はわかるが、あのままではやばいと思う。

			　筆談にも限界があったからこそのハンドベルだろうし。

			　俺がとやかくつっこむのもお節(せつ)介(かい)だし、何様だと言われるかもしれないが。

			「自信がないのか、過去のトラウマか。騎士団にはレイヴンのことを笑うような奴はいないと思うんすけどね、先は長そうっす。……それにこっちの方もまったく進展がないみたいなんすよ」

			　デュークが小指だけを立てて愚(ぐ)痴(ち)る。

			　プレゼント渡してから何の進展もないというのか。

			　ハピネスは良い感じに喜んでいたはずなんだが……会う機会がないのも問題なのかもしれないな。

			「よし、俺がなんとかしよう。まずはお互いに接触しないとな。あの二人絶対あれから会ってないだろうし、予定を立てないといかんな」

			「……大丈夫っすか、それ？　隊長が絡むと変ないざこざを招く気がするっす」

			「なんでだよ!?　俺だってやる時はやるぞ。確かに余計なお世話かもしれないけどさ」

			　他人の俺が人の恋路にとやかく言うのはおかしいとは思う。

			　しかし、レイヴンも少しは前進しないといけないだろう。

			　今は一応平和なんだから、やりたいことやっとかないと後悔するかもしれないしな。

			「……だいたい、隊長は人のこと言える立場なんすか？」

			「うっ……」

			　痛いところをつかれてしまい、俺の顔が引き攣(つ)る。

			　そんな俺の表情を見てデュークはやれやれといった感じで手を挙げ、ため息をついた。

			　……こっちだっていろいろ頑張ろうとはしているんだが。

			「最近何か、セシリアさんとしたっすかー？」

			「ふん……甘いぜ、デューク。俺は午後からここでセシリアと待ち合わせしているんだよ」

			　俺はどうだと言わんばかりに踏ん反り返る。

			　先日、屋敷で紅茶を飲みながら談笑していた際にこの店のケーキの話になった。

			　俺がやらかしてセリアさんに誠意を見せろと言われ、謝罪しに行ったあの日。

			　お土産として持って行ったケーキを気に入ったらしく、一緒に食べに行かないかと俺から誘ったのである。

			　以前の俺と比べたら少しは成長しただろうと誇(ほこ)らしげに胸を張るが、デュークは一言。

			「へー……で？」

			「で？　って何だよ」

			　別にこの話に面白いオチがあるわけではないので、そんな返しをされても困る。しかし、デュークはそんなことを期待しているわけではなかったようで……。

			「まさかここでケーキ食べて終了とか考えてないっすよね？　セシリアさんが用事あるとかならわかるっすけど」

			「……」

			　俺は返す言葉に詰まってしまった。

			　セシリアは別に午後からの用事については話をしていなかったので、時間はあると思う。

			　俺としてはいつものパターンでケーキ食べて、ゆっくり談笑しようと思っていたが……デュークの口ぶりからして、駄目なの？　と答えてはいけないのだろう。

			　だからといって、俺は他に予定を立てていなかったので答えようがない。

			「沈黙は肯定っすよ。……隊長、それじゃあ駄目っすよ。談笑は良いかもしれないっすけど、デートなんだし……いろんな所に行かないと」

			「うぐっ……だけどセシリアがいろいろ出歩きたいかなんてわからないだろ？」

			　頭の中で確かにと思ってしまったが、俺の甲(か)斐(い)性(しよう)のないところを指摘されてしまったので、悔し紛れの反抗をする。

			「隊長の言うことも一理あるっすけど……誰でもずっと談笑だけじゃあさすがに飽きると思うっすよ」

			「……つまり、どうすればいいんだ？」

			　聞いてばかりでなく自分で考えろという話だが、いかんせん俺にはどうすれば良いのかがわからん。

			　女の子ってどういう所に行くのが、好きなんだ？

			　その辺がいまいちわからなくて困る。

			　無難なところを選ぶなら、アクセサリーショップやブティックとかに行けばいいのかもしれないが……セシリアからしたらどうなのかがわからないし。

			「いや、それぐらい自分で考えないと駄目っす。セシリアさんの好みとか事前に調べたり、さりげなく聞いたり……」

			「今からじゃ間に合わねぇよ。どうしよう、どうしようかデューク!?」

			「そんなんで混乱してちゃ話にならないっすよ。あー、もう、俺は知らないっすよ。勝手にするっす。じゃあ、俺は昼からイレーネとデートなんで準備しないといけないんでバイバイっすよ。せいぜい頑張ってくださいね、隊長」

			「えっ、まじか。ちょっと待てって！　おーい、デューク、見捨てないでくれー」

			　俺の叫びも虚(むな)しく、デュークは食べたケーキ代を置いて帰ってしまった。

			　あまりにも俺がヘタレで無計画すぎて愛想が尽きてしまったのか。

			　残された俺はろくにデートプランの立て方も教えてもらえなかったため、ノープランでセシリアとデートすることになってしまった。

			　

			「ヨウキさん、早いですね。もしかしてお待たせしましたか？」

			「いや、全然そんなことないよ。俺もさっき来たばかりだからさ」

			　セシリアはそうなんですかと安心したように言葉を発して、席に着いた。

			　我ながらどの口が言うと思う。

			　デュークが帰った後、今日どうしようか、今日どうしようかとずっと悶(もん)々(もん)としていたのだ。

			　従って朝からずっとこの店にいたことになる。

			　まあ、そんなこと説明するのもやぼなのでしない。

			　この店は行きつけなので、売り子の少女とは顔見知りだ。

			　俺が長時間いてもいいか、聞くと快く承(しよう)諾(だく)してくれた。

			　先日、お詫(わ)びのケーキを配っていたことといい、本当に兄とは違って出来た妹だと思う……って何様だ、俺は。

			「ここが先日、お土産に持ってきてくれたケーキを作っているケーキ屋さんですか。美味(おい)しそうなケーキがたくさん並んでいて目移りしちゃいそうです」

			「ははは……俺も最初にここに来た時はそう思ったな。まあ、俺の場合、並んでいるケーキ、どれを見ても懐かしい感じがしたからだけど」

			　魔王城でケーキなんて物はなかったからな。

			　この世界に転生してからケーキの味なんてすっかり忘れていた中、たまたまこの店に入って感動したのを覚えている。

			　ミネルバには他にも菓子店はある。

			　しかし、この店のケーキが一番俺の口に合うんだよな。

			　別に俺はそこまでグルメではなかったはずなんだが、気に入って常連になってしまった。

			「懐かしい？　もしかして前世の話ですか」

			「そうそう。俺のいた世界にもケーキが……っと、その前に注文しよう。何も頼まないでテーブルに座っているのもあれだし」

			「あ、そうですね」

			　ケーキが並んでいるショーケースの前で悩んだ末、俺はチョコレートケーキ、セシリアはラズベリーケーキを頼んだ。

			　最後に紅茶を二つ頼んで、テーブルに戻り、本日二個目となるケーキを食べつつ、今日の予定を考える。

			　このまま談笑して帰るという選択肢以外に何があるというのだろうか。

			　違う飲食店に行くか、アクセサリーでも見に行くか……駄目だ、それぐらいしか思いつかない。

			　充実したデートにするにはどうすればいいんだろうか。

			「どうかしましたか、ヨウキさん？」

			「うわっ！」

			　気がつくと目の前にセシリアの顔があったので、思わずのけ反ってしまった。

			　考え事をしていたせいで気づかなかったぜ。

			「すみません、驚かせてしまいましたね。スプーンを持ったまま遠い目をしていたので、具合が悪いのかと思って」

			「え、あ、そうだったのか。ごめんごめん。ちょっと考え事してただけだから」

			　いくらデートプランが立っていないとはいえ、相手を不安にさせては駄目だな、反省しないと。

			　しかし、会話をしつつ思案するがどこに行こうか決まらない。

			　会話をして、時間が過ぎていく中、いきなり客の歓声が聞こえた。

			　何があったのかと思い、客が向けている視線の先を見る。

			「えっと、あの方は……」

			「うわっ、出て来たのかよ」

			　そこにはフリフリ白エプロンを纏(まと)ったマッチョがいた。

			　売り子の妹がすぐに厨(ちゆう)房(ぼう)に押し戻そうとしている。

			　何か用件でもあって出て来たんじゃないのか？

			　あと、客の歓声の意味がわからないんだが。

			「ヨウキさん、あの方がもしかしてこの店のケーキを……？」

			「作っているらしいな。俺も最近知った」

			　筋肉を強調させるポーズをとって客は喜び、妹は必死に厨(ちゆう)房(ぼう)に戻るよう言っている。

			　すると、兄が何やら事情を説明しだした。

			　どのような会話をしたのかわからないが、妹が渋々納得したようにカウンターに戻り、兄が客にケーキを配っている。

			　客が注文した物ではないようで、座っている客全員に配っており、もちろん俺達の所にも来た。

			「これは私の新作でございます。どうぞご賞味ください。お代は結構ですので……」

			「あ、ありがとうございます」

			　セシリアが戸惑いつつ、頭を下げたので俺もつられて下げる。

			　新作だというケーキを配り終えたマッチョなパティシエは、最後に白い歯を輝かせて厨(ちゆう)房(ぼう)に戻っていった。

			「……何だったんだ？」

			「新作ケーキの試食をさせてもらえるみたいですね。あ、このケーキ、すごく美味(おい)しいです」

			　ケーキを一口食べたセシリアが感想を漏らしている。他の客もセシリア同様、満足げな表情だ。

			　そんなに美(う)味(ま)いのかと半信半疑でケーキを口に入れる。

			「くそっ、美(う)味(ま)いなちくしょう……」

			「なぜそんなに悔しがっているのですか？」

			　俺が悔しげな表情でケーキを一口一口食べている姿を見て、セシリアが頭に疑問符を浮かべている。

			　別にマッチョがケーキを作ってはいけないなんて決まりはないし、偏見を持っているわけではない。

			　しかし、なんというかこう……納得がいかない。

			　あの筋肉はいったい何のためにあるんだろうかと思ってしまう。

			　パティシエは結構力のいる職業とは聞いたことあるけどさ。

			　こんなこと思うこと自体、筋違いなんだろうが。

			　美(う)味(ま)い物を食べて自然と笑みがこぼれるが、首をずっと傾げているという奇妙な行動をとって、セシリアにさらなる疑問符を浮かべさせる俺であった。

			　ケーキも食べ終え、口直しに紅茶を啜(すす)る。

			　マッチョパティシエに気を取られてしまった俺は、デートプランをいまだにまとめきれずにいた。

			　とりあえず時間を稼ぐために紅茶をちびちびと飲む。

			「ヨウキさんはお店を選ぶのが得意なんですね。店内は綺(き)麗(れい)に清掃、かわいらしい装飾がされていて、ケーキも美味(おい)しいですし。先程のパティシエの男性には少し驚きましたが」

			　紅茶を一口啜(すす)り、セシリアは感想を述べている。

			　とりあえず満足してくれて良かったと思うべきだろう。

			　今はあのマッチョパティシエにも感謝だな。

			「ここにはまってから、常連になったからなぁ。もっと繁盛してもおかしくない店だと俺は思うんだよ」

			　これは俺の率直な感想だ。客が来ていないわけではないが、ここは行列が出来てもおかしくない店だと思う。

			「そこまで言って頂けると私も兄も嬉しいです」

			「貴女は売り子の……」

			　いつの間にか売り子である妹がポットを持って俺達のテーブルに来ていた。

			「私はアミィと申します。先程は兄が驚かせてしまったようで……すみません」

			「いえいえ、むしろ新作のケーキを試食させてもらいましたので御礼を言いたいくらいです」

			「そう言って頂けると兄も喜びます。よければ紅茶のおかわりはいかがですか？」

			　売り子の妹、改めアミィさんのすすめに俺とセシリアは頷く。

			　カップに紅茶が注がれていく中、俺も自己紹介をする。

			「えっと……俺の名前はヨウキだ、これからも通うつもりなんでよろしく頼む」

			「ヨウキ様ですね。いつもご贔(ひい)屓(き)にして頂きありがとうございます。そんな言葉を頂けるなんて、兄共々よろしくお願い致します」

			　どうやら顔を覚えてくれていたみたいだ。

			　考えてみたら先日、お詫(わ)びのケーキを配っていた時に顔を覚えていたもんな。

			　結構通ってもいるし、当たり前か。

			　それよりセシリアはどうするんだ？

			　有名人だし偽名でも使って乗り切るんだろう。

			　そう思っていたのだが、俺の予想に反した行動をセシリアはとった。

			「私は……セシリアと申します。よろしくお願いします、アミィさん」

			「え、セシリアってまさか、勇者パーティーの……？」

			「ちょっ、セシリア!?」

			　まさかのセシリアが本名をばらしたのである。

			　アミィさんは驚きを隠せないようで、口をぱくぱくと開閉している。

			「いきなり驚かせてしまったと思いますが、私もこの店のケーキを気に入りました。そんなケーキを作る店の方に偽名を名乗るのも失礼かと思ったので……。アミィさん、どうか私がここに来ても正体を明かさないでもらいたいのですが、よろしいでしょうか？」

			「は、はい。まさか、セシリア様にご贔(ひい)屓(き)にしてもらえるなんて恐縮です……」

			　一気に縮こまってしまったアミィさんにセシリアはそんなに畏(かしこ)まらないでくださいとフォローしている。

			　別にセシリアは貴族だからといって、威圧的な態度をとったりしないので大丈夫なんだが。

			　その点も含めてアミィさんにセシリアについて説明する。

			　最初はすごくパニックになっていたが、話を聞くにつれてだんだん落ち着きを取り戻してくれた。

			「あの……お客様の前で取り乱してしまい申し訳ございませんでした」

			「落ち着いてからの開口一番が謝罪とは……」

			「えっ……あっ、あのっ！」

			　いらないことを思わず口に出してしまった。

			　せっかく落ち着いてくれたのに、これでは台なしになってしまう。

			「いやいや、焦んないでいいから。いったん深呼吸だ、深呼吸」

			　こんなんじゃ俺が悪者に見えちまうな。

			　セシリアも優しげに微笑(ほほえ)みかけているし、緊張しなくてもいいと思うんだが、そうもいかないみたいだ。

			「落ち着きましたか？」

			「は、はい、何とか。他のお客様がもう帰られていたのが幸いでした」

			　確かに客がいたら大変な騒動になっていたかもしれない。

			　いや、なっていただろうな。

			　セシリアは気配りが出来るはずなので、客がいないことを確認してから本名を告げたんだろう。

			「一応聞くけど、客がいないから本名言ったの？」

			「はい、そうですよ。お店にご迷惑をおかけしたくありませんから。余計な騒動を起こすのも好きではありませんし」

			「あ、だよね」

			　そういや、勇者パーティーで旅をしていた時、ユウガに説教しまくってたって話があったな。

			　セシリアは騒動を起こすタイプではなく、巻き込まれるタイプだ。

			　まあ、好きで騒動を起こしたいなんて奴は滅多にいないか。

			「……ヨウキさんは騒動を起こすのが好きそうですよね」

			「いや、そんなこと……あるかも」

			　厨(ちゆう)二(に)スイッチオン状態の俺ならわからないな。

			　目立つこと大好きで、この世界からしたら異端な言動をとったりしているし……やばい、まじで自重しないと駄目だ。

			「付かぬことをお聞きしますが、お二人の関係って……？」

			「ヨウキさんは友人ですよ」

			　きっぱりと答えたセシリアの言葉が少し胸にささった。

			　確かにそうだけども、せめて少しくらい間があってもいいじゃないか。

			「あ、そうなんですか。すみません、お客様のプライベートなことを聞いてしまって」

			「いえいえ、別に気にするようなことでもありませんから大丈夫ですよ。ヨウキさんも気にしませんよね」

			「え、うん。俺も気にしないかな。大丈夫だよ」

			　そんな小さいことを気にしてたら、ハピネス辺りに罵(ば)倒(とう)されてしまうだろう。

			　心狭いとか言われそうだ。あいつは口数少ないけど、言いたいことを凝縮してはっきり言うからな。

			「お二人共本当に優しいですね。……兄さんもヨウキ様くらい大人びていればいいのになぁ」

			　アミィさんは残念そうな目で厨(ちゆう)房(ぼう)を見つめている。

			　俺もそこまで大人びていないが、あの兄は遊び心満載だからな。

			　彼女も若いながら苦労しているのだろう。

			「いろいろ大変なんだな」

			「兄さんがちゃんとやってくれているのはわかっているんですけど……やる気が空回りすることがしばしばあったりしまして」

			　あのエプロンはやる気の象徴だったりするんだろうか。

			　ケーキが美味(おい)しかったから良しとするわけにもいかんのだろう。

			「あの歓声は何だったんでしょうか？」

			「兄さんはともかく、兄さんの作るスイーツは本物ですから。兄さんの気まぐれで先程のようにお客様方に新作を試食してもらうことがあるんです。それが好評みたいで」

			　胃袋を掴まれているってことか。

			　そういう考え方をしたら、俺もセシリアもってことになるんだよな。

			　……というかこれじゃいつもと同じで談笑しているだけじゃねーか。

			　アミィさんとセシリア三人で話すのも楽しいけど、今日は違うだろう。

			　しかし、悲しいことに俺の頭の中ではデートプランなどまったく決まっていない。

			　どこに行けばいいんだと思い、外を眺める。

			　すると、歩いている住人達の中にデュークとイレーネちゃんが並んでデートしているのを見つけた。

			「これはチャンスかもしれない……」

			　偶然なのかどうかは知らないが、とりあえずこの状況に感謝する。

			　俺がデート中のデュークを見つけて歓喜していた頃。俺そっちのけでセシリアとアミィさんは会話を楽しんでいた。

			「あの……変なことを聞くようですが、アミィさんのお兄様は何かやっていらしたんですか？」

			「あれだけ見せ付けていれば気になりますよね。兄さん……名はアンドレイというのですが、昔はあんなんじゃなかったんですよ」

			　アミィさんは渋い顔をして語り出した。

			　思い出に浸っているようだが、雰囲気はどんよりとしていて、いつもの売り子をやっている時とは別人のようになっているぞ。

			　今は客が俺とセシリアだけだからいいと思うが、普段は絶対止めた方がいい。売り子をやっている時の彼女とイメージがかなり異なっているからな。

			「あの、何だか立ち入ったことを聞いてしまったみたいですね」

			　セシリアもアミィさんから溢(あふ)れ出してきた負のオーラを感じたようで、会話を終了させようとしている。

			　自分から話題を振ったのもあってか、悪いと感じているみたいだ。

			「いえ、お気になさらないでください。兄が体を鍛えるようになったのは私のためでもあるんです」

			「え……？」

			「両親もパティシエだったんですよ。戦争で亡くなってしまいましたが、私と兄さんは幼い頃から両親の背中を追いかけていました」

			　なんだかシリアスな話に突入したみたいだ。

			　デートのことを考えるのは一時中断して、俺も会話に参加することにしよう。

			「両親が亡くなっても私と兄は夢を捨てませんでした。しかし、魔王との戦争のせいか、近所の人達がギスギスした雰囲気になっていって、兄や私は風当たりを受けるようになりました。戦争をしているのにお菓子職人になりたいなんて呑(のん)気(き)だなと」

			「辛い経験をされたんですね……」

			　セシリアの表情が曇る。

			　戦争に参加していたためか、何か思うことがあるのだろう。

			　俺はバリバリあるけどな。アミィさんみたいな境(きよう)遇(ぐう)の人はおそらく一人ではなく、何千人もいるはずだ。

			　戦争は何も生まないと誰かが言っていた気がするが、その通りだと俺は思う。

			　そんな戦いをしていた頃、俺は魔王城で何もせずに引きこもっていたのだ。

			「……やるせないな」

			　二人に聞こえないように、ぽつりと俺は呟(つぶや)いた。何か行動をしていたら、変わっていた運命があったのだろうか。

			　与えられた部屋に閉じこもり、現実から目を背けて厨(ちゆう)二(に)になっていたあの頃の俺が。

			　昔を思いだし勝手に感傷的になってしまった。

			　黙りこくってしまった俺を二人が珍しい物を見るような目で見ている。

			「大丈夫ですか、ヨウキさん。何だか悲しげでどことなく後悔しているような表情をしていましたよ」

			「ちょっと昔を思い出しただけだから、大丈夫。心配かけたなら謝る、ごめん」

			「いえ、ヨウキさんが大丈夫なら良いんです。私こそ少し気を使いすぎたみたいで……」

			「いやいや。そんなことないって。俺が一人で勝手にしんみりしただけだからさ。アミィさん、話の腰折っちゃったみたいで、続き話してもらえるかな」

			　このままだとセシリアとの押し問答が続く気がしたので、アミィさんの話に強制的に戻すことにする。

			「あ、はい。では続きを……それで兄さんが『アミィは菓子作りの修業に専念しろ、兄さんはまずお前とこの店を守るために強くなる』と言い出して体を鍛え始めたんです」

			「妹思いのお兄さんですね」

			「あの筋肉にそんな泣けるエピソードがあったなんて……完全に予想外だったな」

			　俺もセシリアも感心してしまった。

			　しかし、そんな俺達を見てなぜかアミィさんは苦笑している。

			　とても良い思い出話だろうに、何か思うことでもあるのだろうか。

			「ははは……当時は私もすごく兄さんがこんなに頼りがいのある人なんてと思いました」

			「当時はって……今は違うのですか？　アミィさんのお兄さんは、アミィさんと両親が残したこの店のために尽力していたんですよね」

			「はい。兄の体格が良くなり、各国で勇者が輩(はい)出(しゆつ)され始めると非難する声が徐々に減っていきました。そろそろ、兄も体を鍛えるのは一度止めて、一緒にお菓子作りしようと誘ったんですが、断られてしまったんです」

			「わからないな。今は新作のケーキを作って自慢げに試食に出すくらいなのに、お菓子作りを拒否するなんて」

			　先程のマッスルパティシエである、アンドレイさんはケーキ屋を楽しそうにやっているように見えた。

			　当時はそんなに乗り気ではなかったなんて話でもないだろう。

			　もともと、パティシエを目指す妹と両親が残した店を守るために体を鍛え始めたと言っていたし。

			　だったら何があったんだと思い、アミィさんの返しを聞く。

			「『菓子を作るためには強(きよう)靱(じん)な肉体が必要。俺にはまだまだ足りない』と言い出しまして……」

			「は、はぁ。確かにお菓子作りって大変ですよね。それをまとめて作るならなお体力がいるでしょうし」

			　セシリアがアンドレイさんをフォローしているが、俺は首を傾げてしまう。

			　お菓子を作りながら筋トレすればいいのではと思ってしまう。

			「確かにお菓子作りは大変ですが、私の記憶に残っている両親よりも兄の体格はがっしりしていたんです。ですからもう、大丈夫じゃないかと言ったのですが……聞き入れてもらえず」

			　アミィさんはがっくりと肩を落としている。

			　セシリアも何ともいえないといった感じだ。

			　筋トレが楽しくなってしまったのか、それとも菓子作りに対するこだわりと情熱が彼を動かしたのか。

			「しまいには『良い材料は自分で手に入れないとならない』と言い出してギルドに登録までして辺境でしか手に入らないような材料を取りに行くし」

			「もはや完全にパティシエの仕事から遠ざかっている行動をとっているじゃないか」

			　そういうことはギルドに依頼すれば、冒険者が依頼を受けて、取ってきてくれるだろうに。

			　なぜ、自ら危険な場所に行って材料を入手しに行くんだ。

			「ちなみにお兄様のギルドランクはどれくらいなのですか？」

			「確か……一月前に良質なブラックベリーがたくさん実っている場所があるという情報を聞き付けて、ギルドを通して出かけた時は『Ｃランク級の魔物の生息地か、腕がなるな』と言っていたのでＣランクかと……」

			「いや……どうだろうな」

			　俺は腕組みをして、ギルドの依頼書を思い出す。

			　生息地になっている場所はそのランクの魔物が多く、群れのボスのランクが高いパターンがある。

			　従って、生息地になっている場所はパーティーを組んで行くのが定石だ。

			　しかし、アンドレイさんがソロで活動しているとしたら。

			「Ｂランク……俺と同じランクかもしれない」

			　そう言うと、なんだか妙な気分になるな。

			　世間では俺とあのマッスルパティシエの実力は同じということになるわけだ。

			　襲われたら勝てる気がしないんだが……そもそも襲われるわけがないか。

			　変な想像は駄目だ、吐き気を催してしまう。

			　今日はセシリアとの素晴らしいデートの日なのだから、良い思い出だけ残したい。

			「まさか兄さんがそんなに強かったなんて。あの身体は見せかけだけじゃなかったんだ……」

			「いや、あの肉体は本物だろう」

			　エプロンの隙間から見えるがっしりした筋肉は、たくさんトレーニングをしたことを物語っていたぞ。

			「兄さんが理想に近い身体を手に入れたというのは本当だったんですね。なんだか安心しました」

			　兄のことで今まで悩んでいたのだろう、胸を撫(な)で下ろしている。

			　たった一人の肉親だもんな、心配もするか。

			「でも、あの身体ならパティシエの仕事も結構はかどるだろ。体力使うってさっき言っていたし」

			「いいえ。兄さんはまだまだですよ。だってケーキ作りをしてからまだ日が浅いですから」

			「え……？」

			　今衝撃的な言葉を聞いた気がする。

			　セシリアもよくわからないといった感じの表情だ。

			「身体を鍛えるのに夢中になりすぎて本筋を見失ったみたいで……。実はこの店のお菓子は半分以上私が作っているんですよ」

			「では、お兄様は普段厨(ちゆう)房(ぼう)では何を？」

			「今日みたいに試作品という名の修業か、次の日の仕込みです」

			　言っちゃ悪いので言わないが、いろいろ遠回りしすぎだろ。

			　ある程度筋肉がついたらパティシエの修業に切り替えれば良かったのではないだろうか。

			　最初のシリアスはどこにいってしまったのだろうか。

			「はっ！」

			「どうかしましたか？」

			　話が一段落つき、見つけたデート中のデュークの存在を思い出した。

			　このままではいつも通りの、面白おかしい会話をして終わりのパターンになってしまう。

			　それを回避しなければならないわけで……デュークには悪いが協力してもらおう、無許可で。

			「セシリア、そろそろ場所を移動しないか？」

			「そうですね。アミィさんもお店の業務があるでしょうし」

			　セシリアも店を出ることに賛成みたいだ。

			　立ち上がってお金を払い、店を出ようとした所、アミィさんに引き止められた。

			「あの……またのご来店をお待ちしています」

			　客が帰る時にする定番の挨(あい)拶(さつ)。

			　アミィさんの明るい声を聞き、俺とセシリアはまた来ますと返して店を出た。

			「さて、どこに行きましょうか。ヨウキさん、何か予定を立てていたのなら付き合いますよ」

			　これは試されているのだろうか。

			　可愛らしく語尾に音符がついていそうな口調で言ってきたぞ。

			　先程のケーキで機嫌がいいのかもしれない。

			　これはガチでデートコースを失敗出来ないな。俺がどうエスコートするかによって、今日良い思い出になるかどうかが決まってしまう。

			「ああ、任せてくれ」

			　完全に他力本願な俺のデートが始まる。

			　俺はセシリアの横を歩きながらそう思った。

			　早速、ケーキ屋から出て、嗅(きゆう)覚(かく)を強化し、デュークとイレーネさんを探す。

			　どこに行くんですかというセシリアの質問をはぐらかしてだ。

			　正直はぐらかすのは気が引けたが、決まっていないのでどうすることも出来ない。

			「馬車で移動することが多いですから、たまには、こうやって町中を歩くのも悪くありませんね」

			　セシリアの元気そうな言葉が痛いな。

			　笑顔で俺の時間稼ぎの会話をしてくれて……ノープランなデートだというのに非常に申し訳ない気持ちになる。

			「ははは、そう？　俺はいつも歩いて移動しているからわからないかも。ごく稀(まれ)に飛んで移動する時はすかっとするけど……」

			　話題に乗って軽いボケをすると、セシリアが本気にしたのか眉を動かし、俺の腕を両手でがっしりと掴む。

			「ヨウキさん、少しお話をしましょうか」

			「じょ、冗談だよ……」

			　場を和(なご)ませようとしたのだが、逆効果だったようだ。セシリアは俺が魔族化するのがお気にめさないらしい。

			　俺も滅多なことではしないが……なるべく人としての生活をしてほしいみたいだ。

			　魔王城で俺が葛(かつ)藤(とう)していたことを知っているからこそ、心配してくれているんだろう。

			　俺はそんな優しさにも惹(ひ)かれているからな。

			　だからこそ、セシリアとの好感度を上げるためにこのデートは失敗出来ない。

			　デューク達を見つけて作戦を実行しないとな。まあ、作戦といってもやることは至って単純だ。

			　デュークのデートプランをパクる、それだけだ。

			　フォローは完(かん)璧(ぺき)、どんな事態でも収(しゆう)拾(しゆう)をつけるあのデュークが考えたデートプランなら絶対に間違いはないはずだ。

			　偶然を装(よそお)って会ってダブルデートに持ち込むことも考えたが却下した。

			　ダブルデートでもデュークの意見に従えば、様々な良いデートスポットに行けるだろう。

			　しかし、それでは何の案も出せなかった俺の印象が薄くなることは確定する。

			　それにイレーネさんもデュークと二人きりが良いだろうし、邪魔はしたくない。ただデュークがどんな場所をデートコースにしているのかを見て、似たような場所に行く。

			　名付けて尾行デート作戦だ……我ながら最低だとは思う、しかし俺は止めない。

			　笑える冗談を交えながら、セシリアと会話しつつ、嗅(きゆう)覚(かく)を頼りにデューク達に接近していく。

			　デューク達の姿を目視出来るくらいまで近づくと、ちょうどどこかの店に入ろうとしていた時だった。

			　内心でラッキーと思い、入っていった店の看板を見る。

			　そこには『モヒジイの薬屋』と書かれていた。

			「何だと……？」

			　驚きすぎて、つい思ったことを口にしてしまった。

			「どうかしましたか、ヨウキさん？」

			「いや、何でもない」

			　平静を装(よそお)ってごまかすが、頭の中はクエスチョンマークでいっぱいだ。

			　デートで薬屋って聞いたことがないぞ。

			　どちらかが怪(け)我(が)したとかならありえる。

			　しかし、イレーネさんは笑顔で店に入っていくのが見えたので、怪(け)我(が)なんてしているようには見えなかった。

			　全身鎧兜のデュークは論外だ。

			　ならなぜ？　と思うが、まったくわからない。

			　それよりも、これでは俺の作戦は失敗になってしまう。まさか、セシリアを薬屋に連れていくわけにもいかないし……。

			「あっ！　ヨウキさん、ここに入って見ませんか？」

			　どうしようか悩んでいた所で、セシリアからの救いの手が差し延べられた。

			「ああ……ってここ？」

			　セシリアが勧めてきたのは、貴族が通うような高級ブティックではなく、庶民の服や貴族の着ていた古着が売っている服屋だった。

			「はい。以前ヨウキさんにアクセサリーを頂いたので今度は私が御礼をしようと思いまして。ヨウキさんさえ良ければ私が何着か選んであげようかなと」

			「まじで!?」

			　ギルドの依頼で着ていく冒険者の服以外、普段着はあまり持っていなかったから助かるな。

			　最近唯一自分で選んで買った服はもうお蔵入りになってしまったし。

			　セシリアなら古着でもお洒落(しやれ)な服を選んでくれるだろう。

			「じゃあ、お願いしようかな」

			「任せてください。絶対にヨウキさんに損はさせませんから！」

			「あ、ありがと……」

			　セシリアが俺の両手を掴んで……って顔が近い。

			　これはこれで嬉しいんだが、セシリアからただならぬ気迫を感じるのは気のせいだろうか。

			　俺の服選びをしてくれるのはありがたいんだけど、目がマジなんだよな……。

			　そんなセシリアに腕を絡められつつも、半分引きずられるように服屋に連行された。

			　俺の心中は喜び半分戸惑い半分の割合である。

			「ヨウキさんはちょっと個性的な感覚を持っているみたいですから……私がヨウキさんに合ったスタンダードな服を選んでみせます！」

			「なあ、それって遠回しに俺のセンスが悪いっていうことじゃ……」

			「いえいえ、そういう意味じゃありませんよ。ただ個性的なだけですから」

			　笑顔で言われるとツッコミようがなくなるなぁ。

			　セシリアなりに気を遣ってくれているのだろう。

			　自分でもセンスないって自覚はあるし。

			　俺が自由に服を選んだら、第二、第三の黒歴史が生まれる可能性も考えられるからな。

			「あはは……まあ、よろしく頼むわ」

			　そんな感じでセシリアによる俺の服選びが始まった。何着かセシリアが候(こう)補(ほ)となる服を持ってきて、俺が試着していく。

			　ある程度、俺の好みにあった服装を考えてくれているようで、流行りだけを重視して選んでいるわけではないようだった。

			　セシリアが選んでいる合間に俺が一人で歩き回り服を見ていると、多少厨(ちゆう)二(に)っぽい服に目がいき、手にとってみる。

			「うーむ……駄目だとはわかっていてもつい見入ってしまう。これが厨(ちゆう)二(に)病の性ってやつか」

			「さ、さあこの服なんてどうですか。ヨウキさんに似合うと思いますよ？」

			　俺が自分の治らない病について歎いていると、すぐにセシリアに服を渡された。

			「ありがと。じゃあ試着してくる」

			　こういったやり取りを繰り返して試着した結果、セシリアが三着ほど厳選して購入することに。

			　会計時に自分で払うと言ったのだが、御礼ですからと押し切られてしまった。

			　ちなみに買った服の中の一着を着て、店の外に出た。着てきた服より、セシリアが選んでくれた服の方がお洒落(しやれ)だと思ったからだ。

			「いや～俺だけ服選んでプレゼントまでしてもらったのは嬉しいんだけど、セシリアは服いいの？」

			　こんな古着屋で買える服を着ないだろうから、セシリアが望むならブティックに足を運ぼうと思うのだが。

			「はい、私は結構服を持っていますし。ソフィアさんが私に合った服を仕立ててくれるので」

			「あ、そうなんだ」

			　流石(さすが)はお嬢様だなと思ってしまう。

			　セシリアの服はソフィアさんが仕立てていたのか。

			　あの人何でも出来るんだな。

			　メイド長の肩書きは伊(だ)達(て)ではないということか。

			「さあ、次はどこに行きますか？」

			「次？　ああ、次ね。えーっと……こっちかな」

			　考えてみたらノープランデートの真っ最中だったっけ。

			　やばい、今回は偶然場を乗り切ることが出来たが二度も奇跡は起きないぞ。

			　さっきのは何か事情があったはずだ。

			　もう一度デュークを付けてみよう。

			　強化した嗅(きゆう)覚(かく)を頼りに二人の居場所を割り出し向かう。

			　二人の姿が見えた頃には、ちょうどどこかの建物に入っていくところだった。

			「今度こそっ……」

			　セシリアに聞こえないよう、小声で呟(つぶや)き建物の看板を見ると、『アルバート流剣術道場』と書かれている。

			「嘘だろぉぉぉぉぉ!?」

			　俺は地面に崩れ落ちた。

			　確かに二人共騎士だけど、よりにもよってデート時にまで剣術の特訓とか。

			　そんなに剣が好きなのか、二人共。

			「どうかしましたか、ヨウキさん。いきなり大声を出して……何かあったんですか？」

			「あ、ごめんごめん。ちょっと思い出しへこみをしただけ」

			　苦しすぎる言い訳をして地面から立ち上がる。

			　剣術道場とはまたしても参考にならない場所に行ったな。

			　このピンチな状況をどう覆(くつがえ)すか。

			　周りを見渡して良い店はないかと探す。

			「もしかして、道に迷ったんですか？」

			「いや、そんなことないよ」

			　先程と今の行動を含めて道に迷ったのかと勘違いされてしまった。

			　こうなったら適当な店に入るしかないか。

			「あっ、ヨウキさん。少しだけこの店に寄っていっていいですか？」

			　また悩んでいるタイミングでセシリアが入る店を提案してくれた。

			　セシリアの視線の先を追うといろんな種類の花を置いている建物がある。

			「花屋か、いいよ」

			「では入りましょうか」

			　心の中で助かったと思い、セシリアに続いて花屋に入った。

			　外にも花があったが、店内にはそれ以上の花がある。俺は花の種類に詳しいわけではないので、物珍しさにキョロキョロしてしまう。

			「最近、シークくんに花について教えてもらっているんですよ。料理に使えたり、お茶に使えたりする花とか」

			「あー、あいつ、そういうのが得意分野だからな」

			　シークは植物関係全般の知識を持っているので、花のことも相当知っているはずだ。

			「屋敷の庭師の方と対等で会話していたのを発見しまして、私も会話に加わるとシークくんがいろんな知識を披露してくれたんですよ。庭師の方が知らない知識もあったみたいで、それ以来、二人共仲良しになったみたいです」

			「庭師の人には悪いことしたかと思ったけど、心の広い人で助かったな……」

			　雇い主の娘の前で子どもに面目を潰されたわけだからな。

			　まあ、セシリアはそんなこと気にしないだろうけど。

			「むしろ感謝しているみたいですよ。仕事をしていく上で必要な知識を学ぶことが出来たと言っていましたから」

			「ならいいんだけどさ。シークが少しでも屋敷に溶け込めているみたいで安心したよ」

			「もう完全に溶け込んでいますから大丈夫ですよ。もちろんハピネスちゃんも」

			　ハピネスの方は他にも心配な要素があるんだけどな……まあ、今はいいか。

			「なら安心だな。じゃあ、シークから教わったっていう知識を披露してもらおうかな」

			「ふふ、任せてください」

			　俺が名も知らぬ花を指差しては名前やちょっとした解説、どのような用途があるかを教えてもらった。

			　そんな俺達を店主の女の子が羨(うらや)ましそうに見ていた。彼女からはイチャついているカップルにでも見えたのだろうか。

			　そう見えていたなら俺としてはかなり嬉しいことなんだがな。

			　見て回るだけで帰るのは忍びないので、俺とセシリアが気に入った花を数本買って店を出た。

			「いやー、花ってただ見るだけの物じゃないんだな。貴重なことを知れたわ」

			「全部シークくんから教えてもらったことなんですけどね」

			　二人で談笑しながら店を出て歩く。

			　気分が良いのか、笑いが絶えない気がする。

			　ノープランデートが怖いぐらい順調なので、俺は内心ひやひやしているが。

			　解散するにはまだ早い時間帯だし、後もう一押しあれば今日が最高の思い出になるかもしれない。

			　三度目の正直だと勝手にデュークを信じて、セシリアを連れデューク達の下へ向かった。

			　町の中心から離れて、デューク達に近づいていく程、店が減っていく。

			　いったいデュークはどこに向かっているのだろうか。

			　セシリアからも俺がどこに行こうとしているのか、わからないらしくさっきから質問攻めにされている。

			　話を逸らすのも限界だと感じ始めた頃、ようやくデューク達の姿が見えた。

			「あれは……デュークさんでしょうか。女性の方と一緒にいるみたいですが」

			　周りに人気があまりないので、セシリアにもデューク達が見えてしまった。

			　ごまかすのは後にして、今はデューク達の目的地である場所を知らないと。

			　でかい横文字で書かれた看板を見ると施設の名前がわかった。

			「やぶさめ場……!?」

			　なんで町の中心から離れているとはいえ、こんな施設があるんだよ。

			　そもそもデート中に来るような所じゃないだろ！

			　ここから見る限り、イレーネさんはルンルン気分で施設の中に入っていったけどさ。

			　本当にあの二人デート中なのか疑うぞ。

			「デュークさん、女性の方と入っていきましたね。挨(あい)拶(さつ)しようと思いましたが……女性の方が楽しそうにしていましたし、お邪魔になっちゃいそうですから止めますか」

			「あ、うん、そうだね。空気って読むの大事だから……」

			「では、私達も行きますか。目的地はこの先なんですよね？」

			　セシリアに質問され、背中に冷や汗をダラダラと流す俺。

			　先程は偶然に助けられたが、今回はそうもいかない。周りにまったく店がないのだ。引き返すのも不自然だし、正直に白状するか奇跡を信じて先に進むか。

			「あー、聖母様だー」

			　俺が究極の二択を強いられていると少年の無邪気な声が聞こえた。

			　声の主である少年がセシリアに向かって走ってきてそのまま抱き着いた。

			　その少年を皮切りに、少年、少女がセシリアの下に集まる。

			　セシリアが苦笑いを浮かべ、俺が困惑していると神父服を着た老人が息を荒らげて走ってきた。

			「これ、お前達、勝手に、走っていっては、駄目じゃ、ないか」

			　息切れしながらの注意は少年少女には届かないようで、セシリアを中心に群れたままである。

			「あの、貴方(あなた)はセシリアの知り合いでしょうか？　俺はヨウキと言いまして彼女の……友人、なんですが」

			　友人の部分は少し声が小さくなった。

			　神父が俺の存在に気づいたようで、息が整うまで待ってから自己紹介を始めた。

			「どうも、お待たせしました。私はダバテと申しまして孤児院を経営している者です。セシリア様の友人の方ですか。セシリア様には慈(じ)善(ぜん)活動で孤児院に訪れてもらっていまして」

			「なるほど、慈(じ)善(ぜん)活動で」

			　僧(そう)侶(りよ)としての活動だろう。セシリアもいろいろな仕事をしているんだな。

			　いまだに子ども達の中心にいるセシリアを見て、好かれていることが窺える。

			「セシリア様は孤児院でたくさんの子ども達の相手をしてくれたり、勉強を教えてくださったりと……私も頭が上がらない状態なのです」

			「はぁ、それであの状態っていうわけか。孤児院はこの辺りに？」

			「はい。今日はみんなで買い物をしてきた帰りでして……この先に孤児院があるのです」

			　この情報を聞き、俺に起死回生の妙案が浮かんだ。

			「へー、この人数での買い物なら荷物も多いですよね。子ども達はセシリアに夢中だし、一度ああなってしまっては離れるのも難しいでしょう。どうでしょうか、俺とセシリアで孤児院に少しの間お邪魔しても？」

			「えっと、私も子ども達もそれは大歓迎ですが、よろしいのですか？」

			　セシリアの様子を見る限り大丈夫だろう。

			　俺もシークで子ども慣れしているので問題ないし。

			　目的地がなかった俺にとっては願ったり叶(かな)ったりな状況なのだ。

			「はい、行きましょう。あ、荷物俺が持ちますんで」

			　俺は神父さんが背負っていた大荷物を持ち、孤児院まで歩き出す。

			「すみません、ではお願いします。……おーい、今日はセシリア様が来てくださるそうだから続きは院に着いてからにしなさーい」

			「やったー、今日聖母様といれるんだ！」

			「行きましょう、聖母様」

			「あの、私聞いてないんですが……ヨウキさーん！」

			　後ろからセシリアの戸惑いの声が聞こえるが、子ども達の手前で説明したくないので手を重ねてごめんと謝り、再び歩き出した。

			　……そういえばなんで子ども達はセシリアのこと聖母様って呼んでいるんだろう。

			　おそらく二つ名だろうが、後でセシリアに聞いてみよう。

			　孤児院までの道中、セシリアは子ども達に引っ張りだこ状態。

			　荷物を背負って歩いている俺には誰も寄ってこないという現実が襲う。

			「セシリア、大人気ですね」

			「はい。すみません。荷物を運んでもらっているというのに……あの子達は」

			「ははは……気にしないでください。子どもは元気なのは健康な証拠ですよ」

			　ダバテさんだけが俺の味方です。ここは大人としてさわやかな笑顔で受け答えしないと。

			「聖母様ー。僕大きくなったら聖母様と結婚するー」

			「ふふふ、もう、そんな言葉をどこで覚えたのですか」

			　後ろを歩くセシリアと子ども達の会話が聞こえる。どうやら、孤児院にはませたガキもいるらしい。

			　まあ、小さい子どもが世話をしてくれているお姉さんにあこがれる気持ちもわかるが。

			「ヨウキ様。どうかされましたか」

			「え、特になにもありませんよ」

			「そうですか。私も仕事柄いろいろな悩みを持った方々の話を聞いていますので、今、ヨウキ様が複雑な感情を抱いているような表情をしていたような……」

			「ははは。気のせいですよ。気のせい」

			　まさか俺が子ども相手に対抗心を燃やすわけないじゃないか。

			　ないない……うん、ないはずだ。

			　葛(かつ)藤(とう)をしていると悩みがあるならいつでも相談にのりますよと言われてしまった。

			　まあ、そんなこともありつつ、無事に孤児院に着いたわけだが。

			「聖母様、こっちー」

			「えーこっちだよ、聖母様ー」

			「……」

			　ダバテさんは買ってきた物を整理するために孤児院へ行ってしまった。

			　子ども達は全員セシリアの方へ行っているし……暇だ。

			「お兄ちゃん、力持ちだね」

			「んー？」

			　女の子がいつの間にか俺の下へよってきていた。

			　おもわず間抜けな返事をしてしまう。

			「神父様すごく重そうに持ってた荷物、ひょいって持ってたの。ひょいって」

			　無邪気な笑顔を向け、すごく興奮した様子で話しかけてくる。

			　そんなに珍しいことをしたわけではないのだが、せっかく寄ってきてくれたのだから、サービスでもしてやろう。

			　その場で軽く宙返りして着地する。普通なら何やってんのこいつ的な視線を向けられるが。

			「お兄ちゃん、すごいすごい」

			　女の子は拍手をするほど、喜んでくれた。

			　ふむ、悪い気はしないな。

			「ヨウキさん、何しているんですか？」

			「あ、セシリア。ちょっとしたサービスみたいなことをしていたんだ」

			「そうですか。では、こちらの子ども達にも見せてもらってもいいですか」

			「よし、やってやろうじゃないか」

			　宙返りにバック転をやるだけで歓声があがる。

			　調子にのって、魔法を空に向かって打ち上げたら、セシリアに怒られてしまった。

			　子ども達はすごく喜んでいたけど。

			　遊びすぎて時間を忘れてしまったのは、まずかったかな。

			　子ども達は遊び疲れて寝てしまい、俺とセシリアは夕食をご馳走してもらった。

			「すみません、こんな遅くまでいて……」

			「いえいえ。子ども達も楽しそうにしていましたし、私も助かりました。是非ともまたいらしてください」

			　ダバテさんに見送られ、俺とセシリアは孤児院をあとにする。

			　セシリアを屋敷まで送っていく帰り道で、今日は良い思い出が出来たと確信している俺がいた。

			「今日はとても楽しかったですね」

			「ああ、うん」

			「ですが、ヨウキさんの立てていた予定がだいぶ崩れてしまったと思うんですが、大丈夫でしたか？」

			「大丈夫だよ。服も選んでもらったし、花屋でも面白い話を聞けたし。孤児院もなかなかだったな」

			「ダバテ神父もまた来てほしいと言ってくれていましたね」

			　そういえば、孤児院の子ども達がセシリアのことを聖母様って呼んでいたっけ。

			　遊ぶのに夢中になりすぎて理由を聞くのを忘れていたな。

			　もう屋敷に着きそうだし、最後に聞いてみるかな。

			「なあ、子ども達がセシリアのこと聖母様って呼んで……」

			「ヨウキさん、世の中には知らない方が良いこともあるんですよ？　あと知られたくないことも……ね」

			　今まで見てきた中で一番の笑顔なんだが……目が笑っていない。

			　どうやらセシリアにとって聖母様はタブーらしい。

			　何があったのかわからないが、深く追求するのは止めた方がよさそうだ。

			「それでは失礼します。送って頂きありがとうございました。気をつけて帰ってくださいね」

			「ああ、それじゃあ、また今度……」

			　最終的に何とも言えない空気で別れてしまった。

			　最後の最後でやらかした気がする。

			　総合的には今日のデートは上手くいったのだが、偶然が重なりすぎな気がする。

			「とりあえず、デュークにデートの結果を報告してみよう。あと、あいつのデートコースについても聞かないとな」

			　今日はいろいろと面白かったり、楽しかったり、謎(なぞ)だったりと忙しい日だった。何だかんだで思い出には残る一日になったので結果オーライだな。

			　満足感たっぷりで帰路につく俺だった。

		

	
		
			　

			第４話　デートの秘密を知ってみた

			　

			　ノープランデートの翌日。デュークのデートがどうもひっかかるので、昼休みを見計らい騎士団本部に突撃してみた。

			「という訳で聞きたいことがある」

			「訳ってどういう訳っすか。……まあ、内容はなんとなくわかるんでいいっすよ。とりあえず俺の部屋に行くっす」

			　首で合図をしてついて来るように促され、デュークの後を追う。

			　部屋に着いたら昨日のデートについて言及するつもりだ。

			　俺にはデートだと断言していたくせに、実際は二人で訓練していただけだろうと。

			　そして、俺は一人でノープランながらデートを成功させたのだと言ってやるのだ。

			　そんな黒いことを心の中で思い浮かべて、デュークの部屋に入った。

			「とりあえず、隊長の聞きたいことを聞くっすよ。だいたい質問してくる内容はわかっているっすけど」

			　部屋のソファーにどっしりと座り、余裕の態度を表すデューク。

			　今まで、立場上は上でも大人としてはかなり下な俺だったが……今に見てろよ、その鼻っ柱をへし折ってやるからな。

			「昨日お前とケーキ食べたよな」

			「食べたっすね」

			「その後、デートに行くってことで相談したのにお前、相談に乗らずに帰ったよな」

			「ああ、帰ったっすね。俺も用事があったんで……それでデートはどんな感じだったっすか？」

			　多少興味がある感じで聞いてきた。

			　偶然とはいえ、良い感じでデートを終えることが出来たと自負している俺は自信満々で結果を報告する。

			「そりゃあもう、大成功だったぜ。正直不安だったんだけど、行く先行く先でセシリアの笑顔が見れたからな」

			　今思い出しても昨日のセシリアは楽しそうな表情をしていた。

			　俺自身も楽しかったので、お互いに満足出来たデートだったのだ。

			　そう思えるからこそ、こうやって自慢話のように話せるんだろう。

			　鏡を見なくてもわかる、昨日のことを話している俺の顔がにやついているということが。

			「成功したんすか。いやぁ、良かったっすよ。こっちも苦労したかいがあったってもんすね」

			　俺の肩を叩いて祝福してくれているみたいだが……今奇妙なことを言っていたような気がするな。

			「なあ、今の苦労したかいがあったってどういう意味だ？」

			「ああ、それはっすね。ぶっちゃけると隊長のデートコースって俺が仕組んだんすよ」

			「……は？」

			　俺はデュークの言葉の意味がわからず、間抜けな声を出してしまう。

			「いやだから、隊長、セシリアさんとのデートで古着屋、花屋、孤児院の順番で回ったんすよね」

			「待て待て、なんでデュークが俺とセシリアがデートで行った所を知っているんだ。しかも、順番まで合ってるし！」

			　冷静になれていない頭では俺の身に起こったことを整理しきれないな。

			　しかし、デュークは状況を理解しきれていない俺を無視して話を続行する。

			「いや、だから俺がそこに行くように誘導したんすよ」

			「どうやってだよ!?」

			　古着屋も花屋も孤児院も偶然近くにあって入っただけだ。

			　入りたいと言ったのもセシリアだし、孤児院なんて院長と子ども達に会ったから行くことになったのだ。

			　もし、院長達が出かけていなかったら会えなかったわけで……偶然としか言えないはずだ。

			「隊長とセシリアさんの性格を考慮した作戦を俺なりに考えてみたっすよ」

			「だから、その作戦とやらを聞かせろ！」

			「せっかちっすねぇ……んーと、順を追って説明するっす。まず、俺と隊長が別れた後のことからっすね」

			「たいして相談に乗りもせずに帰っただけだろ」

			　聞かなくても充分思い出せるな。

			　あの時どうしようかと思ってひやひやしたこともな。

			「まったく……俺は別れた後隊長のために走り回ったっていうのに酷(ひど)い言いようっすね。どれだけ大変だったと思ってるんすか!?」

			　俺の言葉がカンに障(さわ)ってしまったのか、デュークは少し声を荒らげる。

			「……そんないきなりキレられてもな。俺知らないし」

			　逆ギレしてきたデュークにたじたじになってしまう。普段なら反論するが、俺のためというワードが引っ掛かり強気に出られずに萎(い)縮(しゆく)してしまう。

			「いいっすか!?　別れた後、俺は隊長のためにまず、セシリアさんが好きそうなデートスポットを調べたんすよ。んでもって調べた情報を元にある計画を実行することにしたっす」

			「計画ってどんな？」

			「隊長にわざと尾行させてデートスポットに誘導させる作戦っすよ」

			「なっ……」

			　俺は驚きと同時に激しく動揺した。

			　偶然だなんだと思っていたが、俺はデュークの手の平の上だったというのだろうか。

			「いや、でもデュークの計画って穴が多すぎだったんじゃないのか？」

			　俺が尾行しようとしなかったり、セシリアが店に入ろうとしなかったりと不確定要素があったはずだ。

			　結果的に成功してしまっているのだが、納得出来ない。

			「確かにある程度賭けだった部分はあるっすけどね。でも、さっきも言ったっすけど、二人の性格を考慮したら、そこまで作戦の大事な部分は失敗しないと思ったんすよね。どうせ隊長のことだから、切羽詰まった状況で俺がデートしているの見かけたら、参考にしようとか思って追ってくるだろうと簡単に考えられたっすよ」

			「なんだ、デュークは俺が単純で人任せな思考しか働かせないとでも？」

			「実際に俺達のこと尾行してきたじゃないっすか。言い訳出来ないと思うっすよ」

			　デュークの言い分はもっともなので反論が出来ない。あの時はかなり焦りもあったからな。

			　その辺もデュークは計算していたんだろうか。

			　元部下ながら恐ろしい奴だ。

			　思えば長年の付き合いだし、俺の行動がよめるってのもそこまで不思議じゃないか。

			　だったら別の方向性の質問をぶつけてみよう。

			「セシリアの性格を考えたってのはどういうことだ。さっき話していたくせに説明に入っていなかったぞ」

			「ああ、そのことっすか。セシリアさんは隊長より、空気が読めるっすから、もし隊長がダブルデートに持ち込もうとしたら、阻(そ)止(し)してくれるだろうと思ってたんすよ。あと、俺らを見かけても邪魔しないようにとか考えてくれて近くの店に入ってくれると思ったっすよ」

			「お前は何者なんだよ！」

			　確かに昨日、デューク達を見かけたものの、セシリアは気を使って接触しようとはせずに周りを見渡した結果、花屋を見つけんだったな。

			　だんだんデュークが怖くなってきたが、話は終わらない。

			　尾行していた道のりで孤児院の院長や子ども達に会ったのも、もちろん偶然ではなかった。

			　デュークがセシリアの慈(じ)善(ぜん)活動の情報をキャッチし、出かける予定だった孤児院を探したのだそうな。

			「もし、どこの孤児院も出かける予定がなかったらどうするつもりだったんだ？」

			「その時はそれとなく、外に出るように仕向けていたかもしれないっすね」

			「お前いくらなんでもそれはやりすぎだろ」

			「冗談すよ」

			　兜の中から笑い声が聞こえる。

			　笑うところがあったか？

			　デュークの笑いのツボはわからないな。

			　それとも、笑いではぐらかしたのか。

			　デュークなら充分ありえる。

			　それよりも、こいつのやることは怖いな。

			　まさか、俺とセシリアのデートが全部計算した上でのことだったとは。

			「でもよ、デューク。お前イレーネさんのこと考えたら酷(ひど)いことしたんじゃないのか。俺とセシリアのデートスポットを誘導するために薬屋やら道場やら行ったんだろ？」

			　いくら俺のためとはいえ、他者を利用するのはどうかと思う。

			　イレーネさんだって、デュークと本気でデートを楽しみたかったのだろうし、行きたかった場所があったろうに。

			「……何言ってんすか隊長。俺が隊長のためにイレーネをわざとデートに合わない場所に連れて行ったと思ってるんすか。そんなことするわけないじゃないっすか！」

			「だっ、だったら何であんなデートに合わなそうな場所に行ったんだよ。俺とセシリアのデートスポットに合わせて適当な店に入ったんじゃないのか」

			　今日のデュークはいつもと違って熱い。

			　反論するも、腰が完全に引けているんだが。

			　そんな俺を見てからか、それとも反論のせいか。

			　ため息をつかれてしまった。

			「イレーネはエルフっすから薬には詳しくて、趣味で調合とかもやってるらしいっす。それで、俺もシークの影響で少なからず知識があったんで薬の効力とかの話を聞いてたっすよ」

			「花屋で俺がセシリアの話を聞いていたことと同じことか……」

			　相手の趣味の話を聞くって点ではなんら変わらないことだな。

			　薬か花かの違いじゃないか。

			「アルバート流剣術道場では他の道場との合同試合があったんで、それを見に行ってたんすよ」

			「なるほど……」

			　前世でいうスポーツ観戦てやつだな。

			　デートコースとしては間違ってはいない。

			「最後に二人でやぶさめをして得点を競いあったっすよ」

			「……ゲーム感覚だよなぁ」

			　デュークのデートを前世風にまとめてみると。

			　相手の趣味に合わせた店に行き、スポーツ観戦をして、ゲームセンターに寄って帰ったってことか。

			　……普通にデートとしてカウントされるな、これ。

			「その顔は納得出来たって顔っすね」

			「……まあ、な」

			　言い返すことが出来ないのが悔しいが、デートとしては間違ってはいないのだから仕方ない。

			「なら良かったっす。じゃあ、今回のことで俺が伝えたいことがあるんで言うっすよ」

			「伝えたいこと？」

			「そうっす。隊長が今後もデートコースに困らないようにアドバイスをするっすよ」

			「確かに、またデュークに頼むのも悪いしな」

			　いつまでもデュークにおんぶにだっこじゃ大人として駄目だと思う。

			　第一全部デュークの言う通りにして、俺の恋愛が成(じよう)就(じゆ)したって嬉しくないし。

			　なるべくなら自分の力でセシリアとの恋愛を成功させたい。

			「その辺はわかってるんすね、さすが隊長っす。……で、俺が何を言いたいかっていうと、隊長はもっとセシリアさんを知った方が良いってことっす」

			「セシリアについて？　そんなことデュークに言われなくても理解しようとしてるさ」

			　一目惚れして、ミネルバで再会してからデートや依頼、セシリアの実家にだって行っているんだぞ。

			「甘いっすよ。たぶん、隊長は女の子が好きそうな場所に行けばどうにかなるって思ってるっすよね？　それじゃあ、駄目っすよ」

			「うぐっ……な、何でだ？」

			　図星だったので動揺の声が出てしまった。
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			　しかし、デュークの言うことがわからない。

			　とりあえず、デートの基本的な場所に行けばどうにかなるんじゃないのか。

			「女の子が好きそうな場所じゃなくて、セシリアさんが好きそうな場所に行かないと駄目っすよ」

			「……ああ！」

			「だから、俺はイレーネとのデートを尾行させたんすよ。口で説明するよりも、実際に見てもらった方がいいと思ったんで。隊長から見てイレーネは退屈そうにしてたっすか？」

			「いや、楽しそうにしてた……」

			　心の中で突っ込みつつも、デュークとイレーネさんを尾行しながらデートしていた昨日。

			　イレーネさんはデュークが案内していた場所に着くと、ころころと表情を変えていた気がする。

			　最終的には偽(いつわ)りない笑顔でデュークと一緒に歩いていたのが、印象に残っている。

			「ま、俺のデートが完(かん)璧(ぺき)だったとは言わないっすよ。さっき言ったことも俺の個人の意見すから。でも、もっとセシリアさんのことを知るっていうのは間違ってないと思うっすよ」

			「セシリアのことねぇ……」

			　ストーカーにならない程度に情報を集めてみるか。

			　それが、これからデートする時に役に立つかもしれないし。

			「さて、これで話は終わりっす。あとは隊長が頑張るっすよ。俺はもう、休憩終わるんで仕事に行くっす」

			「ああ、わかった。ありがとな、デューク助かったよ、またな」

			　俺はデュークに別れを告げ、宿に帰った。

			　帰るなり、ガイの目を気にせずベッドにダイブする。

			「俺はもう少ししっかりしないといけないなあ」

			　デート成功は完全にデュークのおかげだ。

			　次回はノープランでも、尾行でもなく、俺がプランを立てなければならない。

			　そのためには様々な努力が必要になりそうだ。

			　恋愛の奥深さを知ることが出来て良かったと思うべきだな。

			　デュークにはしばらく頭が上がらなさそうだ。

		

	
		
			　

			番外編②　飴(あめ)を作ってみた

			　

			「よし、完成だ」

			　一仕事を終えた俺は額の汗を拭う。

			　目の前には俺が作った飴(あめ)細工の花がある。

			　セシリアのホワイトデーのお返しはどうするか、悩んだ末にたどり着いた物がこれだった。

			　バレンタインでは手作りのケーキにクッキーという手の込んでいる物を貰ったのだ。

			　俺もそれなりに手の込んだ物をプレゼントするのが礼儀だろう。

			　まあ、ちゃんと感謝の気持ちというのも忘れずに作業をした。

			　もちろん、お菓子作りなどしたこともない俺には無(む)謀(ぼう)な挑戦だと思われたので……。

			「……うん。良い感じだと思いますよ。私が保証します」

			　行きつけの店のパティシエのアミィさんに頼み込んで作り方を教わった。

			「ありがとう、アミィさんのおかげでなんとか良い形には出来たよ」

			「私は基本を教えただけで、あとはヨウキさんが頑張った結果ですよ」

			　そう言ってくれるアミィさんだが、俺がここまでの物を作るのに、だいぶ苦戦をした。

			　その度にアミィさんにアドバイスをしてもらい、ようやく良い物が出来たのだ。

			「本当に助かった。でも迷惑だったよな。店の閉店後に一週間通って作り方を教えてくれて、練習にまで付きあわせて」

			「いえ、ヨウキさんは常連さんですから。こちらとしても人に教えるのは良い経験になりますし。それに兄よりも教えがいがあって楽しかったです」

			　センスの問題もあって最初は頭を抱えていたが、アミィさんの励ましもあって完成したようなものだからな。

			「ははは、ところでマッスルパ……じゃなくてアンドレイさんはまだ作業を？」

			「みたいですね」

			　キッチンの後片付けをしつつ、会話を楽しんでいる俺達とは対照的に無言で飴(あめ)細工に没頭しているマッスルパティシエ。

			　後ろ姿からは並々ならぬオーラのような物を感じる。

			　ギャグキャラだと今まで思っていたが、キッチンに立つとここまで印象が変わるのか。

			　どんな出来の物に仕上げるのかはわからないが、素人(しろうと)に毛が生えた程度の俺と違ってすごい物が出来上がるのではないだろうか。

			「さすが、本業の仕事は違うなぁ。貫(かん)禄(ろく)があるというか、何というか」

			「兄はまだパティシエを始めて日が浅いんですけど……。飴(あめ)細工も初めてのはずでヨウキさんと同時進行で教えていたのですが」

			「うむ、出来たぞ！」

			　が片付けをしながら見守る中、ついに完成したみたいだ。

			　俺は急いで駆け寄り、作品の完成度を見る。

			「これは……」

			　まず、一目見てわかった。俺なんかとは比べ物にならない完成度を誇(ほこ)っていることがだ。

			　さすが見習いとはいえ、現役パティシエではあると実感せざるを得ない。

			　モデルとなった物がリアルに、そして忠実に再現されている。

			　美しさも兼ね備えていて、作った本人も満足している様子だ。

			「兄さん、いったいどんな物を……？」

			　俺のリアクション、アンドレイさんの誇(ほこ)らしげな表情を見て気になったようで、アミィさんも小走りでこちらに来て作品を見つめた。

			「どうだ、我が師匠であり最愛の妹よ。素晴らしく美しい……筋肉だろう!!」

			　作業台の上にあった物は、飴(あめ)で作られたムキムキな腕だった。

			　腕を曲げ、上腕二頭筋が盛り上がる瞬間……まるで時間が止まっているかのような、見事な出来栄えである。

			「兄さん……」

			　アミィさんは何を言っていいのかわからないのか、口を開けたまま呆然としている。

			　怒っているのか、呆れているのか……どっちだろうな。

			　良いものが出来たら商品として売ろうかと、俺によく話していたんだけどなぁ。これ……店内に並べたら売れるだろうか？

			　作りは完(かん)璧(ぺき)なのに……無駄に美しいのが腹立つな。

			「うむ。アミィが何も言わない所を見ると、どうやら認めてくれたようだな」

			　腕を組んでうんうんと頷き勝手な解釈をしているマッスルパティシエ。

			　自分の妹をよく見ろ、ただ呆れて言葉も出ないだけみたいだぞ。

			　しかし、そんな状態のアミィさんを無視し、マッスルパティシエは手慣れた様子で自分の飴(あめ)細工にラッピングを施(ほどこ)していく。

			　そして、まだ呆然としているアミィさんにラッピングした物を差し出した。

			「いつもすまないな……これはその礼だ。受け取ってくれ。我が最愛の妹よ」

			　まさかのアミィさんへのプレゼントだった。

			　やり切った感が顔ににじみ出ている。

			　ただ、呆然としていたアミィさんも突然の兄の行動に驚きを隠せないようだ。

			「兄さん……」

			　今、俺は美しい兄妹の絆(きずな)というものの渦中にいる。

			　ただ、ふざけているだけじゃなかったん……いや、違うな。

			　俺は二人の表情を見比べてみる。

			　兄、アンドレイさんはとても満足そうな顔だ。

			　サプライズ成功とでも思っているのだろう。

			　問題は妹のアミィさんだが……うん、ニコニコしているように見えるけど、よく見たら口元引き攣(つ)っているよ。

			　まあ、無理もないよな。

			　初見で呆れてしまった物が自分へのプレゼントだったんだから。

			　というかいつもお世話になっている感謝のためのプレゼントなら、もうちょっとちゃんとした物を渡そうぜ。

			「ぶれなさすぎだろ……」

			　妹にプレゼントを渡せて機嫌の良くなった、脳天気なマッスルパティシエは置いといて、俺は半ば呆れたような口調で呟(つぶや)いた。

			「まあ……兄さんらしいと言えば、兄さんらしいですけどね」

			　アミィさんは苦笑しつつ、渡された筋肉飴(あめ)を見つめている。

			　正確に再現されすぎていて食べるのを躊躇(ためら)うなこれは、外見的な意味で。

			　それにしても、こんなのを渡されてすぐに正気に戻れるとは。

			「それで納得しちゃうんですね」

			「兄妹ですから。長年一緒に暮らしていますし、兄さんがやることにいちいち驚いてなんていたら、お店が大変なことになっていますよ」

			「それもそうだな」

			　二人でその場で笑いあった後、会話しつつ後片付けをした俺はお礼を告げて宿に帰った。

			　もちろん、作った飴(あめ)細工の花は忘れずにだ。

			　部屋に入り、棚の中にラッピングされた飴(あめ)を保管して一息つく。

			　バレンタインでは最終的にセシリアに救われたが、それまでの過程でものすごい虚無感を味わった。

			　幸せを見せつけられるという、思わず血の涙が出そうになる事柄だ。

			　もうあんな思いはしたくないし、させたくない。

			　だから、俺は……。

			「朝一でプレゼントをセシリアに渡しに行くぜっ！」

			　ベッドの上で握り拳を作り、気合いを入れる。

			　迷惑にならない程度の時間にはするが、なるべく早めに行くことにしよう。

			　朝からセシリアの喜ぶ顔と驚く顔が見れるかも……っとこれ以上考えると興奮して眠れなくなりそうだ。

			　一人でドキドキしてしまい、ベッドの上を転がる。

			　すると、部屋の隅から眠たげな声がいきなり聞こえた。

			「む……いったい何の騒ぎだ？」

			「あ、ごめん。起こしたか」

			　先程の気合いを入れるための言葉でガイを起こしてしまった。

			　つい、テンションが上がって大きな声を出してしまったからな。

			「……何かあったわけではないのだな？」

			「ああ、俺がちょっと悶えてただけだから。ぐっすり寝てたんだろ？　悪いことしたな」

			「ふん、すぐに寝直すから別にいいがな。……最近帰るのが遅かったみたいだが、用事が済んだのか？」

			「ああ、まあな。それよりお前は準備したのか？」

			「何をだ？」

			「まさか、知らないのか」

			　惚(とぼ)けたふりをしているわけでもなさそうだし、明日のことを知らなさそうだ。

			　ティールちゃんのことだから、ガイが何かあげなくても一緒にいるだけで良いとか言いそうだが……かわいそうだよなぁ。

			　俺は一応ガイに明日のホワイトデーについて一通りの説明をした。

			「何だと……我輩はそんなイベント知らんぞ。先月、ティールは何も言わずにチョコレートなる物を渡してきたが……我輩は何も用意していないぞ!?」

			「あー、お前それはないわー。貰ってんだから、何か返さないと」

			「だが我輩は何かを買う金もなければ、外に出歩くことも出来んのだぞ！　いったいどうすればいいのだ」

			　こんなにあわてふためいているガイも珍しい。

			　いつも寝てばかりだけど、義理は通す奴だからな。

			　そういうのは許せないんだろう。

			　まあ、相手がティールちゃんというのもあるんだろうけどさ。

			「別に物じゃなくてもいいんじゃね？　お前が用意出来る範囲でのプレゼントをあげればいいだろ」

			「む……」

			　ガイは俺のこの一言によって寝ているのか、考えにふけっているのかわからない状態になってしまった。

			　俺に出来るアドバイスはもうしたので、明日のためにベッドに潜りこんだ。

			　

			「すごいですね、これ本当にヨウキさんが作ったんですか!?」

			「あっはっは。……まあね」

			　セシリアが渡した飴(あめ)細工の花を見て、喜びと驚きの混じった表情をしている。

			　俺は褒(ほ)められた恥ずかしさをごまかすために、誇(ほこ)らしげに笑った。

			　昨日、早く寝たおかげで早く起床することが出来た俺は、予定通り朝一でセシリアの下へ向かった。

			　出迎えてくれたソフィアさんには怪(け)訝(げん)な顔をされたが、セシリアは笑顔で部屋に招き入れてくれたので、気にしない。

			　案内される途中にハピネスとすれ違ったが、俺と一緒にいるセシリアには羨(せん)望(ぼう)の視線を送っていた。そして、俺は一瞬目があったと思ったらすぐに逸らされてしまい、そのままどこかに行ってしまった。

			　いつもなら、短くまとめた悪態をついてくるというのにな。

			　まあ、理由は何となくわかる。

			　状況を知っている者なら誰にでもわかる内容だ。

			　とりあえず、レイヴン早く来いと言ったところだろう。

			　前回のようにプレゼントを持ったまま、お見合い状態になどならなければいいがな。

			　あの距離感が二人にとってはちょうど良いのかもしれないが……見ているこっちからしたらじれったい。

			　デュークの苦労が実るのはいつになるんだろうな。

			　……俺も苦労をかけているから言えた義理じゃないか。

			「食べるのがもったいないくらいですね」

			「バレンタインでセシリアがくれたチョコレートケーキやクッキーに比べたらまだまだだよ」

			「いえいえ、ヨウキさんの飴(あめ)細工の方が素晴らしいですよ」

			「そこまで褒(ほ)めてもらえると照れるな……」

			　お菓子のおかげか、部屋の中が甘い雰囲気になってきた気がする。

			　こんな思いが出来るなんて、一週間頑張ったかいがあったというものだ。

			　いや、打算的な考えはやめよう。

			　もっとシンプルに……ホワイトデー最高！

			　なんて、幸せは長く続かないのが道理というもので。

			「おはよう、セシリア！　ソフィアさんに止められたんだけど、どうしても渡したいものがあって……」

			　ノックもしないで入るからラッキースケベに繋がるのだろう。

			　今はそんなこと関係ないが、俺にとっての邪魔者が入ってきた。

			　開けた瞬間のさわやかな笑顔のまま、フリーズしている。

			　こいつにとっても俺は邪魔者だというわけか。

			　とりあえず今言いたいことを言ってやろう。

			「部屋入る時、ノックしろよ……」

			　女性の部屋に入る時、ノックするのは当然のマナーだろうに。

			「おはようございます、ユウガさん。次からは気をつけてくださいね。……もう、このやりとりを何度したかわかりませんが」

			　いつも優しいセシリアが少しトゲのある発言を繰り出した。

			　何度もやられたら、そりゃあ注意にトゲも入るよな。

			　俺ならキレる所だが、セシリアは注意で済ませるのだからやっぱり優しいのだろう。

			「あ、うん、ごめん。次からは注意するよ。それで、なんでヨウキくんがセシリアの部屋にいるの？　しかもこんなに朝早くに……」

			「近い近い、離れろ！　俺は別にホワイトデーだからお返しを渡しにきただけだ」

			　徐々に顔を近づけて迫ってきたので、離れるように注意する。

			　たとえイケメンだろうが、俺は男に迫られる趣味はない。

			「そんな……先を越されるなんて」

			　ユウガは黒いオーラを出して、床に伏してしまった。よく見ると手には何かが入っているであろう袋を握りしめている。

			　そういえば、セシリアはバレンタインデーで世話になった人達や知り合いにお菓子を配っていたんだったな。

			　ユウガもセシリアから貰っていたのか。

			　……パーティー組んでたんだし、知り合いっちゃ知り合いだよなぁ。

			　世話になったというより、世話をしていた方ではあるだろうけど。

			「あーあ、先を越されちゃってたのね。まさか、朝一で一番、最初にホワイトデーのお返しを渡したいっていう物好きがユウガの他にもいたとは」

			「物好きで悪かったな」

			「ミカナさんもご一緒だったんですね」

			　ユウガいる所に、ミカナありだな。

			　付き添い的なポジションで来たのだろうか。

			「ええ。バレンタインデー同様に、ホワイトデーもユウガのお返しイベントがあるから。前回みたいなパニックを起こさないように、私が細心の注意を払ってユウガをイベント会場に連れていくことにしたの」

			「そういえばそんなこともあったな……」

			　俺はショックでいまだに床に伏しているユウガに目を向けた。

			　アイドルじゃあるまいし、こいつは本当になんなのだろうか？

			「前回はレイヴンさん達、騎士団の方々がパニックの鎮圧をしたんでしたね。今回は前もって護衛の手配をしておいた方が良いのではないでしょうか？」

			「確かにそうだよなぁ。迷惑かけるなら、前もって言っておいた方がいいと思うぞ」

			　前回はパニックの鎮圧に向かったおかげで、ハピネスはレイヴンにチョコを渡す機会を得たわけだが。

			　あのような騒動は起こすべきじゃないし、きちんと準備した方が良いと思う。

			「その辺はぬかりないわ。ちゃんと剣士に頼んで会場に騎士を回してもらっているから」

			「なら心配ないか……？」

			　フラグメイカーのユウガのことだから、何かしら事件を起こしそうな気もするけどな。

			　まあ、起きたとしても俺は知らないが。

			　レイヴンにデューク、頑張ってくれ。

			「ところで……いつまでいじけている気よ。ほら、あまり時間ないんだからさっさと渡しなさい！」

			「う……わかったよ、ミカナ。セシリア、これホワイトデーのお返し。本当は一番、最初に渡したかったんだけど……」

			　さりげなく俺のことをじろっと見てきやがったぞ、こいつ。

			　嫉(しつ)妬(と)しているのはわかるけど、勇者がやっていいのかそんなこと。

			「誰が最初とかじゃないですよ。私はただ感謝の気持ちでお菓子をお配りしていましたので」

			「えっ、そう!?　じゃっ、じゃあ、これ……」

			　大切そうに握りしめていた袋から取り出したのは、普通のローブだった。

			　正直、前回のアクセサリー店でのことを考えると拍子抜けである。

			　てっきりまた無駄にゴージャスできらびやかな物を持ち出してくると思ったのだが。

			　セシリアも俺と同じことを思っていたのか、渡された瞬間、逆に驚いていたようだったし。

			「素敵なローブですね。ありがとうございます」

			「喜んでもらえてよかったよ」

			　二人が妙に良い雰囲気になっているような気がするのは俺だけだろうか。

			　間に入って全力で邪魔してやろうかと思う。

			「ちょっと、あんた。何か邪(よこしま)なこと考えてるでしょ。顔に出てるわよ」

			「まじか!?　やばい、やばい。ポーカーフェイス、ポーカーフェイスっと。……よし、行くか！」

			「よし、じゃないわよ！」

			　無表情に切り替えアタックを試みたが、ミカナにまたしても邪魔されてしまった。

			　邪魔に入る邪魔をされるとはな……俺が悪いんだけども。

			「なんだ、お前も一緒にアタックしないのか。黙って見ている気か？」

			「確かにそうだけど……ユウガの邪魔をしたくないし、セシリアも嬉しそうに笑ってるから……あの空間を壊したくないの！」

			　セシリアと仲良くなって、ユウガと和解したからこいつ、少し心の整理が必要になったかもしれんな。

			　自分の恋愛を真っすぐ貫(つらぬ)き通せばいいものを……。

			　しかし、好きな子が笑顔になっているのなら、邪魔をするというのも間違っているような気もするな。

			　ミカナの意見も一理あるかもしれんな。

			　まあ、俺が間違っているのだから当たり前か。

			「わかったよ。成り行きに任せる」

			「……驚いたわね。まさか、本当に止めるなんて。私が止めても強行すると思ったんだけど」

			「待て、こら」

			　止めておいてその言い分はないだろうに。

			　こんな感じで漫才をしているうちに、ユウガとセシリアは談笑を終えた。

			「ミカナ、ちょっといいかな？」

			「何よ、会場に向かうの？」

			「いや、そうじゃないんだ。ミカナにもバレンタインデーに貰ったからさ、お返しを渡そうと思って……」

			「えっ!?」

			　ミカナの顔が急に真っ赤に染まった。

			　俺はセシリアの近くに行き、成り行きを見守ることにした。

			「勇者様もミカナさんにちゃんと用意していたんですね」

			「まさかこのタイミングで渡すとはな。さすが勇者だ」

			　本命の女の子にプレゼント渡した直後に、別の女の子にプレゼント渡すとか、本当に勇者だな。

			　先に渡せただろうにと思うが……セシリアに最初に渡したかったんだろうか。

			　まあ、それはそれとしてミカナもこれで報われるな。

			「ミカナにはいつもお世話になっているし……僕からの感謝の印だよ！」

			　そう言って、袋から取り出した物を見て俺は思った。こいつ、ここでやりやがった、と。

			　ユウガがミカナに用意した物は魔法使い用の服だ。

			　ただし、魔法少女という言葉がぴったり合うような服である。

			　白とピンクを貴重とし、可愛らしいリボンがアクセントのフリフリな服だった。……悪ふざけとしか思えないんだが。

			「これはね。休みの日に一人で市場に行ってみたんだ。そしたら、これを見つけて、ピーンときたんだ。商人のおじさん曰(いわ)く、異国の女魔法使いが着る服らしくて。それで……」

			「行こう……」

			　まだユウガの話の途中だったが、俺はセシリアの手をさりげなく掴み部屋の外に誘導した。

			　ミカナの表情がなんというかこう……喜怒哀楽のうちの喜怒が表現されていたんだよな。

		

	
		
			[image: 154.jpg]
		

	
		
			　セシリアも嫌がるどころか、ミカナにごゆっくりって小声で囁(ささや)いてきたからな。部屋を出て、そっと扉を閉めた瞬間、ミカナの非常に冷ややかな声が聞こえてきた。

			「……やっちまったな」

			「……そうですね」

			「今日、ガイがティールちゃんにお返し渡すって言ってたんだよ。何渡すか気になるから一回宿に戻ろうかと思うんだけど、セシリアも、どうかな？」

			「では、ご一緒させて頂きます」

			「じゃあ、行こうか」

			　俺はやらかしたユウガを置き去りにして、セシリアを連れて宿に戻ることにした。

			「その場のノリで屋敷から連れだしちゃったけど、予定とか大丈夫だった？」

			「はい。今日は特に何もありませんでしたので」

			「なら、よかった」

			　俺はセシリアと会話をしつつ、ガイが待つ宿部屋に向かっている。

			　屋敷から出る直前に、ソフィアさんにティールちゃんがいるかどうかの確認をとってみた。

			　案の定出かけたと言っていたので、おそらく、ガイの下に向かったはずだ。

			「ガイはいったい何を贈る気なんだろうな。外にも出ない……というか出られないから調達のしようがないはずなんだが」

			「ガイさんのことですから、何か考えがあるのではないでしょうか」

			「うーむ……」

			　結局、考えてもまったく見当がつかないまま、宿に戻ってきてしまった。

			　セシリアを連れて部屋に向かう。

			「……変だな。話し声が聞こえないぞ？」

			　何となく聴覚強化をして、会話の内容を一足先に聞こうと思ったのにな。

			　いつもならストレスが溜まるくらい、いちゃラブしているのだが……。

			「ティールちゃんがまだ来ていないのでしょうか？」

			「どうだろうな。とりあえず中に入ってみよう」

			　俺は部屋の扉を開け、中に入った。

			　そこにはベッドに寝ているティールちゃん、傍らにはガイがいるという光景があった。

			「ガイィィィィー!!」

			「ぬぉわぁっ!?」

			　俺はガイを指差し、ドヤ顔で言い放った。

			　突然の声に驚いたのか、ガイがその場で飛び跳ねた。すぐにこちらを見て、なぜか安心している様子を見せた。

			　俺達でよかったと思っているのだろうか。

			「む……なんだ小僧に僧(そう)侶(りよ)の娘ではないか。いきなり扉が開いたから驚いたぞ。まあ、小僧達で安心したがな。我輩のことを知らない人間が入ってきていたら危なかったぞ」

			「ああ、確かに危なかったな。……だが、俺にはそんなことよりもっと危ないと思っていることがあるんだ」

			「どうした。何かあったのか？」

			「それはな……お前だ、このロリコン野郎ぉぉぉぉー!!」

			「ヨウキさん、落ち着いてください！」

			　ガイに襲い掛かろうとした俺をセシリアが宥(なだ)め、騒動が沈静するまで、まあまあな時間を要した。

			　部屋は荒れ、俺はセシリアによる説教をくらってしまった。

			　せめてもの救いは、そんな騒ぎを起こして人が誰も来なかったことぐらいか。

			　……一番起こってはならないことが起きなくてよかった。

			「おい、僧(そう)侶(りよ)の娘よ。どうせなら夕刻まで小僧に説教をしてくれないだろうか。この程度では我輩、生(なま)温(ぬる)いと思うのだが」

			「そうですね。ヨウキさんも充分反省していると思うのですが、ガイさんがそう言うのでしたら……」

			「本当にすみませんでした。もう、勘違いしないし、騒がないし、ロリコンて言わないんで許してください」

			　俺は正座からの土下座を繰り出した。

			　説教の延長だけは勘(かん)弁(べん)してもらいたい。

			　必死の謝罪が実を結んだのか、説教は終了し俺は解放された。

			　長い時間正座をしていたので足が痺(しび)れているが、なんとか立ち上がる。

			「……これだけ騒いだのに、ティールちゃん眠ったままだったのか」

			　ベッドの上ですうすうと寝息を立てている。

			　とても穏やかな表情をしているな、よほど良い夢を見ているのだろうか。

			「我輩が魔法で眠らせたからな、しばらくは起きんだろう」

			「え、わざわざ魔法で眠らせたんですか、ガイさんが？」

			「それってやっぱり……」

			　襲おうとしたんじゃと言いそうになったが、慌てて口を閉じた。

			　下手な発言をしてまた説教は嫌だし、話が進まなくなるからだ。

			「む……なんだ？」

			「いや、なんでもない。眠らせたって、何か理由あってのことなんだよな」

			「無論だ。これが、我輩なりのティールへのホワイトデーとやらのお返しなのだ」

			「「え!?」」

			　俺とセシリアは綺(き)麗(れい)にハモった。

			　眠らせることがプレゼントとは、どういうことなのだろうか。

			「今、我輩はティールに夢を見せている」

			「ああ、《ナイトメアスリープ》か。ガイ得意だもんな」

			　俺はガイの《ナイトメアスリープ》によって過激な夢を見せられたことを今でも忘れない。

			　俺の負の念を込めた視線に気づいたのか、ガイがセシリアに顔を向けて話を再開する。

			「そ、それでだな。我輩はある程度なら魔法をかけている相手の夢を操作出来るのだ」

			「そんなことが出来るんですか!?　……では今ティールちゃんにはどんな夢を見せているのですか？」

			「どうせ、ティールちゃんとガイが外出している夢とかだろ」

			　それが、ティールちゃんの一番やりたいことだろうし。

			　しかし、ガイは首を横に振り否定の意を示す。

			「……ティールの祖母の夢を見せている。我輩の夢など見せる訳がないだろう。生きている者なら会えるが、死んだ者とはおいそれと会えないからな」

			「そうだったのか」

			「でも、そんな簡単に思い通りの夢を相手に見せることが出来るのですか？」

			　セシリアの疑問はもっともだが……俺も一度見せられているので可能だというしかない。

			「もちろん、下準備が必要だ。ティールが来てから少しの間、祖母の話をしたのだ。そうして祖母の思い出を頭に浮かばせてから、後はティールが懐かしいと思っている者の夢を見るようにすればいい」

			「おい、ちょっと待て。俺の時ってそういう下準備してなくね？」

			「それだけ小僧の頭は単純であったのだろう。煩(ぼん)悩(のう)にまみれた頭だな」

			　はっはっはと笑うガイ、セシリアは事情を知らないので首を傾げている。

			　……この辱(はずかし)められた恨み晴らさずべきか。

			「過去を振り返るのも良いけどさ、現在をしっかり見つめて生きるのも大切だよなぁ？」

			「え、そ、そうですね」

			「う、うむ……」

			　俺がまともなことを言っているためか、二人は多少困惑気味だ。

			　セシリアはともかく、ガイの奴、肯定したな。

			「だからさ、ティールちゃんもガイからのプレゼントを貰いたいと思うんだよ。だから……デートとか、がんば」

			「……なんだと？」

			　俺は軽い感じで親指を立てる。

			　ガイは口を開けて呆然、セシリアはというと俺に意見をいいたげだ。

			「ヨウキさん、確かにティールちゃんのことを考えると良い案だとは思いますが、現実的にちょっと……」

			「セシリア、こういうことは無理とかじゃないと思う。俺はティールちゃんの願いを叶(かな)えてあげたいんだ！」

			　俺の熱の篭(こも)った力説にたじろぐセシリア。

			　半分はガイに対する仕返しだが、ティールちゃんの願いを叶(かな)えたいというのも嘘ではない。

			　絶対にティールちゃんはガイとのデートを望んでいるはずだ。

			　あれだけ惚(のろ)気(け)を見せられている俺が言うのだから間違いない。

			「待て待て待て待て！　我輩とティールを置いて話を進めるな」

			「ちっ。別に良いだ……」

			　このままセシリアを説き伏せて、仲間に引き込もうとしていたのに、後一歩のところで邪魔をされてしまった。

			　ガイとの口論を繰り広げようとしたら、ティールちゃんの寝言が聞こえた。

			「おばあちゃん……」

			　そう口にして寝返りをうつティールちゃん。

			　ガイはどうだと言わんばかりに口角を吊り上げる。

			　しかし、次に寝返りをうった瞬間の寝言は祖母ではなく。

			「……守り神様ぁ」

			　完全に寝ているはずなのに、いつもガイと話をしている時の笑顔のままで呟(つぶや)いた。

			　俺はニヤニヤしつつ、ガイを肘(ひじ)でつつく。

			「愛されてんなぁ、守り神様。やっぱりデート確定だ」

			「……我輩は魔法をかけ直す。だから……出ていけ!!」

			　さすがに悪ふざけがすぎたようで、セシリア共々部屋を追い出されてしまった。

			「追い出されてしまいましたね」

			「ここ、俺が借りてる部屋なんだけど……？」

			「今のは仕方ないですね。しばらくは部屋に入れなさそうですし、屋敷に戻りましょうか」

			「せっかく来てもらったのに、ごめん」

			　いたたまれない気持ちを残しつつ、セシリアの屋敷に戻ることにした。

			　移動中、広場に何かの行列が出来ていた……主に女子のだ。

			　面倒事の臭いがしたので、気に止めずに真っすぐ屋敷に向かった。

			　屋敷に戻り、門をくぐったところでそういえばと思い出し、セシリアに質問する。

			「そういや、ソフィアさんてホワイトデーのお返しもらってた？」

			「私はそのような話は聞いていませんね。まだ、貰っていないのかもしれません」

			　ソフィアさんにお返しをするといえば、夫であるクレイマンだ。

			　バレンタインデーではギルドで臭い台詞(せりふ)を平気で言ってのけて、チョコを頬張っていたはずだ。

			　いくら面倒臭がりなクレイマンでも、お返しをしないなんてことはないはずだ……たぶん。

			「あいつ、前科があるからなぁ……」

			　クレイマンは結婚記念日をプレゼント選びに使ってしまいソフィアさんを怒らせ、ぼこられるという事件を起こしたことがある。

			　一緒に過ごさず、プレゼントもないという最低なことをしでかしたからな。

			「私はクレイマンさんがそこまで悪い人だとは思いませんが……とりあえず、ソフィアさんのところに行ってみましょう」

			　セシリアは一緒にギルドの依頼で仕事をした時のクレイマンしか知らないから、そこまで悪い印象を持っていないみたいだな。

			　確かに悪い奴ではないんだよ。

			　ただ、だらけすぎているだけなんだよな。

			　セシリアに連れられソフィアさんがいるであろう部屋に着く。

			　ノックをして、ソフィアさんの許可を取りに部屋に入る。

			「うわぁ……」

			「すごいです……」

			　部屋に入った瞬間、目の前にはバケツ六個分のクッキーが置いてあった。

			　ソフィアさんは作業のようにクッキーを一枚ずつ食べている。

			「セシリアお嬢様、お帰りなさいませ。ただいま、昼食の手続きを致しますので」

			「いえ、それよりもこの大量のクッキーはいったいどうしたんですか？」

			「……夫からのホワイトデーのお返しです」

			　ふぅとため息混じりに話す、ソフィアさん。

			　クッキーをちらりと見てのため息だ。

			　クレイマンの奴、量があれば良いと思ったのだろうか。

			　ソフィアさんが食べきれるかどうかを考えなかったのか。

			「クレイマンの奴、何考えてんだ？」

			　俺にはさっぱりわからないんだが。

			「大方、なれない料理をしたんでしょうね。いくら夫が天才とはいえ、料理は別ですから。なかなか上手く作れなかったので、式神にも手伝わせたのだと思います」

			「あいつ、阿保だろ」

			　それで大量のクッキーが出来上がってしまったので、まとめて包装して贈ることにしたのか。

			　セシリアもこのエピソードには苦笑しているな。

			　話をしつつ、クッキーを食べるソフィアさんだが、よく見ると食べるクッキーを選んでいるような？

			「本当に……夫らしいです」

			　ソフィアさんは手に取っているクッキーを見て、わずかに微笑(ほほえ)んでいる。

			　まさか、この大量のクッキーの中からクレイマンが作った物だけを選んで食べているとかだったりして……。

			「なあ、セシリア。俺、夫婦の愛ってすごいと思うんだ」

			「ヨウキさん、いきなりどうしたんですか」

			　セシリアはソフィアさんが選別食いしているのがわからないみたいだ。

			「わからないならいいんだ、ソフィアさん、失礼しますね」

			「はい。お嬢様、何かございましたらすぐに駆け付けますので」

			「え、あ、はい。では、ソフィアさん、失礼します」

			　改めて、ソフィアさんのすごさを知ったような気がした。

			　どこに行こうかと決めてはいないが、セシリアと屋敷内を散策する。

			「そういや、シークがセリアさんからバレンタインデーにチョコ貰っていたはずだな。あいつ何かセリアさんに渡したのか？」

			　子どもとはいえ、ちゃんとお返しをするのがマナーだろう。

			　金がなければこの際、手作りの物でもいいし。

			「確か、肩凝りや美容に効果のある薬草をブレンドしたお茶を渡していました」

			「うん、あいつは普通の子どもとは違ってたの忘れてたわ」

			　そこまで気の利く物を自分で作って渡すとはな。

			「お母様がすごく喜んでいましたよ。早速飲んでみたみたいでしたが、美味(おい)しいと言っていましたので、シークくんも嬉しそうにしていました」

			「そっか。シークの奴もずいぶんと馴染んで来ているみたいだし、もう心配しなくてもいい感じだな」

			　皆それぞれ、良い形のホワイトデーを過ごしているみたいで良かった。

			　前回のバレンタインデーの時の俺のような者がいないか気になっていたが、大丈夫そうだ。

			　デュークも心配いらないし、レイヴンは……。

			「あ！」

			「どうかしましたか？」

			「そういえばさっき、ミカナがユウガのホワイトデーイベントの会場警備を騎士団に依頼したって言ってたよな」

			「はい、確か……」

			　そうだとするとイベントの規模と勇者との関係からして、団長のレイヴンは出席必須だろう。

			　あの行列だといつ、イベントが終わるかわからんぞ。

			　そうなると、レイヴンがハピネスの所に来れるのも遅くなるわけで……まだイベントは開始されていないはずだな。

			「セシリア、ハピネスを連れてレイヴンの所に行こう」

			「え、どういうことですか？」

			「今ならまだ間に合うはずなんだ！」

			「だから、理由を」

			　セシリアと共に走り、仕事中のハピネスを捕(ほ)獲(かく)した俺はソフィアさんに事情を説明。

			　ハピネスの恋愛成(じよう)就(じゆ)のために昼休みを多めにくださいと頼み込むと、後ろからチョップが飛んできた。

			　セシリアにも協力してもらい、頼みこんだところでやっと承(しよう)諾(だく)を得た。

			　今日中に今日の分の掃除を終えられれば良いとのこと。

			「……説明」

			「なしだ！　とりあえず着替えて来い。すぐに行くぞ」

			「……どこ」

			「レイヴンの所だよ。セシリア、悪いけど馬車貸してもらえないかな？」

			「任せてください。今手配して来ます」

			「……空気」

			　何もわかっていないハピネスを着替えさせ、セシリアに手配してもらった馬車に乗り込み、イベント会場に向かう。

			　会場に着くと、人で溢(あふ)れ返っており、なんとか知り合いを見つける。

			「おい、デューク」

			「あ、隊長じゃないっすか。どうしたんすか、こんな所にいても胸糞悪くなるだけでしょうに」

			「それはどういう意味でだ。ユウガがいるからか、それとも俺が冴えない奴だからか……って今はそんなこと関係ないんだよ」

			　いつもの漫才をしている暇ではない。

			　デュークにささっと事情を説明する。

			「ああ、そういうことっすか。なら助かったっすよ。さっき俺がイレーネにホワイトデーのお返しを渡したらものすごく羨(うらや)ましそうに見てて、『デュークはいいな、返せて』って悲しげに呟(つぶや)かれたんすよ」

			「やっぱりそんな感じか……」

			　ハピネスだけでなく、レイヴンまでとは……レイヴンの方が重症だな。

			　これはハピネスを連れて来て正解だったかもしれない。デュークの話を聞く限りの空気の抜けたレイヴンじゃ、何かあった時の対応に困るだろう。

			　フラグメイカーなユウガのいるイベントだからこそレイヴンにはしっかりしてもらわねばなるまい。

			「でも、ハピネスが来たなら大丈夫っすね」

			「ああ、たぶん」

			「ヨウキさん」

			　変装をしたセシリアがやってきた。

			　セシリアにはハピネスと一緒に待機してもらっていたはずなんだが、ハピネスの姿がない。

			「セシリア、ハピネスはどこに行った？」

			「実はヨウキさんを二人で待っている間に、警備の最終確認をしていたレイヴンさんに会いまして」

			「本当っすか、それは良かったっす」

			　デュークがもう心配いらないと踏んだのか、普段の穏やかな雰囲気を出し始めた。

			「ですが、少々問題が発生しまして……来て頂けますか？」

			「ああ、わかった」

			　何があったのかと安心していたデュークも一緒にセシリアに付いていく。

			　やがて、人気の少ない路地に着いた。

			　先は曲がり角になっているので、顔だけ出して覗くとそこにはレイヴンとハピネスがいる。

			「まさか、今度はレイヴンがホワイトデーのお返しを渡せないとかじゃないっすよね？」

			　バレンタインデーではハピネスがプレゼントをなかなか出せずにお見合い状態になってしまったからな。

			　あの時デュークも現場にいたのでまさか、今回もと思ったらしい。

			「いいえ、レイヴンさんはハピネスちゃんが来たらすぐにプレゼントを出して渡しました」

			「じゃあ、何に困ってるんだ？」

			　俺はもう一度覗いて、二人を見る。端からには見つめあっているように見えるが……よく見るとレイヴンは自分が渡したプレゼントの箱を、ハピネスは箱とレイヴンをちらちらと見ているような。
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			「……どうやら、レイヴンさんはプレゼントを開けてくれるのを待っていて、ハピネスちゃんはどうしたらいいのかわからないのかと」

			「ピュアなのも大概にしろやー!!」

			　我慢出来なくなった俺がプレゼントを開けてやろうと二人の前に出ようとしたが、デュークとセシリアに押さえられてしまった。

			　結局、セシリアから二度目の説教を受けてしまった。

			　レイヴンもタイムアップが来てしまい、ハピネスの反応を見られずじまい。

			　フラグメイカーの効力は相変わらずなのか、女子ラッシュが発生。騎士団が沈静させ、イベントもなんとか終わりを迎えた。

			　セシリアと過ごせたので、ホワイトデーもまあ、結果オーライといったところだろう。

			　ただ、レイヴンとハピネスは何とかしないといけないなと思ってしまった。

		

	
		
			　

			第５話　友人と元部下と待ち合わせしてみた

			　

			「ついに来てしまった……」

			　待ち合わせ場所に指定した乗り合い馬車の前で俺はため息混じりに呟(つぶや)いた。

			　周りには旅行に出かける者、依頼に行く者、実家に帰省する者で溢(あふ)れている。

			　俺は依頼に行く者にあたるのだが、今回の依頼は一人ではない。

			　俺の厨(ちゆう)二(に)爆発事件の時にレイヴンに元気がないように見えたので、気分転換にと久しぶりに依頼に誘ったのだ。

			　ただ依頼に行くわけだが、二人ではない、実はハピネスも誘っている。

			　レイヴンには何人か増えるかもとは言ったが、ハピネスのことは話していない。

			　

			　ハピネスを誘うと言ったら緊張するだの何だのと言うと思ったので、ちょっとしたサプライズ感覚で誘ったのだ。

			　今回の依頼で二人の距離が縮まれば良いなぁという思いもあるが。

			　まあ、それが俺の計画でハピネスが誘えたら、後は二人きりにさせるためにセシリアやデュークも呼ぶはずだったのだが。

			「えっ、セシリア、来れないの!?」

			「はい……その日は大切な用事がありまして。ハピネスちゃんやレイヴンさんとはあまり出かけたことがないので出来れば参加したかったのですが」

			「いや、用事があるなら仕方ないよ。また、今度誘うからさ。その時はちゃんと全員の予定聞いてから企画するし」

			「本当にすみません……」

			　レイヴンとハピネスを誘った直後に屋敷に行ってのやり取りを思い出す。

			　本当に残念だったのか、謝りつつがっかりしていたからなぁ。

			　俺は屋敷を出てセシリア以上にがっかりしたけど。

			　テンションががた落ちしつつも、次の日にデュークを誘いに行ったが。

			「悪いけど、無理っすね」

			「嘘だろ！　セシリアにも用事があるって断られたのに、デュークまで来れないのかよ」

			「俺だってレイヴンやハピネスのことは応援したいっすけど……レイヴンがいないとなると騎士団の方が忙しくなるっすからねぇ」

			「そこをなんとかさ、前日に仕事を終わらせるとか」

			「……仕事だけが理由じゃないっす。俺はレイヴンの推(すい)薦(せん)で騎士団に入ったんすよ。ただでさえ、ひいき目で見られてるのに、同じタイミングで連休とったら、さらに立場が狭くなるっすよ」

			「な、なるほど……。確かにそれじゃあ無理か」

			「隊長、自分で企画したんだから責任持つっすよ。……言っておくっすけど、逆に二人の間に亀(き)裂(れつ)を生じさせちゃ駄目っすからね！」

			「わ、わかってるよ……」

			　余計なことだけはするなと、堅く釘(くぎ)を刺されたのを思い出す。

			　別に俺は下手な言動なんてするつもりはない。

			　ただ、頼りにしていたセシリアとデュークなしでの三人のパーティーだということ自体が問題なのだ。

			「完全に俺、邪魔者だろ……」

			　予定を立てたのも人を集めたのも俺なのだが、正直帰りたい。

			　人を頼りにすることを前提で、計画を立てることがいかに愚(おろ)かだというのを痛感する。

			「ドタキャンして帰るか……？　いや、そんなことしたらセシリアに嫌われるし、デュークに無責任だと怒られるし。……何より二人に悪いしなぁ」

			　一人で何か名案はないかと考えるも思いつかず、無情にも時間だけが流れていく。

			　そんな中、急に肩を叩かれて振り向く。

			　そこには、いつもの騎士団長の姿ではない、冒険者姿のレイヴンが立っていた。

			「……待ったか？」

			「い、いや、別に……今来たところだけど」

			　実は、もう三十分も前から来ていて、ずっとどうしようか考えてたなんて言えるわけがない。

			「どうかしたのか。ものすごい量の汗だぞ」

			「えーっと、今日かなり暑いだろ。だからだよ、うん」

			　どうやら、俺から大量の冷や汗が流れているらしい。考え事に夢中になりすぎて気づかなかった。

			「そうか。今日は割と涼しいと思うぞ」

			「い、いつもは騎士団の鎧(よろい)を装備しているだろ。今日はレイヴンにしては珍しく、軽装だろ。だから涼しく感じるんじゃないのか」

			「……確かに、そうかもな。ここ最近、休みがなかったからずっと鎧(よろい)を着ていた気がする」

			　話を逸らす作戦は成功したようだが、気を抜くことは出来ない。

			　もう、ここまできてしまったら腹を括って依頼に行ってしまおう。

			　ハピネスが来たら、ドッキリ成功みたいな感じでやんわりとごまかせばいいだろうし。

			「そうか。今日、明日でリフレッシュしてくれれば、予定を組んだ俺としても嬉しいんだ。だから、ギルドの依頼だけど、楽しもうぜ」

			「ああ、わかったよ。ヨウキ、ありがとう。それじゃあ、乗り合い馬車の御者に手続きをしに行こうか」

			「ちょっ、待った！」

			　常備しているのであろう、紙とペンを握りしめて御者の下に行くレイヴンの腕を掴んで止める。

			　まだ、ハピネスが来ていないので手続きを済ませてはいけない。

			「どうした。早く手続きをしないと、席が埋まって乗れなくなるぞ」

			「じ、実はまだ依頼に行くメンバーが全員揃ってないんだよ」

			「……何？」

			　レイヴンの眉が少し動き、顔色が若(じやつ)干(かん)青くなる。

			「そ、そんな、あからさまに不安になるなって。来るのはレイヴンも知り合いだからさ」

			「……そうか、なら良いんだ。来るのはセシリアか。確かデュークは休みを取っていなかったはずだし。後、俺とヨウキの間に共通している知り合いといえば……」

			　ぶつぶつと呟(つぶや)きながら、誰が来るかを模(も)索(さく)しているが、なぜか、ハピネスの名前が出てこないな。

			　デュークと一緒にハピネスとお近づきになるために協力したことを忘れたのだろうか。

			　誘っても絶対に来ない、または俺が誘っていないと思っているのかのどちらかだろう。

			　ハピネスの名前がまったく出ないところを見ると、少々不安を覚えてくるな。

			　このまま、何の心構えも出来ていないレイヴンの下にハピネスが来たらどうなるか。

			　先に来ることをばらしておいた方が良いような気がするな……レイヴンだけでなく、俺のためにも。

			　しかし、その決断をするのが遅かったと俺は背中を引っ張られて気づいた。

			　レイヴンは俺の目の前で顎(あご)に手を当て、誰が来るかを考えるのに夢中だ。

			　となると、俺の背中をぐいぐいと引っ張っているのは。

			「……到着」

			「やっぱり、か」

			　振り向くと、いつもの無表情でなぜか敬礼しつつ服を引っ張るハピネスがいた。もう待ち人が来たというのにレイヴンはハピネスに気づいていないのか、深く考えすぎて自分の世界にトリップしてしまっているようだ。

			「……遅刻？」

			「いや、時間通りだ。俺とレイヴンも今来たところだよ」

			「……そう」

			　俺に挨(あい)拶(さつ)を済ませたハピネスは、レイヴンの前に行き軽く胸を叩いた。

			「……おは」

			　軽く胸を叩かれたおかげで、自分の世界から帰還したレイヴンはハピネスの存在に気づいたようで……先程は青くなった顔色が今度は一気に赤くなった。

			　レイヴンは意外と感情が顔に出やすいんだな。

			　魔王城で最初会った時はクールで寡(か)黙(もく)な剣士だと思った頃が懐かしい。

			　そんな思い出に耽(ふけ)っているとむんずと腕を捕まれ引きずられる。

			　引きずる主は言わずもがな、レイヴンだ。

			　ハピネスと少し離れた場所まで引きずられると解放される。

			「……なぜ、ハピネスが？」

			　今までで一番レイヴンの低い声を聞いた気がする。

			　そんな今はまったく関係ないことを思える俺は、この状況に対して余裕を感じているのだろう。

			　レイヴンならわかってくれると。

			「ハピネスもずっと屋敷で働き詰めで、どこにも出かけてないからさ。……ちょっとした遠出だし、せっかくだから誘ってみたんだよ……な」

			「……遊びじゃないんだぞ」

			「うっ……確かに依頼はちゃんとした仕事だ。遊びじゃない。だけど、ハピネスだってレイヴンが思っている以上に戦力になるから大丈夫だ」

			　レイヴンには言えないが俺の元部下を嘗(な)めるなよという話である。

			　デュークほどではないが、ハピネスも戦える。

			　魔法と自身の羽根を駆使して戦うのがハピネスの戦闘スタイルで、魔王城では良く修業をしたものだ。今は俺の全身脱羽毛により羽根はすべてないが、魔法だけでも充分強い。

			「……そうか。ハピネスとの付き合いはヨウキの方が長いしな。済まない、俺はハピネスの実力も知らないからな」

			　今度は落ち込まれてしまった。

			　不安になったり、怒ったり、落ち込んだりと忙しいな。

			「別に、これから知っていけばいいだろ。というか今回の依頼で知れるだろ、いろいろと」

			「……俺に出来るだろうか」

			「しっかりしろって！　そこはいつもみたいに『……そうだな』だろ？」

			「ふっ……そうだな」

			　言い方を物真似して雰囲気を和(なご)ませる試みが成功したのか、レイヴンに笑みが零れる。

			　いつものレイヴンが戻って来たようなので、とりあえずはよしとしよう。

			　馬車の中でもテンパりそうな予感がするが、俺がフォローすれば良いだろうし。話し終えた俺達はハピネスの所に戻る。

			「……待った」

			「悪い、待たせた。ちょっとレイヴンと乗り合い馬車の金を割り勘にするかどうかで揉(も)めてな」

			　どうして、ハピネスを連れてきたのかを問い詰められていたなんて話すわけにはいかないので、しょうもない嘘を吐く。

			「……そんな話してないだろ」

			「……私は？」

			「ハピネスの分はレイヴンが払ってくれるらしいぞ」

			「……私も、払う」

			「いや、俺がヨウキの分もまとめて払うから任せてくれ。御者に話をつけてくる！」

			　今度こそ乗り合い馬車の予約をしにレイヴンは御者の下に走っていった。

			　もちろん、紙とペンを握りしめてだ。

			　一人で買物をする時はいつもああしているんだろうか。

			　まあ、話の流れを漫才っぽい感じにしてごまかすことが出来たし、良かった。

			「それにしても……ハピネス。お前、ずいぶんとオシャレな感じの装備を買ったんだな」

			　俺が着ている物はとりあえず最低限身を守ることが出来、かつ動きをあまり疎(そ)外(がい)しないだけの安物装備である。

			　しかし、ハピネスは服としても充分機能するようなオシャレも意識した装備をしているのだ。

			「……？」

			　言われて初めて気づいたのか、ハピネスは自分の装備と俺の装備を見比べている。

			「……ダサ」

			「ちょっと待て、こらぁ！」

			　見比べ終えた途端に鼻で笑って、その一言はないだろう。

			　確かにオシャレ意識していないし、安物買ったけどさ。

			　ハピネスは言葉数が少ない分、重みがあるから結構心に響くものがあるんだよな。

			「……事実」

			「追い撃ちをかけんな！　俺の装備は、性能と使える金額を考えぬいて、買ったんだよ」

			「……貧乏」

			「金はちゃんと持ってるわ！　いつもプラプラしているように見えるかもしれないけど、ちゃんと依頼に行っているっつーの！」

			　遊びまくっているイメージがあるかもしれないが、ちゃんとギルドで依頼を受けて仕事はしている。

			　豪遊もせずに貯金もしているので、貧乏ではない。

			　最近した大きい買物は……黒歴史の時ぐらいだろう。

			「……けち」

			「倹約家と言え！」

			　表情をあまり変えないので、ハピネスの言っていることは冗談なのか本気なのかわからない時がある。

			　付き合いもまあまあ長いというのに。

			　ただ、今日はいつもよりも若(じやつ)干(かん)、機嫌の良さが表情に出ている気がするな。

			　本当に若(じやつ)干(かん)だが……まあ、楽しんでくれると俺も助かるんだがな、企画した身としては。

			　ハピネスは俺に自慢するかのようにくるりと一回転して、装備を見せ付けてくるし。

			　そういうことはレイヴンが帰ってきたらやれよと思う。

			「……ん!?　ハピネス、お前腰についているそれ何だ」

			「……武器」

			　ハピネスが素早く腰から取り出したのは二枚の扇(おうぎ)だった。

			　魔王城にいた頃から武器を持たずに、身ひとつで戦っていたハピネスを知っている俺としては正直意外である。

			　魔法と自分の羽根を使って戦っていたはずだ。

			　俺に見せ付けるように扇(おうぎ)をヒラヒラと扇(おうぎ)いでいる。

			「……なんか見覚えがあるような気がするんだが」

			　ハピネスの扇(おうぎ)が白とピンクの混じったような色の羽根が装飾に使われているのである。

			　五秒ほど観察すると俺の脳内で答えが導き出された。

			「それ、お前の……」

			　羽根だろと言おうとしたらハピネスに手で口を塞(ふさ)がれた。

			「……状況」

			「……ああ、悪い」

			　今、俺達は乗り合い馬車乗り場にいるのだ。

			　お前の羽根だろという阿呆な発言をしようとしたから止めたのだろう。

			「……軽率」

			「悪かったって。それで、その扇(おうぎ)……」

			「……私の身体」

			「わかった、わかった。俺が悪かったから、その台詞(せりふ)とポーズはやめろ。変な誤解を生むから」

			　自分の身体に両腕を回して抱きしめながらそんなことを言われると、俺が変態扱いを受ける。

			　このタイミングでレイヴンに戻って来られたら、さらに面倒なことになっていただろうがな。

			「……了解」

			「……やけに素直だな。いつもなら言葉で追撃をしてくるのに」

			「……誤解」

			「ああ、誤解を受けたくないからか」

			　こくりと首を縦に振るハピネス。

			　今日のハピネスは素直な時は素直なので、少し調子が狂うな。

			　いつもなら常に俺で遊ぶことを忘れないのがハピネスなのだが。

			「……ただいま。御者に話をつけて来た。今日は客が少ないらしいから簡単に取れたぞ」

			「おかえり。そっか、良かった」

			　ハピネスとじゃれている間に、レイヴンが帰ってきた。

			　簡単に取れたというのは間違いなさそうだ。

			　使用したと思われる紙の量が明らかに少ない。

			「……もうすぐ出発らしい。早めに席を取っておかないか？」

			「そうだな、三人で離れ離れとか嫌だし。行くか」

			「……賛成」

			　早速馬車に乗り込んだ俺達だったが、早めに乗ったということもあり、席は選びほうだいだった。

			　俺の個人的主観だと、好きな子と席が隣同士というのは願ってもない状況なはずだ。

			　レイヴンもそれを望んでいるに違いない。馬車に足を踏み入れた瞬間に考えた俺だったが。

			「……レイヴン」

			　なぜか俺の隣に座っているレイヴン。

			　俺はお前の座るべき場所はそこではないだろうという念の込もった視線を送る。

			　しかも、ハピネスと向かい合わせじゃなくて対角線になっているし。

			　ハピネスは平然とした感じで自分の隣に荷物を置いてしまったし、駄目だこりゃ。

			　レイヴンは紙とペンを取り出し、すらすらと何か書き始めた。

			　俺へのメッセージだったようで、紙にはすまないの四文字が書かれている。

			「いや、俺も余計なお節(せつ)介(かい)だったわ……」

			　それからほどなくして馬車は出発した。

			　レイヴンは人がいるから喋(しやべ)れないし、ハピネスは荷物を枕にして寝るしで最悪なスタートである。

			　とりあえず、寝ているハピネスを指差して、レイヴンが隣に座っていたらお前の肩に寄り掛かって寝ていたかもしれないぞと言ってやった。

			　赤面して顔を隠したと思ったら、今度は隣に座らなかったことを後悔しだしたようで頭を抱えて落ち込んでいた。

			　そんなこんなで微妙な出だしのまま、目的地である港町フリメールに着いた。

			「ハピネス、起きろ！」

			「……おは」

			「目的地に着いたから降りるぞ。ほら、荷物を持って、レイヴンもな」

			　自分の荷物を持って先に馬車から降りると、続いてハピネスの荷物も持ったレイヴンが降りてきた。

			　どうやら、持ってあげたらしい。

			　隣に座らなかったことを反省しての行動か。

			　レイヴンも積極的になってきたかもしれない。

			　馬車を降りると、まず拠点所を確保するために宿へと向かうことにした。

			　初めて来た町なので、勝手がわからず人に聞くことにしたのだが。

			　ハピネスは口数が少ないので伝わらず、レイヴンは筆談で聞いていたため、テンポが悪く、実質俺一人で探すはめになった。

			「二人とも、コミュニケーション能力をもう少し身につけような」

			「……すまん」

			「……反省」

			「ハピネス、知らない人にいきなり『……宿』はないだろ。それだけじゃ趣(しゆ)旨(し)が相手に伝わらないからな。レイヴン、紙を粗末にするな、一回、一回、同じ文章書くんだったら、メモを残して置けばいいだろ」

			　俺は説教をする側じゃなくてされる側なんだがなと思いつつ、二人に注意する。宿は見つかったのだから、あまり言うのもあれなので、さっさと部屋を取った。

			　もちろん、二部屋取り、ハピネスは一人部屋で、俺とレイヴンは同室だ。

			　さすがの俺もそこでレイヴンに視線は送らない。

			　部屋に入り、荷物を置いてベッドに座って旅の疲れを取る。

			「なあ、一応聞いておくけどさ。ハピネスと部屋一緒だった方が良かったか？」

			「……その質問については答えられないな」

			「答えは二択の質問だったんだけどな。まあ、レイヴンならそう言うと思ったよ」

			　セシリアと一緒の部屋になりたいかって聞かれたらって考えると、俺も答えられないだろうからな。

			　まだ、そういう関係にはなっていないし、いずれはなりたいけども……気恥ずかしいというかなんというか。

			　俺もこんなんだから、レイヴンの気持ちはわからなくないんだよな。

			「……荷物も置いたし、そろそろ依頼の話に移りたい。俺とハピネスは一切聞いていないからな」

			「あ、そうだな。すっかり忘れてた。じゃあ、今から説明するからハピネスを呼んで来てくれ」

			「……俺一人でか？」

			「いやいやいやいや。行けるだろ！」

			　不安げな表情をしてきたので驚いた。

			　ハピネスもそうだが、二人共、感情を表に出さないタイプのはずなのに今日はだいぶ出ている気がする。

			「そうだよな。……よし、行ってくる」

			「ちゃんとノックしてから部屋に入れよ」

			「……ユウガと一緒にしないでくれ」

			　レイヴンにはいらないアドバイスだったな。

			「しかし、隣の部屋にいる仲間を呼びに行くだけで、あそこまで緊迫した雰囲気を出すとはな……」

			　自分で行かせたくせにものすごく不安になっている俺がいる。

			　何か起きても止め役であるセシリアとデュークがいないから、俺がなんとかするしかないんだよな。

			　自分でどんどん墓穴を掘っていかないようにしないと。

			「まじで無計画だけども大丈夫かな今回の依頼……？」

			　暴れている魔物を倒すような、単純な依頼を受ければ良かったと今更後悔する。二人を仲良くさせようと思い、とりあえずハピネスのテンションが上がりそうな場所を考えたのが発端だな。

			　初めて行く、または見る場所ならテンションが上がるだろうという、よくわからない理屈を発揮したんだっけか。

			　そして、港行ったことないよな、せっかくだし、特殊な依頼を受けようと思ってしまったのだ。

			　こう……思い出に残ればいいなあ的なノリで。

			　結果、ただ魔物を倒して終わりではない依頼を選択してしまったのである。

			「よく考えたらすぐに終わる依頼にして、あまった時間でデートさせた方が良かった気がするんだが……」

			　タイムリミットは一週間しかない。

			　一週間の間に依頼を終わらせて、自由時間を作り何か思い出に残るような出来事があれば最高だ。

			「間違っても依頼で休み終了なんてことにはならないようにしよう。依頼失敗なんてのは論外だ」

			　二人にとって甘い思い出を作ってもらうのが目標だ。

			　苦い記憶になどさせてたまるか。

			　サポートがいないのが懸念材料だが、最低限の努力はしよう。

			「空振らないようにしないとなぁ。あと邪魔だけはしないよう心掛けよう」

			　俺だってデュークみたいにナイスなアシストが出来ることを証明してみせる。

			　そう、一人で意気込む俺がいた。

		

	
		
			　

			第６話　友人と元部下と調査をしてみた

			　

			「よし全員……といっても三人だけだが、揃ったことだし今回の依頼について説明をしようか」

			　俺がそう口火を切ると二人はこくりと頷いた。

			　……二人共、真面目無口系だから、俺一人だけ喋(しやべ)ることが多くなりそうだ。

			「依頼主はフリメールの町長、依頼内容は最近多発している商船の金品盗難事件の解決だ」

			「……商船か。港町ならではの依頼だな。金品を強奪しているのは海(かい)賊(ぞく)辺りだろう。旅をしていた頃、同じような依頼を何度か受けたことがある。とりあえず、聞き込みを行って、海(かい)賊(ぞく)のアジトをしらみ潰しに探せば……」

			「ちょ、待て、話はまだ終わってないから」

			「ん、そうだったのか、すまない」

			　顎(あご)に手を当て、ぶつぶつと策略を立て始めたレイヴンを見て、少々驚いた。

			　しかし、よく考えてみるとレイヴンは好きで無口キャラをしているわけではないのだ。

			　ただ、自分の声にコンプレックスがあり、人前で話さないだけで割とお喋(しやべ)りなのかもしれない。

			　ハピネスが隣にいるので緊張しているんじゃないかと思ったのだがな。

			　そんなことを微(み)塵(じん)も感じさせないくらい、依頼について真面目に考え出したし。

			　どうなるかと不安だったが、レイヴンの様子を見ると依頼は順調に達成出来そうだな。

			「じゃあ、話を再開するぞ。まず、レイヴンが言っていた海(かい)賊(ぞく)が関係しているかっていうことなんだけど……その辺もまったくわかってないらしい」

			「……ずいぶんとまた妙な話だな。盗まれたということは襲われたのだろう？　まさか船員達全員が寝ていた間に盗みに入られたわけじゃないだろうし」

			「……無理？」

			「……ああ。普通なら何人か見張りとして起きているはずだからな。それにいくら寝ていたとしても船に侵入されたら、いくらなんでも何人かは気づくはずだ」

			「……ふぅん」

			　自分で聞いておいて気の抜けた返事を返すとは、ハピネスらしい。

			「その無理が実際行われたから問題なんだが」

			「……どういうことだ？」

			「船員達全員が寝ていて、その間に金品が無くなっていたらしいんだ。それも被害にあった全部の船でな」

			「……不可解」

			　レイヴンの話と俺の話を聞いたハピネスが少し理解出来ていないみたいだ。

			　まあ、ハピネスもただでさえ初めての依頼なのだし、混乱するのも無理はない。

			　その辺を上手くサポートしてやれば、好感度アップに繋がるかもしれないぞ、レイヴンよ。

			「……今はまだ依頼の説明段階だ。難しく考えすぎなければ、だ、大丈夫だと思うぞ……」

			「……理解」

			　最後に噛んでしまったが、結果的にフォローしたので及第点だな。

			　ハピネスもレイヴンの助言で冷静さが戻ったみたいだし。

			「じゃあ、続きな。金品のみが無くなっていて争った形跡はなしときたもんだからな。疑いが海(かい)賊(ぞく)ではなく、商船の船員達にかけられているらしい」

			「……口裏を合わせていて、実は船員達全員が共謀者かもしれないというわけか」

			「ああ、あくまで可能性のひとつだけどな。依頼書にはここまでの情報が書いてあるだけだ。あとは直接聞き込みをするしかないだろう」

			「……聞き込み？」

			　ハピネスが俺に首を傾げてきた。

			　依頼が初めてなんだし、聞き込みもしたことないよな。

			　瞬間、俺の脳内であるプランが考えついた。

			「あー、聞き込みとかなら、レイヴンの方が得意だろ。騎士団でもいろいろと仕事ありそうだし、なっ？」

			　俺はレイヴンの肩を掴み、同意を求める。

			「……いや、俺は」

			「得意だよな!?」

			　要は、はいかイエスで答えろという話である。

			　こちとら気を回してやろうとしているのだから、少しぐらい悟ってほしいものだ。

			「あ、ああ、まあ、な」

			「よし、じゃあ分かれて調査をしよう。俺は依頼人の商業ギルドのギルドマスターから話を聞いてくるから、二人は船員から話を聞いてきてくれ」

			　そう言い残し、俺は早々と部屋から立ち去り、宿を出た。

			　二人で依頼の調査、仕事とはいえちょっとしたデート気分にはなるだろうという考えである。

			　レイヴンがいるし、ハピネスもメリハリはつけると思うので大丈夫だ。

			「でも、根本的な問題を忘れているような気がするな。……まあ、何かあったとしてもレイヴンなら上手くやってくれるだろう」

			　俺は俺で依頼人に話を聞きに行かなくちゃならないし、心配ばかりしても仕方ないしな。

			　何よりレイヴンの方がこういう仕事は慣れているだろうし、心配する方が失礼かもしれない。

			「一応、とっとと話を聞いて、早めに合流しようかな」

			　プランを立てた俺は、通行人に道を尋ねながらギルドに向かった。

			　歩いていてわかったのだが、なかなか潮風が気持ちいい。

			　港町だからか、ミネルバほどではないが割と店も多く、人の通りも多い。

			　デートするには悪くない町だと思う。

			　依頼が早く終われば、のんびり買物してから帰ろうと言えばデートに引っ張ることも可能なはずだ。

			　依頼のプランだけでなく、二人のデートプランも考えていると、目的地の商業ギルドに着いた。

			　受付嬢に話をして、ギルドマスターの所まで案内してもらう。

			　受付嬢もそうだが、職員全員がピリピリしている気がする。

			　金品が立て続けに謎(なぞ)の紛失をしているんだから、仕方のないことか。

			　商業ギルドがこんなんじゃ、町の店の雰囲気も怪しいな。

			　二人に良い環境でデートをしてもらうためにも、さっさと依頼を終わらせるようにしないと。

			「どうも、君が依頼を受けてくれたギルドの者かね？」

			　案内された部屋に入ると、髭の似合うダンディな男性が椅子に腰掛けていた。

			　以前、レイヴンの仕事場にお邪魔したことがあったので、似た感じの雰囲気を感じる。

			　巨大な机には何枚もの書類が積み重ねられていて、つい先程まで仕事に追われていたみたいだ。

			　おそらく、今回の紛失事件も相まって、かなり忙しいのだろう。

			「お忙しい所、失礼します。ミネルバのギルド所属のヨウキと申します」

			「そんなに畏(かしこ)まらなくていいよ。依頼したのはこちらだからね。用件は依頼についての話かな？」

			「はい、お願いします」

			「ふむ……では、すまないが時間がないので手短に話させてもらうよ」

			　忙しい中、わざわざ時間を割いて手短でも説明してくれるのだ。

			　こっちにもレイヴンのデートという貴重な目的もある。

			　何より俺が選んだ依頼なのだから、真面目に調査する義務もあるからな。

			　俺はギルドマスターから、情報を聞いてギルドを出た。

			　手短にという意味通り、依頼の内容確認や盗まれた金品についてなどの話をさっと聞いて終わった。

			　おそらく二人はまだ情報収集をしているはずなので、合流するために港に向かう。

			　向かっている最中に気づいたのだが、あの二人はどうやって情報収集しているのだろうか。

			　宿を探した時のことをふまえると、難しい気がする。

			　自分で押し付けて出ていったが、かなりまずい状況になっているのではないだろうか。

			　レイヴンは調査とかに慣れているはずだから、なんとかなるだろうと思ったが……失敗だったかもしれない。

			　こんな心配が杞(き)憂(ゆう)に終わることを願っていると港に着いた。

			　前世で船を見たことはあるので、そこまで驚きはしないが、なかなかの迫力につい視線を向けてしまった。

			　屈強な肉体の船乗り達が荷物の積み降ろしをしている中、見慣れた二人がいた。情報収集の最中らしいが、どうやって聞き込みをしているのか。

			　このまま合流して頼られる可能性もあるので、そこら辺にある倉庫の陰からこっそり覗いてみた。

			「……情報」

			　どうやらハピネスが船員に声をかけてるみたいだな。

			「ん……？　なんだいお嬢ちゃん。俺っちに何かようかい」

			「……依頼」

			「依頼……？」

			　やはり口数の少ないハピネスじゃ用件が伝わらないみたいだ。

			　変な空気になる前にフォローしに行った方がいいか？

			　そう考えたが、ハピネスが船員に指差しをした。

			　指の先にはレイヴンで何か看板のような物を持っている。

			「何々……ギルドの依頼で聞き込み中。船で起こったことについて話してほしい？」

			「……理解」

			　ハピネスが首を横に傾けた。

			　なるほど、そういうやり方をしているのか。

			　どちらが考えついたかは知らないが、考えたものだ。自分のコミュニケーション能力不足をカバーしているということか。

			「お嬢ちゃんが今回の依頼を……？　おいおい、ウチのギルドマスターは何を考えて……」

			　船員が何かを言いかけた瞬間、レイヴンが少しだけ剣を抜いてみせた。

			　もともとそういう手筈なのか、ハピネスが嘗(な)められたからなのかわからんが。

			　今、レイヴンは変装しているので正体はわからないはずなので、普通の剣士として見られるはずだが。

			「……っ、寒気がしたぜ。そこにいる兄ちゃん何者だ？　海の男の俺っちがこんなに寒気を覚えたのは久しぶりだ」

			　どうやらレイヴンの奴、殺気のようなものを出したらしい。

			　一般人に向けていいものじゃないだろうに。

			　レイヴンのことだから加減はしたのだろうが……作戦であってほしいな。

			「……納得？」

			「ああ、そっちの兄ちゃんを見る限り、お嬢ちゃんもただ者じゃねぇんだろうよ……。嘗(な)めたこと言って悪かったな、お嬢ちゃん。海の男として潔(いさぎよ)く謝罪させてもらうぜ」

			「……拒否」

			「そんな訳にはいかねぇ！　海の男として自分の過ちにはけじめってもんをつけなきゃなんねぇんだ」

			「……情報」

			「その前に謝罪だぜ！」

			　上手くいくかと思ったが、海の男というのは結構気難しいのが多いみたいだ。

			　見ている分には面白い光景ではある。

			　無表情なハピネスと、熱く豪快な船員のやり取りはギャップがありすぎる。

			　レイヴンもフォローに回りたいようだが……コンプレックスのせいで声が出せないからな。

			　とりあえず、船員に大きく落ち着けと書いた紙を一心不乱に見せているな。

			　うん、とりあえず自分が落ち着こうかレイヴンよ。

			　さっきまで殺気を出していた人物には到底見えない有様になっているぞ。

			「お嬢ちゃん、港では海の男の礼儀には従うもんだぜ！」

			「……港、初」

			「なにぃ!?　そうだったのか、お嬢ちゃん。だったら俺っちが港での心得ってもんを教えてやるぜ！」

			「……面倒」

			　船員とのやり取りを見て、俺は必死に笑いを堪(た)える。二人の温度差も面白いが、レイヴンが一番面白いぞ。二人の会話になんとか、筆談で加わろうとしているからな。

			　今は船員への落ち着けから、ハピネスに対して、依頼！　に変わっている。

			　もう、そこまで必死になるなら、いっそのこと声に出せばいいのではないだろうか。

			　二人の情報収集を温かく見守るのもいいが、とっとと依頼を終わらせてデートをさせたい俺がいる。

			　お邪魔虫上等の意気込みで俺は二人と合流する。

			「見てる分にはすごく面白かったけど、そろそろ本題に戻らないか？」

			「……隊長」

			「……うぉっ!?　なんだ、あんちゃん。お嬢ちゃん達の仲間か？」

			　いきなり声をかけたからか船乗りに驚かれた。

			　いや、近づく者に対してまったく気づけないほど、会話に夢中になっていたからだろう。別に背後から音も無く歩いていったわけでもないし。

			「ああ、仲間が世話をかけたみたいだな。俺はヨウキで、こっちはハピネス、剣を持っているのがレイヴンだ。よろしく頼む」

			　自分の名前を名乗るついでに二人のことも紹介した。普通なら遅れてきた俺を二人が紹介するものなのだが、そんな細かいことは気にしない。

			「……よろ」

			　レイヴンは紙によろしく頼むと見事な達筆を披露してから会釈をした。

			「お、おう……。俺っちはマサってんだ。海の男、船乗りをやってるぜ！」

			　自己紹介の終わりに腕の筋肉を隆起させる所が、誰かを思い出させるな。

			　軽く周りを見渡すと結構ムキムキ率が多い。

			　パティシエより船乗りの方が天職だったのではないかとツッコミを入れたい。

			　本人がいないところでのツッコミは意味がないのでしないけどな。

			「それで依頼の件についてなんだが……」

			「俺っちのアピールをスルーとは、やるな、あんちゃん」

			「悪いけど知り合いに似たようなのがいてな。ムキムキはもうお腹いっぱいなんだ」

			　俺は冷静にツッコミとスルースキルを発動する。

			　セシリアかデュークがいればふざけるかもしれないが、今回は俺がしっかりしないといけないからな。

			「……違和感」

			　隣にいるハピネスが何か言ってるが聞こえない、聞こえない。

			　確かに今の俺ははっちゃけないつまらない野郎かもしれないが、これも二人のためだ。

			　たとえ、仲間に変な目で見られようが俺は真面目に依頼をこなす。

			　……これだと俺が普段不真面目みたいだな。

			「なるほど、王都にも俺っちに負けず劣らずの肉体を持った男がいんのか。海の男として負けられねぇな」

			　真面目に返したのに、なぜかボケで返ってきた。

			　ここで俺もボケて返しては話が進まず、グダグダになるな。

			「まあ、そういう知り合いがいるんだよ。それで、筋肉もいいけど、ちょっと聞きたいことが……」

			「おっ、筋肉が良いって!?　剣の兄ちゃんよりもひょろく見えるのに、あんちゃんなかなか良いこと言うじゃねぇか！」

			「……」

			　俺は無言でレイヴンに助けを求める視線を送った。

			　こういう人の話を聞かないタイプはもう、ユウガやマッスルパティシエだけで充分だ。

			　しっかりしなければと思った手前で申し訳ないが、レイヴンにフォローしてもらうことにした。

			　レイヴンはもはや筋肉しか頭にない、船乗りの肩をがしっと掴み、依頼についてびっしりと書いた紙を船乗りに突き出す。

			「おぉぅっ、そうか。情報だったな、悪い悪い。話を逸らしちまったぜ。兄ちゃん達は俺っち達のために依頼を受けてくれたようなもんだもんな」

			「いや、別にそこまで言われるほどでもないが」

			「積み荷がなくなっちまった今、俺っち達が犯人扱いされちまってんだ。信用もがた落ち、このまま犯人がわからないままじゃ、全員海の男から、ケチな盗(とう)賊(ぞく)ってことになっちまう」

			　先程までは威勢の良い話し方だったのに、途端に寂しげな表情になり、周りに哀愁が漂い始めた。

			　先程、商会のギルドマスターの話を聞いた限りでも、今の所、船員全員に容疑がかかっているって言ってたし。

			　疑われていることを船員達も全員知っているみたいだな。

			「……不安？」

			「……心配してくれんのかい？　ありがとな、嬢ちゃん。海の男が情けない話だが、皆、心底では不安だろうよ。だけど、俺っちは盗みなんてやってねぇし、もちろん仲間達だってやってる訳ねぇ！　そう信じてるから、今の仕事を全員必死にやってんだ」

			「……納得」

			　船員達も思うことがいろいろあるみたいだな。

			　盗っ人扱いされていても、仕事はしっかりこなすか。筋肉自慢をするだけの人かと思ったけど、考えを改めないといけないな。

			　二人も今の言葉が効いたのか、表情が変わったな。

			　最初から真面目にやってくれよ。

			　普段のことを考えると俺が言えた義理じゃないけどさ。

			「……悪いな。つい熱くなっちまった。海の男がこんなんじゃ駄目だな」

			「……否定」

			「ハピネスの言う通り、そんなことないと思うぞ。誰だって何もしてないのに疑われたら、動揺するし、熱くなったりもするだろう。レイヴンもそう思うよな？」

			　俺の問い掛けにレイヴンは力強く頷く。

			「あんちゃん達……ありがとな。あんちゃん達なら、今回の騒動を解決出来る気がするぜ。情報提供だったよな。俺っち達に出来ることなら何でもするぜ」

			「そう言ってもらえると助かるな。じゃあ、早速聞き込みを開始してもいいか？」

			「おう、いいぜ。おーい、いったん休憩だ！　俺っち達の救世主が来たぞー！」

			　船乗りの声に反応し、作業を中断させてなんだなんだと他の船員達が集まって来た。

			　というか救世主とかまだ何もやっていないのに、言いすぎだろ。

			「おい、救世主って……」

			「いいか、皆！　こちらの方々はぬれぎぬを着せられた俺っち達の救世主だ。海の男として、全力で協力するぞ。どんな些(さ)細(さい)なことでも知っていることは全部だ！」

			「「「「「おう!!」」」」」

			　事件が起こり、活気が少しない港に海の男達の野太い声が響いた。

			　……どうしてこうなったのか、俺にもわからない。

			　この男祭の中でただ一人の女性であるハピネスは渋い表情をしている。

			　レイヴンは……平常運転だ。

			　男祭は騎士団で慣れているのだろうか。

			「……ヨウキ」

			　そう思っていると、小声でレイヴンが話しかけてきた。

			「どうした」

			「……俺はもういろいろと自信がないんだが」

			「ここにきてのヘタレ宣言かよ!?　安心しろ、大丈夫だ。レイヴンにはここで活躍してもらえれば……」

			「もう……紙がなくなった」

			　レイヴンは背負っていたかばんの中身を見せる。

			　大量に紙を入れていたのであろう場所には、何も入っていない。

			　入っているのはすべてくしゃくしゃに丸められた、書き済みの紙クズだけだ。

			「……とりあえず、俺とハピネスで何とか話を聞いて回るから、終わるまで待っててくれるか？　そこから、宿で情報をまとめよう」

			「……すまん」

			　本当に申し訳ないと頭を下げられた。

			　うん……仕方ないよな、仕方ない。

			　でも、デュークの言う通り人前で喋(しやべ)れるようにならないと不便だな。

			　仕方ないかもしれないが、レイヴンのためにも何かしら特訓をした方が良いかもしれない。

			　まあ、今回は二人の関係を近づけるのが目的だからな。

			　二人のデートもそうだが、船乗り達のためにも早く依頼を解決させないとな。

			　コミュニケーションを取る手段を失ったレイヴンを近くで待たせて、俺とハピネスは情報収集する。

			　剣の兄ちゃんはどうしたと聞かれたが、紙がなくなったから会話出来ないなど言えるはずもなく。

			「いやぁ、慣れない土地に来たからか体調崩したみたいで、休んでるんだ」

			「まじか!?　剣の兄ちゃん、俺っちは相当鍛えてると見てたんだがなぁ。見間違いだったか」

			　どうやら、剣士なのに身体が弱いという残念なイメージがついてしまったようだ。

			「ははは……聞き込みは俺とハピネスがやるんで心配は無用です」

			「そうかぁ、剣の兄ちゃんとはあまり話してなかった気がしてよ。出来れば話したかったんだがな」

			　声を発していないのだから、話した気がしないのは当然だろう。

			　ハピネスとの会話でヒートアップした時のレイヴン渾(こん)身(しん)の落ち着けも見えてなかったみたいだし。

			　筆談をしていたという自覚があまりないみたいだな。

			　その後、俺が七割、ハピネス三割ぐらいの割合で聞き込みは終了。

			　情報をまとめるため、宿に帰ると言うと、盛大な見送りを受けた。

			　レイヴンは聞き込みをしていないからか、どこかやるせない感じだった。

			　ハピネスは無表情で手を振っていたな。

			　その度に歓声が起こっていたが、なんだったんだろう。

			　ハピネスにはアイドルの気質があるのか？

			　本人に聞いたら何と返ってくるだろうな。

			　まあ、男祭の中の唯一の花だったからという理由が一番妥当か。

			「……で、いったん宿に帰ってきたわけだが」

			「……夕方」

			「まさか、港での情報収集で日が暮れることになるとはな」

			　フリメールに着いた時間帯が時間帯だから仕方ないのかもしれないな。

			　しかし、二人の自由時間を考えると、明日すぐに行動に移りたい。

			「……本当にすまん」

			「だから謝るなって！　レイヴンには俺らが集めた情報まとめてもらってるんだからさ」

			「……不要」

			「ほら、ハピネスもこう言ってるし。レイヴンにはレイヴンに出来ることをやってもらえればいいんだよ！」

			「……そうか？　いや、しかしだな。俺は納得がいかないんだが」

			　そう言いつつも、俺達が聞き込みを行い手に入れた情報を紙に書いてまとめることは忘れない。

			　カリカリと凄(すさ)まじいスピードで、紙に情報を書いていくレイヴンに俺とハピネスは口あんぐりだ。

			　騎士団での執務と普段の筆談によって生まれた速筆なのだろう。

			　俺達と会話して落ち込んだり、元気になったりしても腕は一定の速度で動き続けている。

			「……感嘆」

			「……何がだ？」

			「まあ、レイヴンにはレイヴンにしか出来ないことがあるんだよ。ハピネスはそのレイヴンの出来ることがすごいってさ」

			「だから何が……」

			「それより、まとめ終わったか？」

			　続けると不毛な争いになりかねないので、早めに打ち切り話を変えた。

			　せめて、明日動けるようにはしたいので何を目標にするかぐらいは決めておきたい。

			「……ああ。まとめた結果、二人の情報はほぼ一致したよ」

			「……お疲れ」

			　ハピネスが労いの言葉と共にレイヴンにお茶を渡す。宿の厨(ちゆう)房(ぼう)を借りてあらかじめポットに入れておいたのだろう。

			「あ、ありがとう……」

			　そこで照れ臭そうに受け取っているようでは先が長いぞ、レイヴンよ。

			　俺はセシリアから普通に受け取るぞ。

			　無論、感謝の意は忘れずにだ。

			「というか、俺のは？」

			「……セルフ」

			　ぽんと俺の目の前のデスクに空のコップが置かれた。ご丁寧にお茶の入ったポットも近くに置いてある。

			「俺は自分で入れろということかな、ハピネスさん」

			「……正解」

			「正解じゃねーよ。ここまで揃えてくれたなら入れてくれよ」

			　後はコップに注ぐだけで終わりだろうに。

			　なぜここまで用意しておいて最後はセルフなんだ。

			「……気分？」

			　可愛らしく顔を横に倒して言っても俺には効かないぞ。

			　無表情でその仕草は反則かもしれないが、ある程度長い付き合いだからな。

			　横に顔を真っ赤にして俯(うつむ)いているシャイな剣士はいるが。

			「まあ、このやり取りの間に自分で入れたから、もう何も言うことはないけどな」

			「……終了」

			　こうして俺とハピネスのやり取りは幕を閉じた。

			　いつも通りのじゃれ合いである。

			　レイヴンもこんな会話をハピネスと出来たら言いだろうにと思いつつ、俺は茶を啜(すす)った。

			　セシリア程ではないが、ハピネスの入れる茶も美(う)味(ま)いな。

			　美味(おい)しく入れるコツでもあるのだろうか。

			　今度聞いてみようかな。

			「……話を進めていいか？」

			　まだ、少しだけ顔を赤くしたレイヴンが切り出した。そういえば漫才をやっている暇なんてないな。

			　さっさと明日の目標、予定を決めないと。

			「悪い、頼む」

			「二人の集めた情報から俺なりに考えた結果なんだが……この事件には魔物が関係しているんじゃないかと思う」

			「……魔物？」

			「ああ。船員達の証言をまとめると、全員美しい歌声を聞いて、そこから記憶が飛んでいるみたいだからな」

			　確かにそんな情報を何人もの船員から聞いたな。

			　海の声で美しい歌声なんて……前世に見たお伽話じゃあるまいし。

			「まさか人魚なんているわけないもんなぁ」

			「……さすがヨウキだな。俺はその予想が正しいと思う」

			「え、まじ……!?」

			　この世界に人魚がいるとは知らなかったな。

			　ファンタジーってなんでもありなんだなと痛感し、俺は間抜けな顔を二人に晒していた。

			「……そこまで驚くことではないと思うが」

			「……変」

			　前世のことを考えると人魚などお伽話の世界だからな。

			　でも、今まで人魚以上のファンタジーを体験したことを考えれば、今さらかもしれない。

			　ハピネスはいつものことだが、レイヴンにまで微妙な顔をされるとは軽くショックだ。

			「……ヨウキは人魚を知っているんだよな？　だから、この事件に関与していると思ったんじゃないのか」

			「まあ、知っているっちゃ知っているけど」

			　生憎(あいにく)と俺が知っている人魚がこの世界の人魚と同じだとは限らないからな。

			　下手に完(かん)璧(ぺき)に知っていると言うのは良くない。

			「……そうか。一つ聞かせてもらうが、なぜ今回の事件に人魚が関係していると思った？」

			　知ったかぶりがばれたのか、俺を試すような質問をぶつけてきたな。

			　別に違っていても勘違いですむだろうし、俺の考えていることを素直に話すか。

			「綺(き)麗(れい)な歌声を聞いたって言ってただろ。歌声で人を魅了する魔物は少なくないからさ。それを考えると、海っていったら最初に考えられるのは人魚かなーって思ったからさ」

			　人魚については深く語らずに、半分適当に答えたんだというオーラを出す。

			　これなら、疑われずに乗り切れるはずだ。

			「……単純」

			「毒舌はいらん。それより、レイヴン。この説明でいいかな」

			「……やはりヨウキはさすがだ。臆(おく)測(そく)とはいえ、事件の核を突き止めたんだからな」

			　いきなりレイヴンがカッコつけ始めた。

			　普段はこういう臭い台詞(せりふ)を言わないのに。

			　ハピネスの前だから、いつもよりキャラを作っているのかもしれない。

			「……変」

			　ぼそっとハピネスがレイヴンに聞こえないように呟(つぶや)いた。

			　メンタルが弱いレイヴンには気を使ったのだろう。

			　俺への毒舌は聞こえるように言うくせに。

			「……実はさっき有力な情報を手に入れたんだ。どうも、近くの洞(どう)窟(くつ)の入り江で人魚を見たらしい」

			「詳しく話を聞かせてもらおうじゃないか！」

			「……早急！」

			　話を聞こうと詰め寄ろうとしたが、身を引く。

			　なぜかというと、ハピネスも気になったのか、レイヴンに迫ったからだ。

			　中身純情なレイヴンはすっかり赤面。

			　こういうのが青春というのだろうなとしみじみ思う。……なんか、年寄り臭いな、俺。

			「それで、情報は？」

			　ラブコメをするのもいいが、それは依頼を片付けてからだ。

			　俺の視線により、レイヴンがハピネスから距離を取る。

			　本人はクールに平静を装(よそお)っているが、顔はまだ少し赤い。

			　無理はしなくていいぞ、レイヴンよ。

			「……っ、実はヨウキとハピネスに情報収集を任せていた時に近づいてきた男がいてな。入り江で人魚と積まれている荷物を見たと言ってきたんだ」

			　こちらとしては欲しかった情報が転がり込んで来たわけだ。

			　しかし、あまりにも都合が良い気がする。

			「そいつ、怪しくないか？　俺達が情報を集めていたのを見越して近づいてきたってことだろ」

			「……ヨウキの言いたいことはわかる。でも、今は頼れる情報がこれしかないんだ。確かめる価値ぐらいはあるんじゃないか？」

			　レイヴンが普段より三割増しぐらいイケメンな気がするな。

			　いつもなら流されるがままのイメージだったのに、積極的に行動しているし。

			　頼れる男になりつつあるぞ。

			「……決定」

			　ハピネスもレイヴンの案に賛成らしい。

			　レイヴンの言う通り、動かないよりはマシか。

			「じゃあ、明日その人魚がいる入り江とやらに行ってみよう。何もなかったらまた情報収集だ」

			「……わかった」

			「……了解」

			　こうして話し合いは終わり、明日に備えて寝ることにする。

			　ちょっぴり期待していたラブコメ展開もなく、その日は終わりを迎えた。

			　次の日になると準備をすぐにし、件の入り江に向かうことに。

			「……レイヴン、このまま順調に依頼が終わればデートが待っているぞ」

			　ハピネスに聞こえないようにレイヴンに囁(ささや)く。

			「……ヨウキ、今は依頼の最中だぞ」

			　真面目に正論で返してきた。

			　だが、俺には顔が赤くなっているのが見え見えだぞ。実は少し想像したな、レイヴンの奴。

			　レイヴンがノリノリなのはわかっているので、問題はハピネスだ。

			　どうやって、レイヴンと二人きりにさせようか悩み所である。

			　レイヴンにハピネスをデートに誘えとか無茶な要求はしたくない。

			　素直に首を縦に振るハピネスでないからだ。

			　どうしようかと、入り江に続いているはずの洞(どう)窟(くつ)を進む。

			　すると、広い空間が見えてきた。

			「……到着」

			「……ここか」

			　レイヴンの聞いた情報通り、入り江は存在した。

			　それもなかなかの広さで、見たところ水も綺(き)麗(れい)だ。

			　魚が普通に住んでいそうなぐらい澄んでいる。

			「人魚がいなくても充分綺(き)麗(れい)な場所だな。……よかったなレイヴン、とりあえず良い思い出が出来たろ？」

			　俺はレイヴンの背中を軽く叩いた。

			　ハピネスは何のことかわかってないみたいだが、レイヴンはコクコクと頷いている。

			「……あれ」

			　レイヴンが思い出作りの第一歩を踏めたと感心していると、ハピネスが何かを発見したようだ。

			　指を差している方向を見ると、そこには積み重なった木箱が置いてあった。

			「……ヨウキ、中身を確認しよう。失くなった積み荷かもしれん」

			「ああ、わかった」

			　レイヴンと一緒に木箱を開けて確認する。

			　中には商品であろう、日持ちする加工食品や装飾類、宝石などが入っていた。盗まれた荷物のリストを見せてもらったが、すべて該当する物ばかりである。

			「ここに荷物があるということは……入り江にいるのか、人魚が」

			　俺がそう呟(つぶや)き振り返る。

			　すると、入り江から何かが飛び跳ねた。

			　音に気づき、二人も振り返る。

			「おお……」

			　そこには上半身は美しい女性、下半身は魚。

			　まさしく、俺のイメージにピッタリな人魚がいた。

			　俺の視線に気づいたハピネスが一言。

			「……変態」

			「見るだけで、何でそこまで言われなきゃならん!?」

			　人魚はビキニをつけているだけなので、露出度は多い。

			　しかし、それぐらいで変態扱いはないだろう。

			「……報告」

			「ちょっと待て、誰に何を報告する気だ」

			「……二人共、その辺にして構えた方がいいぞ」

			　ハピネスと漫才をしていると、レイヴンに注意されてしまった。

			　確かに、敵を相手にして軽率すぎたな。

			　反省して、人魚の動きに注目する。

			　俺達が漫才している間に、人魚は泳いで入り江の中心まで移動したようだ。

			　何をするのかと警戒していると、人魚が口を開き歌い始めた。

			「……まずいぞ、耳を塞(ふさ)げ！」

			　レイヴンの焦りの混じった声の忠告を聞き、両手で耳を塞(ふさ)ぐ。

			　人魚は美しい歌声で人を惑わすんだったな。

			　レイヴンのおかげで助かった。

			「……って耳を塞(ふさ)いでいたら、闘えないぞ」

			　両手を封じられていては、何も出来ない。

			　かといって、耳を塞(ふさ)ぐのを止めてはダイレクトに歌声を聞いてしまう。

			「……聞こえる、な」

			　手で塞(ふさ)いでいるだけでは、完全に音を遮断出来るはずもなく。

			　歌声が少しずつ聞こえ、意識が薄れてきた。

			「……まずい、ぞ」

			　このまま眠ってはやばい。打開策はないかと、くらくらしてきた頭で必死に考える。

			　しかし、何も思いつかないまま、ただ時間が過ぎていく。

			　もうやばいなと意識が朦朧としてきた中、ハピネスが何を血迷ったのか。

			　喉の調子を確かめるように、手を当ててから歌い始めた。

			　その行動に何の意味があるのかと、意識が正常ではないのでツッコミを入れることが出来ない。

			　だが、すぐにハピネスの行動の真意がわかった。

			　ハピネスの歌が人魚の歌を掻き消しているのだ。

			　さすがハピネス、歌は得意分野だったな。

			「……いける！」

			　完全には掻き消せていないせいか、多少ふらつく。

			　しかし、レイヴンは完全に動けるっぽい。

			　剣を抜いて、闘う気満々て感じだ。

			　この差はなんなのかと思ったが、ある根拠が考えついた。レイヴンにはハピネスの歌声しか聞こえていない説だ。

			　恋しているハピネスの声しか聞こえないとか……レイヴンならありえそうだ。

			　もちろん、ただの仮説だけどな。

			　何はともあれ、俺はまともに動けないのでサポートに回るしかない。

			　人魚は水中にいるので、剣士のレイヴンでは闘うのに分が悪い。

			　だから、俺は土魔法でレイヴンのために足場を作ることにした。

			「俺が足場作るから、頼むー！」

			　レイヴンに聞こえているかはさておき、俺はせっせと土魔法で足場を作り始めた。

			　入り江から土の足場がどんどん現れ、人魚は驚いているみたいだ。

			　レイヴンは足場を見て察してくれたのか、俺の方を見て軽く笑うと足場を利用し人魚に接近していく。

			　迫りくるレイヴンから人魚は逃げるが、俺がどんどん魔法で壁を作り出し動きを制限する。

			　虐(いじ)めにしか見えない所業だが、闘いなのでそんなことも言ってられない。

			　人魚もいつの間にか歌うのを止めて、レイヴンから逃げることに集中していた。

			「よし、ハピネス、もう大丈夫だぞ。ありがとな」

			　人魚はレイヴンが追い詰めてくるので、歌う余裕が失くなったようだからな。

			　妨害のために歌っていたハピネスに礼を言って、歌を止める。

			「……不満」

			「は……？」

			　ハピネスは眉(み)間(けん)にシワを寄せて、何かに納得していない表情をしている。

			　レイヴンはもう最後の追い込みに入っているし、不満なんてないだろうに。

			　しかし、ハピネスには何かひっかかることがあるようでレイヴンと人魚の下に走り出した。

			「ちょっ、おい……って無理だ」

			　ハピネスを追い掛けたいが俺にはレイヴンの足場を作るという仕事がある。

			　ハピネスからいったん、視線を外し、足場作りに集中。

			　人魚の逃げるスペースもほぼなくなり、ついにレイヴンが人魚を追い詰めた。

			「……終わりだ」

			　レイヴンは剣の切っ先を人魚の喉元に突き付ける。

			　声はともかく、なかなか様になっているなぁ、当たり前だけど。騎士団長の風格を感じるな。

			　何はともあれ、これで依頼はほぼ完了だろう。

			　これで二人のデートプランを考えられるな。

			　そう思っていた束の間に、状況は一変していた。

			　なぜかレイヴンと人魚の間にハピネスが割り込んでいるのだ。

			「いやいや、俺がちょっと目を離していた間に何があったんだよ!?」

			　離れた位置にいては、状況判断もままならない。

			　俺は急いで二人の下へ向かった。

		

	
		
			　

			第７話　人魚の話を聞いてみた

			　

			「……どうして人魚を庇(かば)う」

			「……ダメ」

			　俺が作った足場を渡って二人の下に着くと、現場は修(しゆ)羅(ら)場(ば)と化していた。

			　いまだにレイヴンは剣を向けたままで、ハピネスは両手を広げて人魚を守るように立っている。
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			　そして、人魚も状況についていけていないようで、辺りを見回し困惑しているみたいだ。

			　……今なら、歌えば俺達を戦闘不能に出来るかもしれないのにな。

			　そこまで悪い奴でもないのか、事情を聞けるなら聞いた方が良いかもしれないな。

			　まあ、先にこの二人を止めないといけないが。

			「おい、とりあえずレイヴンは剣を下ろせ！」

			「……ヨウキも人魚の味方をするのか？　相手は魔物だぞ」

			「そういう訳じゃないけど……人魚にはもう敵意がなさそうだし、いったん剣を納めてくれないか？」

			「……お願い」

			「…………わかった」

			　俺とハピネスの説得により、レイヴンは剣を鞘(さや)に納める。

			　途端にハピネスはその場に座り込んだ。

			　いつもと表情は変わらないが、よく見ると手が震えている。

			「大丈夫か？」

			「……平気」

			「それでこそハピネスだ」

			　昔、人間に襲われたトラウマか、ギリギリなタイミングで割り込んだからか。

			　理由はわからないが、少し精神的にダメージを受けたっぽい。

			　本人は平気だと言っているが、少し休ませておく。

			「……」

			　レイヴンはレイヴンで、不機嫌そうに腕組みをして、視線をまったく別の方向に向けている。

			　ハピネスがいきなり座り込んだというのに……声もかけないとは。

			　下手したら二人の間に亀裂が生じたかもしれない。

			　ふと、デュークの言葉を思い出した。

			　このまま、二人が微妙な雰囲気でミネルバに帰ったら……デュークとセシリアからのダブルお説教が待っているな。

			「まじかぁ……」

			　良い感じだと思っていたのに、どうしてこうなったのか。

			　俺は別に余計なことをした覚えはない。

			　うん、俺は無実だ……多分。

			「あ、あの……」

			「ん、あ、ごめん。忘れてた」

			　俺がどう責任逃れをしようか画策していると、人魚が声をかけてきた。

			「わ、私を殺さないんですか？」

			「まあ、見ての通り事情が変わったというか、なんというか……」

			「え……？」

			　二人に視線を向けて、苦笑いするも、人魚はこちらの人間関係を知らないからか、首を傾げている。

			「とにかく、仲間の一人が君に対して何か引っ掛かるところがあるみたいなんだ。もし、何かあるなら話してほしいんだけど」

			「わ、私は魔物ですよ。魔物の話をあなた達は信じてくれるんですか？」

			　この場に人間は一人しかいないんだけどな。

			　もちろん、ばらすわけにはいかないので言わない。

			　しかし、この口ぶりだとやはり何かしらの事情があるみたいだ。

			「信じるかどうかは」

			「……信じる」

			　話を聞いてからと言おうとしたのに、いきなりハピネスが会話に入ってきた。

			「ほ、本当ですか！」

			「……本当」

			「おいおい……」

			　このままで良いのかと思い、ちらりとレイヴンに視線を送る。

			　しかし、レイヴンは完全に我関せずという状態だ。

			「それじゃあ、話しますね。えっと」

			「そ、その前に自己紹介をしよう。俺はヨウキだ、よろしくなー！」

			　雰囲気がかなりまずいので、ヨウキだけに陽気に自己紹介をしてみた。

			　……今、思ったことを口にしていたら、極寒になっていただろうな。

			「……狂った？」

			「正常だ、阿呆！　この無礼なのが、ハピネスで、そっぽ向いているのがレイヴンだ」

			　いつものハピネスとの絡みにもレイヴンは反応しない。

			　かなりの重症か、今のレイヴンの心境がいまいちわからん。

			「えっと、私はシケです」

			「シケちゃんな、なるほど。で、シケちゃんはウチのハピネスが感じとった、何かしらの事情があるのか？」

			　ハピネスの頭をぽんぽんと撫(な)でつつ、尋ねる。

			　すると無言で撫(な)でていた手を弾かれた。

			　不快な思いをさせたみたいだな。

			　まあ、いつもは俺がおちょくられているから、謝罪はしない。

			「は、はい。私は脅(おど)されて、歌わされているんです……」

			「……はい？」

			　ここまでに到る過程をぶっ飛ばして、自分の現状を説明してきたな。

			「……詳細」

			「あっ！　これでは説明になりませんね。ごめんなさい」

			「いや、いいから。とりあえず、落ち着いて説明してくれ」

			「はい。ある日、私は友達のミサキと一緒に海を泳いでいました。しかし、突然の嵐(あらし)に巻き込まれてしまい、気がつけば……私は手を縛(しば)られて、目隠し、さるぐつわをされていたんです」

			「嵐(あらし)で海岸に打ち上げられて、運悪く見つかり捕まったんだろうな」

			　全部推測だけど、そんなところだろ。

			「……理解」

			「もがいていたら、私の耳に聞こえてきたんです。『仲間の命が惜しければ、言うことを聞け』と」

			「友達の人魚も捕まっていたってことか」

			「ミサキが殺されると思い、怖くなって首を何度も縦に振りました。そしたら、担がれてここまで運ばれて……後は指示通りに港で歌い、船に乗っている人達を眠らせていました」

			「……ふむ」

			　これでシケちゃんの話は終わりのようだ。

			　俺は、シケちゃんが本当のことを言っているとは思う。

			　しかし、断言は出来ない。

			　命が惜しくて嘘を言っているという可能性も少なからずある。

			　ここは二人の意見を聞きたいところだが。

			「……ヨウキ、ちょっと来てくれ」

			　今まで黙っていたレイヴンが俺だけを呼び出した。

			　会話が聞こえないように、二人から離れる。

			「なんだよ」

			「……ヨウキはあの人魚の話を信じるのか？」

			「俺は……」

			　こっちが二人の意見を聞きたかったのに、まさか先に聞かれるとはな。

			　答えずに沈黙しているとレイヴンから、意見を言い出す。

			「悪いが俺は信用出来ない。ユウガ達との旅の途中で何度もああいうなりの魔物に遭(そう)遇(ぐう)したからな」

			「やっぱりか」

			　先程からレイヴンの意思は変わっていないみたいだ。セシリアは俺のことを導いてくれたんだけどな。

			　レイヴンは魔物についての偏見を簡単になくせないか。

			　どうしたものかと悩んでいると、ハピネスがこちらに向かって歩いてきた。

			　レイヴンは会話を聞かれたくないから離れたというのにな。

			「……信用、無理？」

			　ハピネスがレイヴンの目を真っすぐ見て尋ねる。

			　真剣な眼差しに圧されたのか、レイヴンは目を逸らす。

			「……すまないが、俺には魔物の言葉は」

			「……なら、彼女を信じた、私を信じて……ほしい」

			　レイヴンの両手を取り、上目遣いで懇(こん)願(がん)している。

			　そんな光景を見ている俺は言葉を失った。

			　ハピネスは上目遣いなどするキャラではない。

			　それにあの口調、明らかに無理をして喋(しやべ)っている。

			　別に長文を話せない訳ではないが、今の精神状態はあまり良くないからな。

			　俺は完全に蚊(か)帳(や)の外な訳だが、レイヴンの答えを知りたい。

			「……っ俺は」

			　握り締めた拳が震えているので、あと一押しだな。

			　俺の入る空気ではないので、ハピネスに決めてもらおう。

			「……了承？」

			　ハピネスはいつもの無表情で首を傾げる。

			　緊張に耐えられなくなったのか、考えがあってか。

			　最後はいつものハピネスが出たな。

			「……わかった。まだ、人魚が犯人と決め付けるのは早計かもしれん。……調査をしてみよう」

			　レイヴンもようやく折れてくれたみたいだ。

			　ハピネスも、心なしか少し嬉しそうな表情になっているような……？

			　まあ、これで二人の亀裂もなくなっただろうし、調査に乗り出せるな。

			「ん、なんで二人共俺を見ているんだ？」

			「……俺とハピネスは調査を続けようという話になったが……ヨウキの意見を聞いていなかったことに気づいてな」

			「……どうする？」

			　二人が決めたことに、俺が反対するわけないだろうに。

			「もちろん、俺もシケちゃんの話を信じることを前提に調査するよ」

			「……そうか」

			「……さすが」

			　ハピネスは俺にぐっと親指を立てる。

			　さっきまでの余裕の無さはどこにいったのやら。

			　もう完全に復活しているな。

			「さて、じゃあ調査を始めるぞ。ハピネスはシケちゃんからもっと詳しく話を聞いてくれ。犯人に繋がる手がかりがあるかもしれない。俺とレイヴンはあそこに置いてある荷物を調べよう」

			「……わかった」

			「……了解」

			「よし、動くぞ」

			　役割分担を決めたところで、俺達は行動を開始した。ハピネスはシケちゃんの下へ、俺とレイヴンは荷物が入っている木箱に向かう。

			「……ヨウキ」

			「なんだ。もしかして、レイヴンもハピネスと一緒にシケちゃんの話を聞きに行きたかったか？」

			　結構な量の木箱があるので、こういう役割分担にしたのだが。

			　せっかく和解したのだから、二人で行動させた方が良かったか。

			　最後の最後で気が利かないのは、俺の悪いところかもしれない。

			「いや違う、それじゃなくて、……今、俺がとろうとしている行動は正しいことなのかと思ってな」

			「……そのことかよ。そんなの答えは簡単だ」

			「え……？」

			　俺は気合いを入れるため、レイヴンの背中を叩き、木箱まで走り出した。

			「ハピネスのことを信じた自分を信じろよ！」

			　振り向くと、何かを考えるようにレイヴンは立ち止まっていた。

			　しかし、その時間はわずか数秒だけ。

			　すぐに走り出したレイヴンは、とても良い表情をしているように見える。

			　……あんなこと普段なら絶対に言わないんだけどな。ハピネスが頑張ったのだし、精一杯のフォローはしてやらないと。

			　ハピネスのためにも、レイヴンのためにもな。

			　デートの計画もあるし、あの人魚のためにも依頼を終わらせないとならない。

			　気合いを入れて調査をしよう。

			　俺とレイヴンが荷物を調査し始めてから、早数分。

			　すべての箱を開けて調べようとしていたが、その必要もなさそうな展開になった。

			「……ふざけているな」

			　レイヴンが馬鹿にされた気分になっているのか、怒り心頭のご様子。

			　俺もこの有様はかなり腹が立つがな。

			　積み上げられていた箱の中には確かに盗まれた積み荷は入っていた。

			　しかし、入っていたのは手前側の箱にだけ。

			　奥の箱の中身は空だったのだ。

			「シケちゃんが盗んだと思わせるための上っ面だけの偽装だな。わざわざ奥側にある箱からはチェックしないし、普通は手前から開ける」

			「……あの人魚も出てくるタイミングを指示されていたかもしれないな」

			「……ああ」

			　こころなしかレイヴンが少し顰(しか)めっ面になっているような。

			「……終わった」

			　ハピネスもシケちゃんから詳しい話を聞き終えたみたいだ。良いタイミングなのか、悪いタイミングなのか微妙だな。

			　レイヴンの顔を見て首を傾げていたので、そっとしておこうと手で合図をする。ハピネスも了解という意味で首を縦に振ってくれた。

			「……報告」

			　ハピネスが聞き出した情報を聞き、まとめる。

			　話している最中、隣にいるレイヴンからひしひしと殺気を感じた。

			　先程からかなり苛(いら)立(だ)っているみたいだ。

			　これ以上、レイヴンがキレるような情報はないことを祈っていたが、それは無理だった。

			「……なるほど。ギルドの者が町に来たら、盗(とう)賊(ぞく)が情報を流し、ここにおびき出させる。人魚は冒険者を無効化させて、盗(とう)賊(ぞく)が冒険者を回収する手筈か。……大方、眠っている最中に無力化して、口封じするか、他国の奴(ど)隷(れい)商人にでも売るつもりだったのだろう」

			「俺達が初めて来た冒険者だって言ってたんだな？」

			「……うん」

			「そうか、良かった」

			　俺達以外にも冒険者が来ていたら、レイヴンの言う通りの展開になっていたかもしれない。

			　ハピネスがいなかったら、シケちゃんの歌に俺やレイヴンもやられていたからな。

			　並の冒険者が来ていたら、盗(とう)賊(ぞく)に捕まっていただろう。

			「……箱を調べてから襲うことも決められていたとはな。もし、あのまま俺が人魚を切っていたら真相は闇(やみ)の中だ」

			　自分のせいで依頼が迷宮入りするところだったからか、レイヴンが苛(いら)立(だ)ちのあまり歯ぎしりをしている。

			「許せないな。上手くいこうがいくまいが、シケちゃんの仕業にしてトンズラ出来るようになっている」

			「……不愉快」

			　俺もハピネスも憤(いきどお)りを感じているが、レイヴンは飛び抜けて突出している。

			　いろいろな感情や想いが混ざりあっているようにも見えるな。

			「……ヨウキ、俺達がここに入ってからだいぶ経ったな」

			「ん、そうだな」

			　シケちゃんと戦闘して会話をし、箱を調査。

			　ハピネスが聞いたシケちゃんの話を　まとめてと結構時間が経った気がする。

			「……先程、ハピネスが聞いた人魚の話が本当なら、俺達を回収しようとしている輩(やから)が迫って来ているんじゃないか」

			「た、確かに……」

			　俺はこっそりと嗅(きゆう)覚(かく)を強化して、洞(どう)窟(くつ)内に誰かが入って来ていないかを探る。

			　すると、こちらに近づいて来る五人分の臭いを嗅ぎ付けた。

			「……来てる？」

			　レイヴンがいるというのに、俺に確認をしてくるハピネス。

			　五感の強化魔法は身内とセシリア以外には秘密だというのにこいつはと思う。

			「俺に聞かれてもな……」

			　レイヴンの前で軽はずみな発言は出来ないので、はぐらかす。

			「……いや、絶対に来るはずだ。倒れていない俺達を見たら、『心配して見に来た』とでも言う気だろう」

			　レイヴンは剣の柄に手をかけ、ゆっくりと盗(とう)賊(ぞく)達が来るであろう、俺達が来た道に向かって歩いて行く。

			　その後ろ姿から寒気を覚える程、冷たい殺気を放っている。

			　こんなレイヴンは初めて見る。

			　魔王城で散々戦ったが、こんな殺気は出していなかったはずだ。

			「……本気」

			「ああ、そうみたいだな」

			　俺達の出番はなさそうだ。レイヴンは盗(とう)賊(ぞく)達を待ち構える場所を決めたようで、広場の中央に着くと、動かなくなった。

			「あ、あの……私とミサキは助けてもらえるのでしょうか？」

			　シケちゃんの怖ず怖ずといった感じの声が聞こえた。しかし、おかしいな。

			　俺達は入り江からだいぶ離れた位置で話していたはずだ。

			　振り向くと、近くにある岩からこちらを覗き込むように、顔だけ出しているシケちゃんがいた。

			「え、どうやって……」

			「あ、人魚は尾(お)鰭(ひれ)を足に変えることが出来るんですよ……。長時間の移動は無理ですし、歌を歌えなくなりますが」

			　一人うろたえている俺を気遣ってか、シケちゃんが説明をしてくれた。

			　歌えなくなるということは完全に戦闘力がなくなるのか。

			「それじゃあ、逃げることも出来ないか」

			「はい、地上で人魚は戦う術(すべ)がないんです」

			「そうか。ところで変身したら、その……ズボンとか、ぐふっ！」

			「……沈黙」

			　隣にいたハピネスから腹パンをくらった。

			　ゲスな質問をするなというメッセージだろう。

			　その証拠にハピネスから、ゴミを見るような視線を感じる。

			　俺の言葉が最後まで聞こえなかったシケちゃんは、状況がわからないように首を傾げていた。

			「ま、まあ、レイヴンも君のことを助けるよう、協力をしてくれることになったから。安心してくれ」

			　俺は広場の中央から動かないレイヴンを指差す。

			　レイヴンに剣を向けられ切られそうになったのだ。

			　怖い思いをしたはずなので、多少トラウマが残っていると思ったが。

			「ほ、本当ですか。お、お礼を言わないと……」

			　別に気にしていないのか、シケちゃんはレイヴンの所に行こうとしたのだ。

			　レイヴンは今、近寄ってはいけない空気を出している。

			　シケちゃんも俺のゲスな想像が正しければ、岩陰から絶対出てはならない。

			　ハピネスが素早くシケちゃんをブロックし、俺は後ろを向き、何も見ていないことをアピールしてことなきを得る。

			　俺達がそんな、のほほんとしたやり取りをしている中でもレイヴンは微動だにせずに、佇(たたず)んでいた。

			「……盗(とう)賊(ぞく)達の会話が聞こえてきたな。済まないがヨウキとハピネスは手を出さないでくれ、俺なりにけじめをつけたいんだ」

			　俺達に顔だけ振り向き、自分だけで闘いたいと懇(こん)願(がん)してきた。

			　最初にシケちゃんを疑ったことを気にしているのか、別の理由か。

			「……了承」

			「じゃあ、俺達は離れているよ！」

			「……ありがとう」

			　お礼を言ったレイヴンは鞘(さや)から剣を抜く。

			　構えはせずに剣を下ろし、ただ持っているだけだ。

			　やがて、盗(とう)賊(ぞく)達の姿が視認出来るようになり、広場に入ってきた。

			　盗(とう)賊(ぞく)達は俺達の姿を見て、驚いていたが、すぐにへらへらとした表情に変わる。

			「よ、よお。剣士さん無事だったのか。俺はあんたらが心配になって仲間を連れて様子を見に来……」

			　レイヴンは無言で会話を遮るように、剣先を男の顔に向けた。

			「……」

			「な、何だよ剣士の兄さん。これは、何のまね……」

			「……だまれ」

			　怒気のこもった声とともに、剣の柄が男の鳩尾(みぞおち)に打ち込まれた。

			　痛みに声も出せずにその場で倒れ込み、悶(もん)絶(ぜつ)している。

			「な、なんだ、てめぇいきなり！」

			　仲間がやられたからか、他の四人が武器を構え、レイヴンに向ける。

			「……すべて人魚から聞かせてもらったぞ。覚悟しろ」

			「あの人魚しくじりやがったのか。まあいい、覚悟しろとは結構じゃねぇか！　男のくせに女みてぇな声しやがって、お前ら、やっちまうぞ」

			　男の号令で盗(とう)賊(ぞく)達は一斉にレイヴンに飛び掛かった。

			　しかし、レイヴンは武器をすべて剣で叩き落とす。

			　命は取らないようにしたのか、最初の男同様に柄を打ち込み無力化していく。

			　号令をかけた男は武器を叩き落とした後、足払いをして転ばせた。

			「ま、待ってくれ。違うんだ。俺達はここにいた人魚に操られて……」

			　この期に及んで、こんな苦し紛れの言い訳をするとは呆れるな。

			　レイヴンも今の言い訳がカンに障(さわ)ったのか、男の顔すれすれに剣を勢いよく突き刺した。

			「ひっ！」

			「……もう、だまれ」

			　完全に戦(せん)意(い)喪(そう)失(しつ)した男は泡を吹いて気絶してしまった。

			　全員気絶したことを確認したレイヴンは剣を鞘(さや)に収める。

			「お疲れさん」

			「……ぐっじょぶ」

			　俺とハピネスは一仕事終えたレイヴンの肩を叩く。

			　……ハピネス、どこでそんな言葉を覚えたんだとツッコミたい衝動にかられるが、空気を読みこらえた。

			「……ありがとう。だが、まだ終わりじゃない。こいつらには聞きたいことが山ほどあるからな。……絶対にこいつらのアジトの場所を吐かせる」

			　剣は納めたが、まだ怒りは納まっていないらしい。

			　レイヴンから黒いオーラが出ている。

			「……落ち着く」

			　ハピネスがレイヴンの手をぎゅっと握った。

			　それで宥(なだ)めることになるのかと一瞬、疑問が浮かぶ。しかし、思春期真っ盛りなレイヴンには充分な鎮静剤になったみたいだ。

			「わ、わかっている……」

			　真っ赤にした顔を見られたくないのか、顔を背けている。

			　だが、握られている手を離そうとしない辺りがレイヴンらしいな。

			「さて、レイヴンへのご褒(ほう)美(び)もそこそこに、こいつら起こして尋問するか」

			　二人はイチャイチャしてもらって構わない。

			　むしろ、当初の予定通りなのでしてくれと言いたいぐらいだ。

			「ま、待て、ヨウキ！　こいつらの尋問とアジトのことも俺に任せてくれないか」

			「……まだ、引きずってるのか。シケちゃんもレイヴンにお礼を言いたいと言っていたし、一人でしょい込むことはないと思うぞ」

			「それでも……俺はまだ自分を許せない。だから、頼む」

			「……いい、よ」

			　俺がどうしようか悩んでいると、勝手にハピネスが了承してしまった。

			「おい、勝手に……」

			　俺が反論しようとしたら、ハピネスに目だけで訴えられた。

			　普段は無表情のハピネスが感情を面に出しているのだ。

			　泣きそうに見えるのに、強い意志の篭(こも)った眼差しを向けている。

			　そんな顔をされて、駄目だと言ったら、デュークとシークに怒られてしまうな。

			「わかったよ。頼んだ、レイヴン」

			「……我が儘(まま)を言って済まない。自分でやると言った以上、必ずこいつらから情報を聞き出す。もちろん、アジトの場所もな、それじゃあ、な」

			　レイヴンは持っていた縄で盗(とう)賊(ぞく)達を全員縛(しば)り上げ、五人を引きずって出口に向かって去っていった。

			　……まじで、単独行動なんだな。

			　何かわかったら、宿に戻ってくるだろう。

			「……隊長」

			「ん、何だ」

			「……ありがと」

			「何についてのお礼なのか、わからんがとりあえず……気にすんな」

			　俺はハピネスの頭を撫(な)でる。

			　すると、先程と同様に無言で手を弾かれた。

			「……別」

			「手厳しいが、それでこそハピネスだ」

			　レイヴンもだが、ハピネスも絶好調に戻ったな。

			　どうなるかと不安に思っていたが、良い形で事が運んでる。

			　あとは無事にシケちゃんの友人を奪還出来れば良いんだけど。

			　シケちゃんにいったん別れを告げて、俺とハピネスは宿に戻り、レイヴンの帰りを待つことにした。

		

	
		
			　

			第８話　友人を決意させてみた

			　

			「……ただいま」

			　レイヴンが単独行動に出てから、三日。

			　何の音沙汰もなかったのに、いきなり宿にレイヴンは帰ってきた。

			　不眠不休で調査していたのか、目の隈(くま)がやばい。

			「おかえり……って、大丈夫か、おい。フラフラじゃねぇか！」

			「……あいつらからいろいろと情報を聞けたが、肝心のアジトの場所は知らされてなかったみたいでな。自分の足で探してきた」

			「そういう事情になったなら、俺達に相談しに来いよ」

			「……自分一人でやると決めた以上は最後までその仕事に責任を持つ。それが、俺だ」

			　責任感の強さはさすが騎士団長と言うべきか。

			　しかし、今回は相談してほしかったな。

			　レイヴンと音信不通になってから、ハピネスはぼーっとしてるし。

			　そんなハピネスを元気づけようとしても、全部空回りするわで大変だったぞ。

			「ま、アジトを見つけられたならいいか。……あいつらはどうしたんだ？」

			「この町に在住している騎士達に引き渡した」

			　その時に使ったメモを見せてきた。

			『こいつらを頼む。この町で起きている事件の重要参考人だ』と書かれてある。

			「ずいぶんといろいろ説明をすっ飛ばしたな。騎士達はちゃんと状況を飲み込めたのか？」

			「ああ。俺達に任せてください、レイヴン団長！　と快く引き受けてくれたぞ」

			「……レイヴンて騎士団で人望が厚いのか、よくわからないよな」

			「この辺に来たのは久しぶりだったからな。……時間があれば、稽(けい)古(こ)をつけてやりたかったが、今は一刻を争う。さっさと奴らのアジトに乗り込……」

			「……駄目」

			　ぎゅっとハピネスがレイヴンの二の腕を掴んだ。

			　俺もハピネスに同意見なので、言い合いになる前に理由を説明する。

			「焦る理由もわかるけど少しは休んだ方が良いぞ。というか、今は寝た方が良い」

			「だが、早く助けに」

			「……今は、寝よ？」

			　最近、覚えたらしいハピネスのスキル。

			　上目遣いからの顔を傾けるが、レイヴンに炸(さく)裂(れつ)した。効果は抜群みたいだ。

			　レイヴンは赤面して、ハピネスと目線を合わせないように、目を泳がせている。

			「だが、早く行かないと」

			「……睡眠」

			　上目遣いから、今度は身体から冷気が出ているんじゃないかと思うぐらいの冷たい視線に変わった。

			　赤面していたレイヴンの表情が一気に凍りつく。

			　ちらりとレイヴンが俺に視線を送ってきた。

			　俺は何も言わず、ただ首を横に振る。

			「……わかった、仮眠を取ろう」

			　レイヴンが折れたと見るや、すぐにベッドへ案内し、布団をまくるハピネス。

			　その姿はまるで、息子に早く寝なさいと言う母親のよう……残念ながら恋人同士には見えない。

			　疲労がかなりたまっていたのか。

			　レイヴンがベッドに入るとすぐに寝息が聞こえてきた。

			「まったく、いくらなんでも無理しすぎだろ。洞(どう)窟(くつ)での一件があったにしても」

			「……うん」

			　レイヴンにとっては、かなり衝撃的なことだったのかもしれない。

			　だからといって、身体の限界を知らずに突っ走るのは違うと思うのだがな。

			「で、ハピネス。さっきの技は誰から教わったんだ？」

			「……技？」

			「とぼけんなよ、レイヴンを寝かせるためにいろいろ仕掛けただろ」

			「……メイド長」

			　ハピネスからソフィアさんの名前を聞き、なるほどと納得してしまった。

			　ソフィアさんが怒っている時の眼差しを思い出す。

			　冷たい視線が突き刺さり、身体が凍てつくような感覚をだ。

			「でも、待てよ。ソフィアさん、上目遣いなんて普段してたっけか？　ハピネス、上目遣いもソフィアさんから教えてもらったのか」

			「……ティール」

			　一度首を横に振ってから、今度はティールちゃんの名前が出てきた。

			　ガイ一筋、ヤンデレまっしぐらなティールちゃんなら、そういうものを知っていてもおかしくないな。

			　というか二人共、元とはいえ俺の部下に変なことを教えないでくれ。

			「あまり、いろいろ身につけるなよ。大変だから」

			　俺もそうだが、特にレイヴンが。

			「……楽しみ」

			「おい。今、変な考えをしたろ。その黒い笑みは誰から教えてもらった!?」

			　小悪魔っぽい笑みを浮かべていたぞ。

			「……秘密」

			「ちきしょー。誰だ、ハピネスに変なことを吹き込んだのはー！」

			　レイヴンが隣の部屋で寝ている中、いつものように騒ぐ俺達。

			　だが、俺には会話をしていて、ハピネスがレイヴンの寝ている部屋と、窓の外に何度も目を向けていたのを知っている。

			　疲れきっているレイヴンと、いまだに囚(とら)われているシケちゃんの友達が心配なのだろう。

			　俺も心中穏やかではないが、二人で慌てても仕方ない。

			　レイヴンが目覚めて行動出来るまで、俺はハピネスを落ち着かせるためのピエロを演じていた。

			「すまん、だいぶ寝ていたみたいだ。ん、腹の上が重い……？」

			「あー、やっと起きたか。レイヴン、丸一日は寝てたぞ。ま、もうちょい早く起きると思って待ってたんだが寝ちまったみたいだな」

			「な……!?」

			　ずっと、部屋でハピネスと漫才をしていて時間を潰していたわけだが、思った以上にレイヴンが熟睡していたからな。

			　俺は眠気が襲ってきたので、椅子に座って寝てしまった。

			　ハピネスは俺が眠る時は起きていたはずだ。

			　しかし先程、目を覚ますと立ち膝でレイヴンに寄り掛かる形で寝てしまっていた。

			「ふぁ～あ。良かったな、レイヴン。連日徹夜で動き回ったかいがあったな」

			「う、ハ、ハピネス、起きろ」

			　レイヴンは俺の質問に答えず、冷静を装(よそお)いハピネスを揺すり起こす。

			　安定した寝息を立てていたハピネスの表情が微妙に歪(ゆが)む。

			　まあ、気持ち良く寝ている最中に無理矢理起こされるのって嬉しくないよな。

			「……就寝中」

			「寝言で返事をするな。本当に起きてくれ」

			　ハピネスが起きないので、焦るレイヴン。

			　声から必死さが伝わってくる。

			　強く揺らせない辺りがレイヴンらしいが、それではハピネスは起きないぞ。

			「しばらくそうしていればいいんじゃないか」

			「良くない！」

			　結局、レイヴンは強く行動を起こせず、ハピネスが自ら起きるまで待つことになった。

			　ご褒(ほう)美(び)だと思えばそこまで苦ではないだろう。

			「まったく……まあ、ちょうどいいか。ヨウキ、少しだけ話に付き合ってくれないか」

			「この状況だからな。会話くらいしか暇を潰せないからいいぞ」

			「ありがとう。実はまだ迷っているんだ。魔物を助けることに」

			「シケちゃんは脅(おど)されていたっていう証拠は出てきただろ。今さら、何を迷っているんだ」

			　ふっ切れたから、三日三晩徹夜で走り回っていたんじゃないのか。

			　そんなことを言っているんじゃハピネスが泣くぞ。

			「今まで俺は魔物を倒してきた。ヨウキもそうだろ？」

			「いや、まあ、そうだけど」

			　俺は魔族なので、複雑な立場なんだが。

			「約束はしたんだ、助けるさ。だが、助けた後にあの人魚達が悪事を働かないという保証はないだろ」

			「まだ、そんなことで悩んでいたのかよ」

			「そんなこと!?　これは重要なことだ。あの人魚の歌は強力だ。水上限定とはいえ、一度襲われたら被害が……」

			「あー、わかった、わかった。落ち着け、深呼吸しろ」

			　俺はレイヴンの両肩を掴み、落ち着かせる。

			　まだ、疲れがとれていないのか、ハピネスが腹の上にいるせいか頭が回っていないようだ。

			　レイヴンが冷静になったところで、俺は会話を再開する。

			「忘れたのか、洞(どう)窟(くつ)で言った俺の言葉」

			「う……」

			　我ながら似合わない臭い台詞(せりふ)を言ったなぁと、思い出すだけでも恥ずかしい言葉。レイヴンも思い出したようだ。

			「あの時に決心したんだから、今更鈍るなよ。ハピネスに嫌われちまうぞ」

			「く……ヨウキの言う通りだ。一度決めたんだったな。もう、迷わん」

			　レイヴンの気持ちが再度固まったようで安心した。

			　後は、ハピネスが起きればなと思ったが、こいつ寝たふりしてやがったな。

			　口元がにやついているのでわかった。

			　俺達の会話を聞いていたな。

			　レイヴンは決意を固めた余(よ)韻(いん)に浸っているせいか、ハピネスの寝たふりに気づいていないみたいだ。

			　本当はさっさとシケちゃんの友達の救出に行きたいんだがな。

			　二人のために少しだけ待ってやろう。

		

	
		
			　

			第９話　人魚を救ってみた

			　

			「そろそろいいか、二人共」

			　出来るだけ、二人の時間を作ってやりたいがシケちゃんの友達が心配だ。

			　俺達が洞(どう)窟(くつ)で盗(とう)賊(ぞく)を捕まえてから、三日経っている。

			　仲間と三日、音信不通になれば何かあったのかと、疑問に思っているはずだ。

			　盗(とう)賊(ぞく)達が何日置きに連絡をとっていたのか知らないが、怪しまれて逃げられてしまっては困る。

			「すまん、俺は万全だが……ハピネス。頼むから起きてくれ」

			　そいつ、結構前から起きてるぞ。

			　ムードが台なしになるから口には出さないけど。

			　レイヴンが背中を揺すると、ハピネスの目がぱちりと開いた。

			「……朝？」

			「寝ぼけているのか？　ヨウキが待っている。盗(とう)賊(ぞく)のアジトに乗り込むぞ」

			「んー……了解」

			　眠そうに目を擦り、あくびをしながら伸びをしている。
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			　こいつ、寝たふりじゃなくて本当に寝てたのか。

			　いや、寝たふりをしていて、本当に寝てしまったのか……どうでもいいな。

			「この依頼に終止符をうつ時が来たようだ……いくぞ！」

			「いきなりどうしたんだ？」

			「……いつものこと」

			　景気付けになるかと思って、少し厨(ちゆう)二(に)になってみたのだが。

			　ハピネスがげんなりとした様子で、レイヴンに説明する姿を見ていると虚(むな)しくなるな。

			「ま、まぁ、景気付けはこれくらいにして……いくか」

			　俺は両手の拳を握りしめ、レイヴンは愛剣を納めている鞘(さや)を腰に差し、ハピネスは自作の扇(おうぎ)を構える。

			　一仕事する前のパーティーの風格が出ているな。

			「よし、行くぞ。レイヴン、案内よろしく」

			「……わかった、行こう」

			　盗(とう)賊(ぞく)のアジトの場所を知らない俺が先頭に立つ意味がわからん。

			　まとめ役をやらないといけないとって思ってたからな。

			　気張りすぎたかもしれない。

			「……目立ちたがり」

			「ちげーよ。ったく、出発するぞ」

			「ああ、わかった。……盗まれた荷物も人魚も絶対に取り戻すぞ」

			「その意気だ、レイヴン。だけど冷静さだけは失わないでくれよ」

			　俺は今回、一番情緒不安定気味なレイヴンに注意をする。

			　心意気はいいが、洞(どう)窟(くつ)の時のように、キレるのは止めてほしい。

			　自分の中の常識が一気に変わって混乱するのは、仕方ないかもしれないけどさ。

			「……大丈夫、絶対」

			「いや、なんでハピネスが答えるんだ」

			「……止める」

			　拳をぎゅっと握り、任せろと言わんばかりのハピネス。

			　ああ、なるほどそういうことか。

			「じゃ、レイヴンが暴走したら頼むぞ、ハピネス」

			「……了解」

			「ちょっと待ってくれ。俺が暴走する前提で話すのは止めてほしいんだが……聞いていないな」

			　嬉しそうに決意するハピネスを見て、苦笑しつつ頬をかくレイヴン。

			　さっさと出発しないといけないのだが、リラックスも重要か。

			　しかし、もたもたしていられないというのも現実だ。

			「じゃ、本当に出発しようか。時間もないし」

			「わかった、行こう」

			　レイヴンが先導し、俺達は盗(とう)賊(ぞく)のアジトを目指して宿を出発した。

			　盗(とう)賊(ぞく)のアジトは山奥にあるらしい。

			　港近くでシケちゃんに歌を歌わせて、船員達を眠らせ、船に侵入。

			　夜が明けないうちに荷物を運び出していたのだろう。

			　だが、あまり時間をかけていては目撃者が出るかもしれないからか、拠点はそこまで遠くにしなかったみたいだ。

			　レイヴンの調査により、行商人が山に入っていく、荷物を持った男達を見たという情報を入手。

			　偵(てい)察(さつ)に行ったところ、見張りらしき男が二人立っていたようだ。

			「よく、そこで踏み止まったな。洞(どう)窟(くつ)でのレイヴンの様子からしたら、今の話を聞くと、一人で突っ走っていてもおかしくないと思ったりしたんだが」

			「……その時は偵(てい)察(さつ)だけと決めていたからな。何人敵がいるのかわからない中で、一人で敵陣に突っ込むのは危険だ」

			「……同感」

			「それに、二人には情報を聞き出すとは言ったが、一人で解決するとは言ってなかったからな。これ以上、勝手な行動を起こすわけにはいかなかった」

			　洞(どう)窟(くつ)での出来事を本当に反省していたんだな。

			　まあ、洞(どう)窟(くつ)内にはシケちゃんの友達もいるわけで、荷物も取り戻さねばならないと課題はたくさんだからな。

			「奴らが感づいて逃げ出していないか心配だな」

			「……念のために在中している騎士達に見回りを頼んでおいたから大丈夫だと思うぞ」

			　流石(さすが)レイヴン、絶対に盗(とう)賊(ぞく)を逃がす気はないらしい。見張りに見つからないように、慎重に山道を進んでいく。

			　レイヴンには秘密だが嗅(きゆう)覚(かく)、聴覚を強化して盗(とう)賊(ぞく)の動向を調査していたりする。今は洞(どう)窟(くつ)の入口付近に集まっているみたいだ。

			　……レイヴンが手回しした騎士達に気づいたか？

			　計画性のある行動をしているし、頭のキレる盗(とう)賊(ぞく)がいるのかもしれないな。

			　そんな考えをしつつ、レイヴンの案内で山道を順調に進んでいく俺達。

			　盗(とう)賊(ぞく)達に見つからないように慎重に進んでいくと、話し声が聞こえてきた。

			　木々に隠れて気づかれないように、盗(とう)賊(ぞく)達の様子を窺う。

			　荷物を洞(どう)窟(くつ)から運び出し、せっせと馬車に積んでいるな。

			　やはり、逃げようとしていたのか。

			「……危なかったな。後、少し遅かったら逃げられるところだった」

			　レイヴンが小声で呟(つぶや)く。

			　最悪、間に合わなかったら、俺が感覚強化をフルに使い、地の果てまで追うという手段もあったが。

			　それでは、あまりにも不自然な解決になるし、俺へのデメリットが多い。

			　ハピネスからの冷たい視線は間違いなくくる。

			　レイヴンからは、疑いの眼差しを向けられていただろう。

			　その手段を使わずに済みそうなので、もはや無駄な心配だけど。

			「……突撃」

			「待て待て！　やみくもに突っ込む訳にいくか。こっちには取り戻さなきゃいけないものがたくさんあるんだぞ」

			「……ああ、ヨウキのいう通りだ。奇襲をかけよう。逃げられるわけにはいかないからな。最初に馬車を潰したい」

			　飛び出そうとするハピネスを静止し、レイヴンと作戦を立てる。

			「ハピネスが魔法で馬車の車輪を破壊して、俺とレイヴンが突撃。俺達が盗(とう)賊(ぞく)を倒している間、ハピネスに荷物が載せられた馬車を守ってもらうのはどうだ？」

			「ハピネスが危険じゃ……」

			「……バッチこい」

			　任せろと言わんばかりに早速、扇(おうぎ)を構えるハピネス。つーか、どこで覚えたんだそんな言葉。

			　最近、ハピネスが変な言葉や仕草を覚えていることが多いな。

			　誰からの入れ知恵か今度教えてもらおう。

			「レイヴン、ハピネスはレイヴンが思っている以上に強いから大丈夫だ。俺が保証する。それに、ハピネスだってシケちゃんの友達を助けたいと思っているんだしさ。仲間外れには出来ないだろ」

			「……そうだな。全員で力を合わせて依頼を終わらせよう」

			　レイヴンも納得したし、作戦も決まったので、あとは実行するだけだ。

			　だが、今はまだ実行するタイミングじゃない。

			　見た限り、盗(とう)賊(ぞく)達は荷物を馬車に運び逃走、または拠点を変えようとしているのだろう。

			　まだ運び出している最中なので、荷物をすべて積み終えた時がベストだ。

			　二人に俺の考えを伝え、身を潜めていると、洞(どう)窟(くつ)からがたがたと動く箱が運び出されてきた。

			「……なあ、あの箱怪しくないか」

			「ああ、やたら動いているな。中に生物が入っているのは間違いないな。……ただ、動きすぎじゃないか？」

			　人一人が入れるような棺(かん)桶(おけ)のような箱なのだが、やたら動いている。

			　中で相当暴れているのが見受けられる。抵抗するのは当たり前だが、中に入っているのは本当にシケちゃんの友達なのか。

			「ヨウキ、盗(とう)賊(ぞく)達が六人掛かりでやっと箱を押さえつけているが」

			「……狂暴」

			「うん、まあ、あの箱で荷物が最後っぽいし、中にいるのはシケちゃんの友達で間違いないだろう。作戦を開始しよう」

			　これ以上ツッコミを入れることに疲れたので、スルーしよう。

			　二人がこくりと首を縦に振ったので、各々行動に出る。

			　まず、予定通りにハピネスが風の中級魔法ゲイルラッシュを放つ。

			　いくつものボールくらいの風の球体が馬車の車輪を破壊し、盗(とう)賊(ぞく)達の周りに着弾した。

			　あくまで牽(けん)制(せい)なので、馬車に当てないこと以外は無差別に攻撃してもらった。

			　いきなりの奇襲に盗(とう)賊(ぞく)達が慌てふためいている間に、隠れていた俺とレイヴンが姿を現す。

			　物語の主人公とかなら、登場の際にかっこいい台詞(せりふ)を言ったりするが、俺達はそんなことはしない。

			　俺もレイヴンも全力のスピードで接近し、盗(とう)賊(ぞく)達を倒す。

			「ヨウキ、馬車を囲め！　こいつらを近づけさせるな」

			「わかってるけど、それはハピネスの仕事だ。俺達は俺達の仕事をしないと」

			　盗(とう)賊(ぞく)達は突然の奇襲で混乱しているのか、逃げる者、俺達に向かってくる者、どうすればいいかわからず、その場で立ち尽くす者と様々だ。

			「お前ら落ち着け！　相手はたかが二人だ。囲んでやっちまうぞ」

			　リーダーっぽい男が声を荒らげて盗(とう)賊(ぞく)達の混乱を沈めようとしている。

			　まず、二人じゃないんだよなぁ。

			　遅れてやってきたハピネスが扇(おうぎ)で盗(とう)賊(ぞく)達を薙(な)ぎ払う。派手に吹っ飛ばしているが大丈夫か、あれ。

			　風の魔法を扇(おうぎ)に纏(まと)わせているのだろう。

			　しかも、ハピネスが自分の羽で作った扇(おうぎ)だからな。

			　普通に魔法を使うよりも、威力が上がっているっぽい。

			「……すごいな」

			　盗(とう)賊(ぞく)を倒している中、レイヴンのぽつりとした呟(つぶや)きが聞こえた。

			　ハピネスは扇(おうぎ)を使って華麗に舞うように戦っている。……見(み)惚(と)れている訳じゃないよな？

			　ちらりと様子を見ると、ちゃんと盗(とう)賊(ぞく)達を素早く切り伏せている。

			「くそ、なんなんだこいつら！　ギルドで依頼は出ていたがこんな奴らが来るなんて」

			　盗(とう)賊(ぞく)のリーダーが慌てふためいている。

			　俺達が依頼を受けたことがこいつらにとっての不幸だったな。

			　リーダーをレイヴンがなんなく倒し、本格的に烏(う)合(ごう)の衆(しゆう)と化した盗(とう)賊(ぞく)達を無力化した。

			　全員気絶しているので、とりあえず拘(こう)束(そく)し、放置している。

			「あらかた片付いたな。……で、ずっとガタガタガタガタと動いているこの箱だが」

			「……とりあえず、中から出してやろう」

			　レイヴンが箱を括っている縄を切る。

			　するとふたが勢いよく外れた。

			　宙を舞うふたに俺とレイヴンは唖然。

			　ふたの行く末を見守った後、箱の中に目を向ける。

			　中には手を縛(しば)られ、猿(さる)轡(ぐつわ)をされた少女の姿があった。少女なのだが、下半身にマントがかけられている。

			　これは、ハピネスの物だった気がするが。

			「……緊急事態」

			　ハピネスは少女の下半身にかけられたマントがズレないように、上に覆(おお)いかぶさっている。

			「まさか……」

			「……沈黙」

			　冷淡な声で言われたので、俺とレイヴンは停止した。

			　とりあえず向こうに行け、こっちを向くなと言うので、レイヴンと一緒に箱から離れる。

			　大人しく二人で待っていると、ハピネスからもう大丈夫と声をかけられた。

			「いや～助かった。まじ感謝だわ」

			　ハピネスが解放したのか、箱の中で縛(しば)られていた少女が頭を軽く下げてきた。

			　この子がシケちゃんの友達のミサキちゃんだろうか。

			　俺が考えているとレイヴンが『君はなぜ箱の中に？』とメモを見せている。

			「ん、あぁ。こいつらが拠点を変えるとか言い出してさ。アタシのこと縄で縛(しば)って箱詰めしやがったんだよ」

			　恨めしそうに、拘(こう)束(そく)されている盗(とう)賊(ぞく)に蹴(け)りを入れている。

			「君がミサキちゃん……で間違いないかな」

			「ああ。そこのお嬢ちゃんからだいたい聞いたよ。アタシがシケの友達のミサキだ」

			　目の前にいる少女がシケちゃんの友達で間違いないみたいだ。

			「なるほど。……ハピネスから話は聞いてるなら、出来れば今の状況の説明をお願いしたいんだけど」

			「……了解」

			　俺達が後ろを向いている間にお互いに情報を交換したっぽいので、状況の説明を求めたら、ハピネスが立候補してきた。

			　ミサキちゃんの経緯をハピネスが順序を追って説明する。

			　ミサキちゃんは洞(どう)窟(くつ)内で檻(おり)に入れられ、鎖(くさり)で繋がれて拘(こう)束(そく)されていた。

			　水は一切与えられず、食料しか口にしていなかったみたいだ。

			　しかし、最近この近辺を騎士達が巡回するようになったので、逃げる準備をすることになり、ミサキちゃんも檻(おり)から出され、箱詰での輸送になった。

			「いや～、あいつら馬鹿だよな。アタシが変身出来るの知らないから、拘(こう)束(そく)は手を縄で縛(しば)って終わりとか。だから、一か八かこの箱を蹴(け)破って走って逃げようとしてたんだ」

			　ケラケラと笑っているミサキちゃんに俺達は呆然。

			　やたら、箱がガタガタと動いていたのは、中から蹴(け)りを入れていたからか。

			「よくもまあ、そんなこと実行したな」

			「黙ってたってどっかに連れていかれて、どこぞの変態に売られるくらいなら、わずかの可能性にかけた方がいいだろ？」

			　にやりと笑うミサキちゃん。

			　俺達が助けに来なくても、いずれ自力で脱出していたのではないだろうか。

			「ところで、さっきハピネスが俺達に来るなって言ったのは……痛っ」

			　ハピネスに脇腹を殴られた。

			　察しろ、話題に出すなということか。

			　ミサキちゃんと会ったばかりだが、この子は平気で爆弾発言しそうだしな。

			「……移動」

			「確かにここに長居する理由もないしな。でも、盗まれた荷物やこいつらをどうするか……ん？」

			　レイヴンに肩を叩かれ、振り向くと目の前には『俺に任せろ、騎士達を呼んで全部処理をしておく』とのメモが。

			「事情とか、全部任せていいのか？」

			　こくりと頷くレイヴン。

			　後始末はすべて引き受けてくれるようだ。

			　シケちゃんもミサキちゃんのことを心配しているだろうし、さっさと移動したいというのもある。

			　ここは素直に任せることにするか。

			「なあなあ、さっきから思ってたんだけど、なんであんたしゃべんねーの？　戦闘中にばりっばりしゃべってたよな。アタシ箱の中から、聞こえてたぞ。やたらと高い声だから、男一人と女二人かと思ってたけど、あの声、あんたの声だろ」

			　筆談をしていたレイヴンを不思議に思ったようで、容(よう)赦(しや)ない質問攻めを繰り出してきたな。

			　レイヴンにとって一番触れてはいけないところだというのに。

			　レイヴンは少し考え、紙にペンを走らせる。

			　いったい、どうごまかすのか。書き終わると同時にメモを見せる。

			　メモには『……』と書かれていた。

			「沈黙は書かなくていいだろ」

			「……ああ、そうだな」

			　レイヴンはメモをくしゃくしゃに丸める。

			　そして、ペン、用紙と一緒にかばんの中に片付けてしまった。

			「……不要？」

			「……洞(どう)窟(くつ)の人魚とは普通に話していたからな。一応、害意も感じられないし」

			「一応ってなんだよ、一応って！」

			　ミサキちゃんが何やら喚(わめ)いているが、無視してレイヴンは続ける。

			「俺もそろそろ成長しないとな……」

			　一皮むけようと決意しているようだが、はてさてどうなるかな。

			　無駄話もそこそこに、レイヴンと拘(こう)束(そく)した盗(とう)賊(ぞく)達を残し、シケちゃんの待つ洞(どう)窟(くつ)に向かった。

			「おーい、シケー。いるのはわかってるぞー。さっさと出てこーい。出てこないと、お前が胸隠すの使ってる貝殻に海藻を突っ込むぞー」

			「どんな脅(おど)しだよ!?」

			　入り江に着くなり、辺りをキョロキョロと見回し、開口一番これである。

			　ミサキちゃんが来ただけでシケちゃんも出てくるような気がするが。

			　俺がツッコミを入れるとすぐに水面から、シケちゃんが出てきた。

			「わああぁぁん、ミサキー、心配したんだよー！」

			　出て来て早々、涙声でミサキちゃんに抱き着くシケちゃん。

			「はいはい、つーかアタシがあんな奴らに捕まったからって、くたばるかっつーの」

			「だ、だって、私ミサキに何かあったらどうしようと思ってたんだよ！」

			「いや、アタシに何かあったらって、アタシの悪運と腕っ節の強さはシケが一番わかってるだろ。今回はちょいやばかったけどなー。つか、深呼吸しろ、深呼吸」

			　ミサキちゃんに頭を撫(な)でられ、少し落ち着いたのか涙も収まってきた。

			「ふぅ……あ、ご、ごめんなさい。えっと、ミサキちゃんを助けてくれてありがとうございます」

			　感動の再会が終わったところで、やっと俺達に気づいたみたいだ。

			　謝罪とお礼を繰り返し、何度も頭を下げている。

			「約束しただろ。あとお礼は事後処理をしていていないもう一人にも頼む」

			「はい、もちろんです。あの騎士様もあなた方も……私達にとって命の恩人と言っても過言ではないですから」

			「……言いすぎ」

			　ハピネスがクールにツッコミを入れた。

			　俺達が来なかったら、この二人はいったいどうなっていたかと考えたらな。

			　それでも命まで救った覚えはないけど。

			「命云々は置いといて、アタシも感謝してるよ。だから、特別に帰る時に歌でも歌ってやんよ」

			「待て、俺達をどうする気だ」

			　シケちゃんの歌を体験したが、あの奇妙な眠りに誘われるのはもうごめんだ。

			「は、何言って……」

			「ミサキ、私、最初この人達と闘ったから、その時に……」

			「闘った？　……ああ！　そういや、そこのお嬢ちゃんがそんなこと言ってたな」

			　ミサキちゃんが納得したように頷いている。

			　俺達があの時後ろを向いている間に全部説明したのか。

			　こくこくと頷くハピネスを見る限り、事実なんだろうけど。

			「だから、歌って聞いて良いイメージわかないかも」

			「……なるほどな。なあ、あんた。闘ってる時、シケの歌で妙に眠たくなったんだろ？」

			「ああ、耳を塞(ふさ)いでも直接脳に入りこんでくる感じでなんとも言えない気分になった」

			　あの時に思い、感じた率直な感想だ。

			　ハピネスが相(そう)殺(さい)してくれていなかったらやばかったしな。

			「安心しな。人魚の歌はいくつか種類があるんだ。あのメモ剣士が来た時にとびっきりの歌聞かせてやんよ」

			　相当自信があるみたいだ。人魚本人が言っているのだろうし、期待してもいいかもな。

			　というか、メモ剣士って……見たまんまだけども。

			「うーん、でも今日中に来るのは無理だと思うぞ。盗まれた荷物、盗(とう)賊(ぞく)達の移送。依頼主の商業ギルドのギルドマスターへの報告もあるしな。……ってレイヴンに全部押し付けてきたけど、一人じゃきついだろうし、手伝わないと」

			「……丸投げ、駄目」

			「ふーん、じゃあアタシとシケはここの入り江にいるからさ。明日には来れるんだろ？」

			「……いいのか？　なるべくならすぐに自分達の住家に帰りたいだろ。それにここに長居するのは危険だと思うし」

			　盗(とう)賊(ぞく)がまだ残っているかもしれないし、俺達のことを信用しすぎな気もする。

			「水辺にいる人魚を嘗(な)めんなよ。むしろここにいりゃ嵐(あらし)になんて遭わないし、いざとなったら潜って逃げりゃいいしなー」

			「……ミサキ、ここの入り江、海に繋がってないから逃げ場ないよ」

			「げっ、まじか……ま、繋がってたらシケの監禁場所にならないか。んじゃ、やっぱ明日が限度だな。明日来なかったら、勝手に歩いて住家に帰るわ」

			　それもそれで危険だと思うが……言い出したらきりがないのでこらえる。

			　二人に明日来ることを約束し、洞(どう)窟(くつ)を出た。

			　レイヴンと合流するため、盗(とう)賊(ぞく)達のアジトに戻る。

			　すると、まだ荷物や盗(とう)賊(ぞく)達の移送の途中だったようで、騎士達を指揮するレイヴンを発見。

			「ん、何かあったのか？」

			　近づいていくと、何やら騒ぎが起きているっぽい。

			　どうやら、目を覚ました盗(とう)賊(ぞく)達が暴れているみたいだ。

			「こいつも俺達と同罪だ。あの箱には人魚がいたんだ。きっと俺達がいない間に隠したに違いねぇ！　こいつも、あと二人の仲間もだ。きっと入り江の人魚も……俺達に全部罪をなすりつけて、横取りしやがったんだぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

			　盗(とう)賊(ぞく)達のリーダーが騎士達に伝えるように大声を出す。

			　騎士達も突然の展開に付いてこれず、レイヴンをじっと見出した。

			　レイヴンもどう答えてよいのかわからないのか、下唇を噛んでいる。

			　盗(とう)賊(ぞく)達のリーダーがにやりと笑みを浮かべた。

			　どうせなら道連れということだろうか。

			「くそっ、余計なこと言いやがって！　おい、俺達は……」

			「うぉらぁ！」

			　会話に割って入ろうしたら、さらに割って入られた。声の人物は笑みを浮かべていた盗(とう)賊(ぞく)達のリーダーの顔を容(よう)赦(しや)なく殴りつける。

			「まったく、出任せ言うんじゃねっつの。騎士達は騙(だま)せても俺っち達は騙(だま)せねぇぞ。なあ、皆！」

			「おう」と野太い声が至る所から響く。

			　この感じは前も体験したな……つーか騎士達に混じって港で情報収集した時にいた船員達がいるじゃねーか。

			「おい、えっと確か、船乗りのマサ……？」

			「ん、おう。あんちゃんに嬢ちゃんじゃねーか！」

			「いや、おうじゃなくて……なぜここに？」

			「いやな。騎士様達が騒がしいからよ。聞き耳立てたら荷物が見つかったって言うじゃねーか。こりゃいてもたってもいられねぇってなって、荷物を運びに来たんだよ」

			「そ、そうか」

			　がっはっはと笑いとばすマサに俺は苦笑い。

			　ハピネスはなぜかナイスと言い、マサの腕をぽんと叩いている。

			　豪快に笑っているマサは気づいていないっぽいが。

			「く、くそ、まだ話が……」

			「うるぉあああぁぁぁぁぁ！」

			　盗(とう)賊(ぞく)達のリーダーが声を発しようとした瞬間、マサは顔を近付け力強い咆哮で声を掻き消す。

			　盗(とう)賊(ぞく)達のリーダーは目を見開いたまま固まってしまった。

			　おいおい、いいのかそれで。

			「……ったく、ふてぇ野郎だぜ。よりにもよって俺っち達の恩人に罪を被せようなんてよぅ」

			「えっと、良いのかこれで？」

			「あんちゃん、海の男は受けた恩は忘れねぇんだ。あんちゃん達のおかげで荷物はほぼ戻ってきた。これで俺っち達の冤(えん)罪(ざい)もなしだ。全部……あんちゃん達のおかげだ、ありがとな」

			　手を捕まれ、ぶんぶんと振られる。

			　泣いてるせいか、力加減が出来ていないぞ。

			　俺の腕がすごい速度で上下している。

			「ちょっ、わかったから手を、手を離してくれぇ！」

			「……逃走」

			「あっ、ハピネス。待て、こら！」

			　次は自分がやられると察したのか。

			　ハピネスの奴、マサが涙で目が見えていないうちに俺を見捨てて逃げやがった。

			「ありがとよ、あんちゃーん！」

			「わかったから、手を離せー！」

			　肩の関節がはずれるかと思う体験をした後、荷物、盗(とう)賊(ぞく)達の移送を手伝った。

			　最初困惑していた騎士達も盗(とう)賊(ぞく)の妄(もう)言(げん)だと納得したのか、レイヴンの指揮の下、仕事を再開していた。

			「……んしょ」

			「ああ、危ないですよ。僕が持ちます」

			「…………うんしょ」

			「お嬢ちゃん、落としたら危ねーからな。ここは鍛えてる俺に任せな」

			　ハピネスは荷物を持っては近くの騎士や船員に取られるという状況だ。

			　キョロキョロして、ため息をついたと思ったら、隅っこで座り込んでしまった。

			　何もすることがなくて落ち込んだか。

			　ほっとくのもかわいそうだし、先に宿に帰るように言うか。

			　持っている荷物を馬車に積んで、ハピネスに近付くと先客がいた。

			　レイヴンが何やらハピネスと話している。

			　近付くのも野暮なので聴覚を強化し、聞き耳を立てる。

			「ハピネス、今大丈夫か」

			「……うん。何？」

			「今、盗まれた荷物のチェックリストを作っているんだ。入り江で荷物の一部が空だったのを見ただろ？　盗(とう)賊(ぞく)達はここので全部だと言っているが、念のためにな。力もそんなにいらないし、船員達と協力してくれれば」

			「……やる！」

			「あ……ありがとう、じゃあ早速積み荷の前にいる船員達と合流してくれ」

			「……了解」

			　遠目で見ていたが、ハピネスの目がすごくキラキラしていたように見える。

			　そのまま、ハピネスはやる気に満ち溢(あふ)れた顔で積み荷に向かって走っていった。

			「偶然か知らないが……レイヴン、良かったな」

			　ぼそっと呟(つぶや)いた俺はくるりと身を翻(ひるがえ)して荷物運びに戻った。

			　その日は予想通り、盗(とう)賊(ぞく)達と荷物の移送、報告で一日が終わってしまった。

			　そして、翌日に約束通り俺達は入り江に来ていた。

			「おーい、来たぞー」

			　俺が大声で叫ぶと、水面が震えミサキちゃんとシケちゃんが飛び出した。

			「うぃっす、昨日ぶり」

			「お、おはようございます」

			「約束通りに今日中に来たぞ……時間はそんなにないけどな」

			　昨日で盗(とう)賊(ぞく)達のアジトにあった荷物運びは終わったが、ここにある荷物も運ばなければならないからな。

			「んー、別にいいぜ。私達も早く帰りたいし」

			「ちょ、ミサキ。失礼だよぅ」

			「冗談だ、冗談。んじゃ、時間もないみたいだし始めますか。タイトルは助けてくれてありがとうの歌な」

			「そのまんまじゃねーか！」

			　俺のツッコミに対して、にやりと笑うミサキちゃんと、申し訳なさそうに頭を下げるシケちゃん。

			　二人は水面を泳ぎながら、歌い始めた。

			　シケちゃんと闘った時とは違い、ただ純粋に聞き惚れる。

			　そんな歌声が耳に入っていく。

			　ふとレイヴンを見ると俺と同じく人魚二人の歌に聴き入っていた。

			　どれくらい時間が経ったのかわからない。

			　気がつけば人魚達のデュエットは終了し、二人は最初来た時と同じ場所に戻っていた。

			「どうだった、感動したろ。人魚嘗(な)めんなよ」

			「ミ、ミサキ、言いすぎ！　ど、どうでしたか？」

			「いや、なんか言葉で表現出来ないんだけど」

			「ああ……」

			　俺もレイヴンも心ここにあらずになっていたからな。これが人魚の歌の力か。

			「……むー」

			　ハピネスだけ、なぜか唸り声を上げているが、どうかしたのだろうか。

			「ん、お嬢ちゃん、何か眉(み)間(けん)にシワ寄ってんぞ、どした」

			「な、何か不快な思いをさせましたか？」

			　シケちゃんが自分のせいかとオロオロしだした。

			　あの歌で文句はないと思うが。

			「…………負けない」

			　俺とレイヴンが「は？」と声を揃えて出すと、ハピネスは歌い始めた。

			　シケちゃんとミサキちゃんに負けず劣らずの美声を披露する。

			　ハピネスの奴、ただ対抗心を燃やしていただけか。

			「ひゅーう、やるねぇ」

			「あわわ、どういう状況でしょうか」

			　ハピネスの歌に口笛を吹いて評価するミサキちゃんと、いまだに状況について行けていないシケちゃん。

			　一番困惑しているのは隣にいるレイヴンだろうけど。

			「よっしゃ、行くぞシケ、第二ステージだ。ここはいくっきゃないの歌だ」

			「え、ええぇぇぇ!?」

			　状況がわからないまま腕を捕まれ無理矢理水中に引きずり込まれるシケちゃん。ミサキちゃんはノリノリで歌い始め、シケちゃんも戸惑いながらも歌い始めた。

			　ハピネスも負けじと歌い続け……もはやなんだこれという状況。

			　とりあえず、めっちゃ癒(いや)されてる感じがするからいいか。

			「レイヴン、大丈夫か、意識はあるか？」

			「ああ、大丈夫、大丈夫だ、安心してくれ」

			　歌に聴き入りつつも、視線は一点に集中していた。

			　視線の先は……止めよう。今、この思考は無駄だと判断した俺は目を閉じて三人の歌に聴き入り始めた。

			　歌が終わり、ハピネスも満足したところで海まで二人を送り届ける。

			　浜辺に着き、周りに人が誰もいないことを確認すると、男勢は後ろを向いて離れた。

			　……ハピネスにもう脇腹に抜き手を入れられたくないからな。

			「ふぅ、これで依頼も終わりだな」

			「……ああ、そうだな。何だかとても長かった気がするのは俺だけか？」

			「いや、気のせいじゃないと思う」

			　早く終わらせよう早く終わらせようと、スケジュールを詰めていたのにな。

			　……そういえば、なんで早く依頼を終わらせようとしてたんだっけか。

			「あぁぁぁー!!」

			「……どうした、いきなり叫んで」

			「レイヴン、俺達いつ帰るんだっけ」

			「……明日だ」

			「まじかぁ……！」

			　俺は頭を抱えて崩れ落ちた。

			　俺のハピネスとレイヴンお近づきデートプランが実行不可能に。

			　今日は午後から後始末があるし、それをほっぽってなんて二人の性格上無理だろうし、明日は帰るからそんな暇ないし……詰んだ。

			「……今回の依頼で俺は視野が広がったというか。自分の思っていることがすべて真実じゃないってことを痛感したな。これからは剣だけでなく、状況判断能力も鍛えるようにしないと」

			　レイヴンは今回の依頼の反省をしだしたし、どうしよっかこれ。

			　そういえば、いつまで後ろを向いていればいいんだ。

			　声が少しだけ聞こえるので何かを話しているな。

			　聴覚強化して盗み聞きしてみるか。

			　……いや、さすがにガールズトークの盗聴は犯罪臭がするから止めよう。

			　何もせずに大人しく待っていると、ハピネスが戻ってきた。

			　どうやら、お別れの時間みたいだ。

			「ハピネス、何か話してたよな。何話してたんだ？」

			「……秘密」

			「やっぱりか」

			　盗聴してなくて、正解だったな。

			　盗聴していたら、脇腹に抜き手どころじゃ済まなかったかもしれない。

			　浜辺に行くと、二人の人魚が海に浮かんでいた。

			　お別れ感が出て来て少ししんみりする。

			「やっぱり海だわー。まじさいこー。海中万歳！」

			「ミサキ、最後だしちゃんとしよ……？」

			　しんみりが一気に消えた。ミサキちゃん、自由すぎる。

			　シケちゃんも普段から振り回されているのだろうな。悪い悪いとシケちゃんに平謝りし、二人は俺達の方を向く。

			「改めて言わせてもらうけど……本当に助かった。正直、人間に捕まってから終わったと思ってたんだ。また、海に……住家に帰れると思わなかったよ、ありがとな」

			「私も……もうミサキと会えないって、いつか人間に殺されるってことしか考えられなくて、絶望しかしていませんでした。ミサキと一緒に住家に帰れるなんて思わなかったです……本当にありがとうございました」

			　二人は各々感謝の言葉を述べて、俺達に深く頭を下げた。

			　お礼は先程の歌で充分貰ったと思ってたんだけどな。

			「いや、俺達も歌を聞かせてもらったし。最後はハピネスに付き合ってもらった感じで、ありがとう」

			「……最初は済まなかった、また、な。……良い歌だった、ありがとう」

			「……ん、ばいばい」

			　挨(あい)拶(さつ)も済み、これで二人とはお別れだ。

			　最後に二人を見送ろう。

			「あ、あのメモ剣士さん、ちょっと良いですか」

			「……俺か？」

			　シケちゃんがレイヴンを手招きして、呼んだ。

			　メモ剣士……ミサキちゃんが教えたのか。

			　メモ剣士に戸惑いを覚えつつ、シケちゃんに近付くレイヴン。

			「あの、屈(かが)んでもらって良いですか？　……届かないので」

			「いったい何を……っ!?」

			　屈(かが)んだ瞬間、大胆にもレイヴンの顔を掴み右頬にシケちゃんはキスをした。

			　屈(かが)んだまま石のように固まるレイヴンから、シケちゃんは恥ずかしそうに頬を赤らめ離れる。

			「にししっ、じゃーなー。また、会おうぜー！」

			「さ、さよならっ！」

			　海の向こうへ消えていく、二人の人魚。

			　やがて、潜ってしまい二人の姿は完全に見えなくなってしまった。

			　浜辺に残ったのは冷静に状況分析している俺。

			　立ち上がってキスされた右頬を触り、呆然とするレイヴン。

			　そして、やたらと不機嫌な表情のハピネスがいた。

			　……とりあえず、どちらにどう声をかけるべきなのだろうか。

			　意外にもいち早く行動に出たのはハピネスだった。

			　レイヴンの所に行くのかと思いきや、まさかの俺の正面に立つハピネス。

			　なぜ、わざわざ正面に立つ意味が。

			「……先。謝罪」

			「何言って……ぐほぉっ!?」

			　いきなり現役メイドの綺(き)麗(れい)なお辞儀で謝ってきたと思ったら、次の瞬間、容(よう)赦(しや)ない右ストレートを顔面に入れやがった。

			　完(かん)璧(ぺき)にクリーンヒットした結果、俺の首は九十度近く曲がり、無様に後ろの砂浜に俯(うつぶ)せでダイブする。

		

	
		
			[image: 283.jpg]
		

	
		
			　顎(あご)に綺(き)麗(れい)に入ったので頭がクラクラして、思考が定まらない。

			　ただ、ハピネスふざけんなと思考だけは出来た。

			　口に入った砂をぺっと吐き出し、頭を振って立ち上がる。

			　さあ、どう説明してもらおうかと振り向いた……が。

			　そこには頬を赤らめそっぽ向くハピネスと、先程以上に顔を真っ赤にしたレイヴンがいた。

			「え、ちょっ、え、ええぇぇぇ!?」

			　そこから先はもう、何というか。

			　残っている仕事は無事終わらせられたのだが、レイヴンは常にぼーっとしていて、あろうことかマサに注意され、途中からマサを含めた船員と騎士達全員に心配されていた。

			　ハピネスは平常運転に見せかけて、そわそわそわそわ。

			　帰りの乗り合い馬車とか、もう俺がふざけても何しても無駄だった。

			　まあ、時間が解決するだろう……。

			「隊長、いったい何をやらかしたっすか!?」

			「知らん、俺は何にも知らん」

			「知らんじゃないっすよ。隊長が企画した旅行から帰ってきてから、レイヴンがやたらと空を見上げることが多くなったっす。仕事はいつも通りっすけど……ハピネスの名前を出した瞬間、身体が硬直するってどういうことっすか!?　ハピネスには旅行のこと聞いたら逃げられるしで……隊長！」

			「だから、俺は本当に何があったか知らないんだよー！」

			　肝心のシーンを見逃した。いや、強制的に視界を変えられたと言った方が正しいか。

			　あの時何があったのか、それはハピネスとレイヴンしか知らない。

		

	
		
			　

			番外編③　好きな子と食事に行ってみた

			　

			「隊長、気前良いっすね」

			「……美味」

			「美味(おい)し？」

			　バレンタイン、ホワイトデーが無事に終わり、なかなかの結果になったので、元部下３人にちょいちょい飯をおごるようになった。

			「食え食え。俺のおごりだ」

			　おごりと言っても貴族御用達の料理店ではなく、普通の平民でも行けるような飯屋なので、財布にそこまでのダメージはないし、こうやって、４人で談笑しつつ食事も悪くない。

			「俺達って周りの人達から見て、どういう集まりに見えてるんすかね？」

			「……難題」

			「えーっとね～。ハピネス姉がお母さんで、デューク兄がお父さんで、隊長が結婚してないおじさ～ん」

			「おい。待てや、その設定。百歩譲っておじさんは許しても、いらん言葉をつけんな」

			　結婚してないおじさんてなんだよ。

			　そんなところ強調しなくていいから。

			「……子持ち」

			　なぜか、ハピネスが少し沈んでいる。

			　お母さんと呼ばれるのはまだ早いか。

			「お父さんすか、悪くないっすけど。まだ、俺はお兄さんでいたいっすね」

			　一番冷静にツッコミを入れているあたり、さすがデュークだと思う。

			　むきになったり、落ち込んだりしている俺達とは違うな。

			　まあ、こんな感じでわいわい騒いでいるのが楽しいわけだが。

			「……ん」

			　いきなりハピネスが席から立つ。

			　料理は残っているというのに、まさかもう帰るのか。

			「どした、ハピネス。まだ、食い終わってないだろ」

			「……鈍感」

			「はぁ!?」

			「あ、僕も行く？」

			　ハピネスに続いてシークも立ち上がり、二人はどこかへ行ってしまった。

			「隊長、料理だけじゃなく、飲み物もたくさん飲んでるんすから。行くとこなんて聞かなくてもわかるじゃないすか」

			「あ、そういうことか」

			「シーク以下っすね」

			「ごふっ!?」

			　ぐさっと今、胸に何かがささった気がした。

			「少しはそういう部分でも気づけるようにならないと」

			「ぐふっ!?」

			「バレンタイン、ホワイトデーが上手くいったからって、後々のことが上手くいくとは限らないっすから……」

			「やめろー！」

			　俺は耳をふさぎデュークの声をかき消す。

			「いやいや、現実逃避はダメっすよ」

			「くそぅ……一応、近々食事行く約束はしたけど」

			　バレンタインデーでの約束を果たすために、先日誘ったのである。……決して忘れていてホワイトデーに誘わなかったのではない。飴(あめ)細工の修業に没頭して忘れていたとかでは断じてない。

			「ふーん、良いじゃないすか」

			「だろ」

			　今度は俺がセシリアに夕食をプレゼンするぜ。

			「ま、隊長は変なことを意識しなければ大丈夫っすからね。お礼も含めて誘ったなら、そつなくこなせば良いと思うっすよ」

			「おい、それ誉めてんのか。けなしてんのか」

			「事実っすから。……楽しんでくるっすよ」

			「あ……おう。もちろん、セシリアにも楽しんでもらえるようにするさ」

			「それでいいっす」

			　デュークは俺との会話を止め、食事に戻った。

			　何か安心してくれたっぽい。

			「……帰還」

			「ただいま？」

			　二人も戻ってきたので、食事を再開し、散々飲み食いして別れた。

			　

			　……セシリアとの食事もこんな感じで自然体な方が良いのかもしれないな。

			　そんな思いを胸に秘め、数日後、俺はセシリアと二人きりで食事へ。

			　現地集合なんてことはしない。

			　屋敷までセシリアを迎えに行き、歩いて目的地まで向かう。

			「馬車の方が良かったかな」

			「いえ。こういう時は時間をかけて歩いて行くのも楽しいです」

			「着く頃にはちょうど良い具合にお腹が減ってたりとか」

			「そうですね。適度な運動の後に食べる食事は美味(おい)しいですよね」

			　二人での他愛ない会話を楽しめるというメリットはでかい。

			　こんな普通の会話をする時間すら癒(いや)される。

			「セシリアは普通の庶民的なレストランには行ったりする？」

			「えっと、最近はあまり……。旅をしていた頃は結構利用していたんですけど」

			　勇者パーティーで旅をしている時か。

			　野宿に自炊していたくらいだし、そこまで高級な料理にこだわらなかったのかもな。

			　久々かもしれない、庶民的な料理がセシリアの口に合うのか。いや、今から行く店の味ならきっと大丈夫だろう。

			　前回はネタ重視だったが、今日は余裕を持って、最近の依頼内容やデューク達との絡みについて話した。

			　もちろん、手は繋げなかったけど。

			　セシリアは話の内容をちゃんと聞いてくれて、時にはツッコミも入れてくれたし、良いかな。

			「あ、着いた。ここだ、入ろう」

			　セシリアを連れて店の中へ入る。

			「良い雰囲気の店ですね」

			　掃除が行き届いており、適度な調度品が置いてある。

			　手作りのメニュー表が可愛らしい店だ。

			「どれも美(う)味(ま)いよ、ここの店」

			「そうなんですか？」

			　割りと食う方な俺は、メニューを一通り食べたからな。

			　悩んだ結果、セシリアは俺と同じ定食にした。

			　運ばれてきた料理を俺はがつがつと平らげる。

			　これが俺の自然体だ。

			「ヨウキさん、お腹減っていたんですね」

			　セシリアが行儀良く食べながら、俺を見て微笑(ほほえ)んでいる。

			「話に夢中になって気づかなかったのかもしれないな」

			「来る時に、歩いたらお腹が減るという話をしていたんですけどね」

			「そういえばそうだったな」

			　自分でそんな話をしたのに思わず笑ってしまう。俺につられて笑うセシリア。

			　こんな感じで笑い合うだけで楽しかったりするんだよな。

			　料理を食べ終わり、腹も膨(ふく)れた。

			　セシリアは食後のお茶を飲んでいる。

			「そういや、バレンタインデーにもらったケーキとクッキー美味(おい)しかったな」

			「本当ですか。ありがとうございます」

			　俺だけにくれたチョコレートケーキ。

			　一人勝手にガッツポーズして喜んでいたわけだが、セシリアはどういう意味をこめて俺に渡したのか。気になっていたものの、ずっと聞けずにいたことだ。

			　今日、このままセシリアを普通に屋敷へ送っていけば、滞(とどこお)りなく一日が終わる。しかし、それで本当に良いのか、これはチャンスではないのか。

			　選択肢を間違えれば、気まずくなること間違いなしだが、遠まわしに聞いてみようか。

			「あのケーキやクッキーってセシリア一人で作ったの？」

			　少しずつ話を切り込んでいく作戦にしよう。

			「クッキーはソフィアさんと一緒に作りました。ソフィアさんがクレイマンさんへのバレンタインのお菓子を作ると言っていましたので」

			「あ、なるほど」

			　大量のお菓子をクレイマンに渡していたもんな。あのお菓子の製造過程の中にセシリアもいたんだな。

			「お菓子作りって思ったよりも難しくて……何度か失敗してしまいました」

			「あー、俺も何回も失敗したからな」

			　飴(あめ)を何度無駄にしたことか。

			　失敗作はちゃんと自分で食べたけどさ。

			「クッキーが成功して、ソフィアさんにクッキー以外も作りませんかと提案されまして。それで、チョコレートケーキを作ったんです。でも、成功したのは一個だけでした」

			「ん、何個もチャレンジしたの？」

			　もしかして、全員にあげるつもりだったのか。

			「はい。……ヨウキさんに差し上げた物以外、全部失敗してしまったんです」

			「あ、そうだったんだ」

			　別に俺が特別とかじゃなかったわけだ。

			　……でも、チョコレートケーキはすごく美味(おい)しかったし。それで良いんだ、うん。

			「今度はちゃんと失敗せずにしっかり成功させたいですね」

			「セシリアなら出来るよ」

			　全部成功したら、俺は特別じゃなくなるわけだけど。

			「ありがとうございます、ヨウキさん」

			　俺はこの笑顔を見られるだけで良いかな。

			　……絶対に口には出せない台詞(せりふ)を思い浮かべ、苦笑する。

			　その後は普通にセシリアを屋敷まで送っていった。

			　やはり手は繋げなかったな。

			　ムードはばっちりなんだけど、ヘタレだな俺。

			　あっという間に屋敷の門に着いてしまった。

			「送ってくれてありがとうございました。今日は楽しかったです」

			「俺こそ。じゃあ、お休み」

			　別れの挨(あい)拶(さつ)もそこそこにセシリアが屋敷に入っていくまで、手を振り続ける。

			　セシリアが扉に手をかけたところで、何かを思い出したかのように振り向く。

			「また……誘ってくださいね？」

			　首を傾げる仕草も相まって、俺は完全にノックアウトされた。

			「……もちろんだ。この俺に任せるが良い！　次も絶対に満足させてみせる」

			　テンションが上がって最後に厨(ちゆう)二(に)が出てしまった。

			「ふふ、楽しみにしていますね」

			　軽く手を振り、セシリアは屋敷へ入っていった。

			「帰るか」

			　セシリアと別れたものの、テンションが上がっていた俺は、全力疾走で宿へ。

			　部屋へ入るなり、奇声をあげてベッドに潜り込んだ。

			「ふぉあぁ！」

			「どうした。何があったのか」

			「ひゃっふぉぅ！」

			「……なんだ、壊れているだけか」

			　絡むのが面倒だと判断したのか、ガイは一度声をかけただけ。またすぐに眠りについた。俺もはしゃいでいたのは数分で、すぐに寝たけどな。

			　そして翌日、ギルドへ依頼を受けに行った。

			「おはようございます、ヨウキ様」

			「あれ、ソフィアさんがいるなんて珍しいですね」

			「なんだよ、俺の嫁がいたら悪いのか」

			「悪いとは言ってないぞ」

			　ただ珍しかっただけだし。

			　つーか、俺の嫁って……事実だけどなぜ強調したんだ。

			「それでは、用事も済みましたし、私は失礼致します。あなた、お仕事頑張ってくださいね」

			「よっしゃ、今日は一回も面倒って言わないぜ」

			「今日もにしてください」

			　相変わらず、ソフィアさんのツッコミはキレがあるな。

			　帰っていく際の後ろ姿が、とても凛(り)々(り)しく見えた。

			「で、今日は頑張るのか？」

			「おう。仕事するぜ」

			　やる気ばりばりだとクレイマンは書類をまとめだす。

			　よく見たら、式神に手伝わせてるぞ。

			「おい、それ……」

			「式神も俺の力だ」

			　まあ、式神だけに働かせてないし、職員の人達も何も言わないからいいのか？

			「まあ、いいや。依頼を受けたい。テンション上がってるから、ひゃっほう出来そうな依頼を頼む」

			「どんな依頼だよ。……なんだ、令嬢と良いことでもあったか？」

			「鋭いな、おい」

			「既婚者を嘗(な)めんなよ」

			　にやけつつも仕事をしているクレイマンはどこか余裕がありそうだ。

			　さすが、俺の知り合いでラブラブしている度、ぶっちぎりで二位のクレイマンだな。

			　ちなみに一位はガイ、断トツだ。

			「まあ、そうだけど」

			「正直になりゃ、楽だぞ。俺みたいに」

			「クレイマンはなんか、違うだろ」

			　正直というか、好き勝手という言葉の方が似合うと思う。

			「俺は正直だぞ。だから、言える。ソフィアのこと……愛してるぜ」

			「ぶふっ!?」

			　つい、吹き出してしまった。

			　まさか、そんな言葉をストレートに言えるなんてな。

			「ま、これが大人の余裕ってやつだな」

			「……そんな大人に一つ質問していいか」

			「面倒じゃねぇ質問ならいいぞ」

			　今日面倒って言葉使わないんじゃなかったのかよ。

			「女性がくれたプレゼントに関して詮(せん)索(さく)するのはよくないことか？」

			　ケーキについて言及したことは正しかったのかと疑問に思っていたりする。

			「んなもん、人によるだろ」

			「そんな答えかよ」

			　もうちょい深い言葉語ってくれるかと思ったのだが。

			「お前がその女性のことをちゃんと知ってるなら、プレゼントの真意ぐらいわかんだろ。聞かなきゃわからねえなら、それはそれで仕方ねえな」

			「う、でもよ」

			「まあ、無茶なこと言ってるかもしれないけどよ。最初はそんなもんだ、悩め悩め」

			「うーむ」

			　座って必死に悩む俺を見て、クレイマンは少しだけ口角を上げている。

			「今は無理でも、次こそは……」

			「ま、頑張れや。ほれ、今回の依頼だ。こんな感じでいいだろ」

			　昨日の食事はとても楽しかった。

			　セシリアも満足してくれたみたいだったし。

			　今は自分に出来る範囲のことをしていこう。

			　まずは依頼をこなして、目指せＡランクだ。

			「よし、依頼に行ってくるわ」

			「おう。行って来い。あまり張り切んなよ。俺の仕事が増えるからな」

			　いつも通りのクレイマンに見送られて、俺はギルドを出た。

			（了）

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　お久し振り、または初めまして水星です。

			　この度、拙作『勇者パーティーにかわいい子がいたので、告白してみた。』三巻を手にとってくださり、ありがとうございます。

			　ついに、いろいろな方々のおかげで三巻も出すことが出来ました。感謝してもしきれないくらい嬉しいです。……あとがきもこれで三回目ですね。申し訳ありません、まだ慣れないです。

			　

			　では、前巻同様、告白でもしましょう。

			　ついに作者にホモ疑惑が浮上しました（笑）。

			　だから、男女の恋愛を夢見てるんですよ、私は。ただ、男友達と騒いだりするのが好きでして……変な言い訳みたいになってますね。なぜ、こんな状況になっているのか？　デューク助けてといった話です。どうでも良いですよね、ごめんなさい。

			　さて、ちょっとだけ三巻の内容に触れますか。

			　ヨウキはエンジン全開、セシリアは通常運転、ハピネスのギアが二段階上がり、レイヴンは急ブレーキをかけます。

			　たとえが下手で申し訳ないですが、はっきりと書くネタバレは好きではないので。微妙なこだわりがある作者なのです、許してください。

			　

			　最後になりますが、感謝の言葉を。

			　まず、今このあとがきを見てくださっている方へ。拙作を手にとってくださり、ありがとうございました。本編、あとがきを楽しんで頂けたなら幸いです。

			　ん、あとがきを楽しむ？　作者は楽しんでいますが……楽しめましたかね。

			　次に今回も私の我が儘(まま)をたくさん聞いてくださった担当様。毎回迷惑をかけてすみません、精進致します。

			　そして、忙しい中イラストを描いてくださったＬａ－ｎａ様。今回も素敵なイラストをありがとうございました。毎回、楽しみにしていて、見るたびに悶(もん)絶(ぜつ)しております。

			　あと、勝手にキャラのモデルにしていた友人のＫくん。気がつけば、モデルにしてました（笑）。

			　無意識って怖いですね。どのキャラかは伏せます。

			　

			　これで、あとがきっぽくまとめられたかな……。次回があれば、もっと上手いあとがきを！

			　以上、水星でした。

		

	
		
			水星（すいせい）

			北海道在住。五年の読み専門歴を経て、執筆活動を開始。ファンタジー、恋愛物を好んで読んでいた結果、処女作が出来上がりました。（二〇一五年八月現在）

			　

			イラストレーション

			Ｌａ－ｎａ（ラナ）

			群馬県出身、東京都在住のイラストレーターです。（二〇一五年八月現在）
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